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『
富
士
山
』。
1 2
浜
野
一
彦
他
(
一
九
八
〇
・
昭
和
五
十
五
年
)
の
『
溶
岩

富
士
山
の
自
然

洞
穴
の
成
因
』。
1 3
小
川
孝
徳
(
一
九
八
〇
・
昭
和
五
十
五
年
)、
『
富
士
山

の
溶
岩
洞
穴
・
溶
岩
樹
型
の
地
質
学
的
観
察
』。 92

田
中
収
(
一
九
八
七
・

〔
解
説
〕

鳴
沢
村
地
域
の
自
然
環
境
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、

地
球
科

昭
和
六
十
二

年
)
の
『
山
梨
県
地
学
の
ガ
イ
ド
』。
1 5
浜
野
一
彦
(
一
九
八

学
的
環
境
・
生
物
科
学
的
環
境
に
大
別
さ
れ
る
。
鳴
沢
村
に
関
係
す
る
地

八
・
昭
和
六
十
三

年)
の
『
富
士
山 ‒一

地
質
と
変

貌
』
。
⑩
宮
地
直
道
(
一

球
科
学
的
資
料
と
し
て
は
、
①
石
原
初
太
郎
(
一
九
二
九
・
昭
和
四
年
)

九
八
八
・
昭
和
六
十
三
年
)、
『
新
富
士
山
の
活
動
史
』。 02

田
中
収
(
一
九

の
『
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
・
第
四
輯
』、
「
青
木
ヶ
原
樹
海
を
中
心
に
し

八
九
・
昭
和
六
十
四
年
)、

『
富
士
山
青
木
ヶ
原
溶
岩
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
』
。
32

た
富
士
北
麓
の
熔
岩
隧

道、
熔
岩
樹
型
の
調
査
報
告
」。

2
津
屋
弘
達
(
一

田
中
収

(
一
九
九
二
・
平
成
四
年
)、

『
富
士
山
・
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
(
樹

九
七
一
・
昭
和
四
十
六
年
)
『
富
士
山
総
合
学
術
調
査
報
告
書
』、
「
富
士
山

海
)
ー
鳴
沢
野
外
溶
岩
博
物
ラ
ン
ド
』。
1 9
田
中
収
(
一
九
九
四
・
平
成
六

の
地
形
地
質
」。
③
山
本
荘
毅
(
一
九
七
一
・
昭
和
四
十
六
年
)、
『
富
士
山

年
)、
『
特
別
天
然
記
念
物
「
鳴
沢
溶
岩
樹
型

」 』
ほ
か
の
資
料
が
あ
る
。

総
合
学
術
報
告
書
』、

「
富
士
山
と
そ
の
周
辺
の
陸
水
」
。
①
藤
村
郁
雄
(
一

ま
た
、
鳴
沢
村
に
関
係
す
る
生
物
科
学
的
自
然
環
境
資
料
と
し
、
①
沼
田

九
七
一
・
昭
和
四
十
六
年
)、
『
富
士
山
総
合
学
術
報
告
書

』、
「
富
士
山
の

真
他
(
一
九
七
一
・
昭
和
四
十
六
年
)、
『
富
士
山
総
合
学
術
調
査
報
告
書
』

気
象
」。
⑤
浜
野
一
彦
(
一
九
七
二
・
昭
和
四
十
七
年
)
、
『
富
士
山
の
溶

「
富
士
山
植
生
の
生
態
学
的
研
究

」。
②
恩
田
長
久
他
(
一
九
七
一
・
昭
和

岩
』
。
6
浜
野
一
彦
(
一
九
七
三
・
昭
和
四
十
八
年
)、
『
富
士
山
の
山
く
ず

四
十
六
年

)、
『
富
士
山
総
合
学
術
報
告
書
』
「
富
士
山
地
域
の
動
物
相
」
。

れ
ー
大
沢
く
ず
れ
」。
⑦
浜
野
一
彦
(一

九
七
五
・
昭
和
五
十
年
)
、
『
山
梨

3
篠
原
博
(
一
九
七
二
・
昭
和
四
十
七

年)
の
『
富
士
山
麓
青
木
ヶ
原
の

県
の
地
下
資
源
―
富
士
北
麓
』。
⑧
田
中
収
(
一
九
七
九
・
昭
和
五
十
四

植
物

』。
④
植
松
春
雄
(
一
九
六
一
・
昭
和
三
十
六
年
)
の
『
富
士
山
の

植

年
)
、
『
富
士
火
山
』 。
⑨
浜
野
一
彦
・
田
中
収
・
角
田
謙
郎
・
服
部
清
二
・

物
』。

5
植
松
春
雄
(
一
九
六
三
・
昭
和
三
十
八
年
)
の
『
富
士
山
有
料
道

河
西
秀
夫
(
一
九
八
〇
・
昭
和
五
十
五
年
)
の
表
層
地
質
図
『
富
士
山
』。

路
付
近
の
植
物
』。
6
宮
脇
昭
他

(
一
九
七
七
、
昭
和
五
十
二
年
)
の

『
山

( ⑩
吉
村
稔
・
平
川
一
臣

(
一
九
八
〇
・
昭
和
五
十
五
年
)、

の
地
形
区
分

梨
県
の
植
物
』
「
山
梨
県
の
植
生
分
布
図
」
。
⑦
秋
山
樹
好
他
(
一
九
七

図
』。

1
鈴
木
安
房
・
山
県
辰
雄
・
秋
山
康
三
・
遠
藤
昭
・
馬
場
勝
馬
・

八
・
昭
和
五
十
三

年
)
の

「
山
梨
県
特
定
植
物
郡
落
調
査
報
告
書

』。
⑧
山

花
房
尚
・
清
藤
城
宏
(
一
九
八
〇
・
昭
和
五
十
五
年
)
の
土
壌
分
類
図

梨
県
自
然
保
護
振
興
会
(
一
九
八
〇
・
昭
和
五
十
五
年
)
の
『
山
梨
県
の
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野
生
動
物
』
。
⑨
中
村
司
他
(
一
九
八
一
・
昭
和
五
十
六

年)
の
『
山
梨
県

ふ
或
は
然
ら
ん
、

而
て
是
等
の
熔
岩
流
は
比
較
的
新
ら
し
き
も
の

動
植
物
分
布
図

』。
1 0
植
松
春
雄
(
一
九
八
二
・
昭
和
五
十
七

年)
の
『
山

に
は
相
違
な
き
も
、
青
木
原
熔
岩
流
以
外
に
噴
出
の
年
代
不
明
な

)
梨
県
の
植
物
誌
』。
⑩
磯
田
進
(
一
九
八
五
・
昭
和
六
十
年
)
の
『
現
有
植

り
。

生
図
』
「
富
士
山
」。
②
清
藤
城
宏
(
一
九
九
一
・
平
成
三

年
)
の
『
青
木
ヶ

青
木
原
丸
尾
が
貞
観
六
年
(
西
歴
紀
元
八
六
四
)
の

噴
出
に
か

原
の
土
壌
と
森
林
』。
⑩
秋
山
康
三
(
一
九
九
一
・
平
成
三

年 )
の
『
鳴
沢

ら
る
こ
と
は
三
代
実
録
の
記
事
に
よ
り
て
も
明
瞭
に
し
て
、
今
日

村
の
土
壌
』。

2
岡
秀
一
他
(
一
九
九
二
・
平
成
四
年
)
の

『
富
士
山
北
西

実
際
に
之
を
追
跡
す
る
に
及
び
小
富
士
の
西
方
約
一
里
、

御
中
道

斜
面
七
太
郎
屋
根
に
お
け
る
カ
ラ
マ
ツ
低
木
材
の
成
立
と
斜
面
形
成
』

ほ
(
マ
マ
)

の
近
辺
な
る
こ
と
、

而
て
の
上
方
に
は
更
に
丸
尾
を
認
め
ざ
る
こ

か
多
数
の
資
料
が
あ
る
。

と
等
に
よ
り
て
明
白
な
り

。

こ
の
中
で
、
石
原
初
太
郎
の
『
天
然
記
念
物
報
告
』。

田
中
収
『
富
士
青

木
ヶ
原
熔
岩
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
』。
『
特
別
天
然
記
念
物
「
鳴
沢
溶
岩
樹
型」

』
青
木
原
熔
岩
流
は
新
期
熔
岩
流
中
の
最
大
な
る
も
の
に
し
て
其

の
一
部
。
篠
原
博
の
『
富
士
山
麓
青
木
ヶ
原
の
植
物
』 。

遠
藤
城
宏
の
『
青

の
噴
出
口
に
は
現
在
煙
滅
せ
り
と
雖
も
、
前
の
位
置
よ
り
西
北
に

木
ヶ
原
の
土
壌
と
森
林
』。

秋
山

康
三
の
『
鳴
沢
村
の
土
壌
』
を
原
文
の
ま

向
ひ
島
嶼
の
如
く
幾
多
の
側
火
山
を
包
み
て
末
広
が
り
に
本
栖
・

ま
資
料
と
し
て
記
載
す
る
。

精
進
・
西
の
三
湖
及
鳴
沢
村
に
及
ぶ
。
而
て
西
、
精
進
の
両
湖
は

セ
ノ
ウ
ミ

も
と
一
連
の
大
湖
に
し
て
剤
の
海
と
称
し
万
葉
集
に
石
花
湖
と
書

1
〔
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告 ・〕

第
四
輯

石
原
初
太
郎

か
れ
た
る
も
の
が
、
此
の
と
き
此
の
熔
岩
流
の
為
に
両
断
さ
れ
た

昭
和
四
年
(
一
九
二

九
)

る
も
の
な
る
こ
と
も
三
代
実
録
の
記
事
に
よ
り
て
明
か
な
り
。

青
木
原
熔
岩
流

青
木
原
熔
岩
流
の
面
積
は
約
八
方

里、
而
て
其
の
区
域
は
樹
木

富
士
山
の
周
囲
に
は
大
小
約
十
個
の
新
期
熔
岩
流
あ
り
、

其
の

欝
蒼
と
し
て
晝
尚
ほ
暗
く
、
諸
所
未
だ
曽
て
斧
鉞
の
入
ら
ざ
る
原

特
徴
は
表
面
磊
硝
た
る
熔
塊
累

積
し

跋
渉
頗
る
困
難
な
る
に
あ
り

始
林
さ
へ
存
在
す
。
其
の
寄
生
火
山
大
室
山
以
下
の
裾
野
に
あ
た

マ
ル
ド

方
言
と
し
て
甲

駿
と
も
に
之
を
丸
尾
と
い
ふ
転
び
の
転
化
な
り
と

る
地
方
を
特
に
青
木
原
と
い
ふ
。
樹
海
と
は
近
時
之
に
付
与
せ
ら
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れ
た
る
雅
名
な
り
、

其
の
地
域
約
四
方
里
な
り
。
此
の
大
森

林
と
丸
尾
と
は
分
布
全
然
相
一
致
し
、
遠
く
之
を
望
み
樹
林

神
座
風
穴
及
メ
ガ
ネ
穴

メ
ガ
ネ
穴

平
面
図
二
千
分
之
壱

の
在
る
所
即
ち
丸
尾
の
広
が
る
地
た
る
こ
と
を
得
べ
し
。

yg
青
木
原
熔
岩
は
鉱
滓
状 l a gS

の
所
も
あ
り
、
又
縄
状

S
yo p

の
部
分
も
存
す
。
大
正
十
五
年
十
一
月
ハ
ワ
イ
の
火

R
ra

山
観
測
所
長 a g g

J
r
博
士
来
遊
の
節
、
鳴
沢
樹
型
区
に
於
て

此
の
熔
岩
原
に
入
る
や
直
ち
に
A a
l a v a

と
叫
ば
れ
、

後
ち

e
a

o
富
岳
風
穴
に
入
り
て a h o e hP

a v
l

と
言
明
せ
ら
れ
、
更

P
y

に
ま
た
西
湖
西
岸
に
於
け
る

露
出
を
見
て
同
じ
く o pR

と

-

経
富
士
風
穴

)
主

精
進
穴

( 5

言
は
れ
た
り
。

余
は
博
士
に
「
然
ら
ば
熔
岩
流
全
体
と
し
て

i
何
と
命
ず
べ
き
か
」
と
尋
ね
た
り
し
た
、
言
下
に e m

S
aa

風

と
答
へ
ら
れ
た
り
。
此
の
答
は
頗
る
当
を
得
た
る
も
の
に
し

て
、

半
鉱
滓
状
若
く
は
半
縄
状
熔
岸
と
呼
ぶ
べ
き
も
の

な
至
登

山
道

座

り
。

神
座
風
穴

付
蒲
鉾
穴
及
眠
鏡
穴

2

神
所
在
地

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
字
軽
水
外
十
小
字
神
座

八
千
五
百
三
十
六
番
地
、
恩
賜
県
有
財
産
山
林
中
に
在
り
、

而
て
側
火
山
大
室
山
の
東
麓
に
小
さ
き
側
火
山
二
個
あ
り
、

e

シ
ョ
イ
ツ
コ
及
神
座
山
と
い
ふ
、
此
の
西
小
側
火
山
の
間
を
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流
れ
た
る
青
木
原
熔
岩
流
の
一
部
に
出
現
し
た
る
一
大
熔
岩
隧
道

0
'
1

な
り

。

精
進
口
登
山
道
一
合
目
(
天
神
峠
)
の
下
方
即
ち
西
北
約
二
十

神
座
風
穴
及
メ
ガ
ネ
穴

1
5.
.
0

1
1

縦
断
面
図
二
千
分
之
一

町
の
処
に
鳴
沢
村
よ
り
通
ず
る
馬
力
道
と
登
山
道
と
交
叉
す
る
十

横
断
面
図
八
百
分
之

一

字
路
に
て
西
に
進
み
十
三
町
五
十
間
に
し
て
本
洞
穴
に
出
づ
、

富
5

士
風
穴
と
の
間
に
は
神
座
風
穴
の
入
口
及
び
末
端
近
く
よ
り
相
通

ず
る
二
山
道
あ
り
、
何
れ
も
馬
を
通
じ
殊
に
後
者
の
如
き
は
傾
斜

余
り
急
な
ら
ず
、
何
等
危
険
な
き
捷
径
な
り
、

し
か
も
此
の
間
に

0
-
2

.
0
.
2

0

新
た
に
発
見
し
た
る
蒲
鉾
穴
、
メ
ガ
ネ
穴
、
大
室
洞
穴
等
の
大
小

上
下

縦
横

の
熔
岩
隧
道
を
巡
視
し
得
べ
く
、
距
離
は
約
二
十
町
に
過
ぎ
ず
。

01 0
0*
.

8
5

蒲
鉾
穴
は
神
座
風
穴
の
堅
孔
表
層
部
に
始
ま
り
始
終
磊
祠
た
る

熔
岩
の
表
面
に
在
り
。
メ
ガ
ネ
穴
は
神
座
風
穴
の
末
端
近
く
に
在

り
て
、

初
め
は
本
穴
と
関
係
あ
ら
ざ
る
や
の
疑
あ
り
し
が
、

実
測

2

@
4

0
2 .
0
.
0

0
2

の
結
果
末
端
の
正
北
二
十
間
離
れ
、

方
向
等
よ
り
推
し
て
其
の
間

メ
ガ

ネ
穴

.

関
係
を
有
せ
ざ
る
も
の
と
認
め
た
り
、
然
れ
ど
も
此
の
両
小
洞
穴

円 0
0

1

～

0
.

9
2

は
神
座
風
穴
の
付
属
と
し
て
茲
に
併
せ
記
す
る
を
便
と

す
。

3
.

7
1

特
徴

洞
穴
内
総
延
長
は
実
に
百
五
十
間
余
に
亘
り
、

真
直
に

東
北
に
向
ひ
、
気
温
富
士
風
穴
と
異
な
り
て
外

気
と
大
差
な
く
、

換
気
頗
る
よ
く
、
洞
内
の
空
気
或
は
上
方
に
或
は
下
方
に
常
に
流
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動
す
る
こ
と
は
蠟
燭
の
火
焰
動
揺
を
以
て
之
を
知
る
を
得
べ
く
、

と
其
の

表
面
に
何
等
熔
岩
の

堆
積
な
き
こ
と

等
よ
り
察
す
れ
ば
富

就
中
其
の
末
端
下
段
に
於
け
る
狭
き
穴
は
通
風
音
を
発
し
て
行
は

士
風
穴
に
於
け
る
如
く
陥
落
孔
な
る
べ
し
。
之
を
降
り
て
西
々
南

れ
、

裸
出
の
蠟
燭
は
到
底
焰
を
保
つ
能
は
ず
、

恐
く
は
外
気
と
近

に
向
ふ
横
洞
あ
り
。
延
長
約
十
間
な
り
、

併
し
本
洞
は
堅
孔
底
の

接
し
小
孔
に
よ
り
て
通
気
す
る
も
の
な
ら
ん
、

風
穴
の
名
称
は
此

北
端
に
あ
り

(
写
真
参
照
)

此
処
よ
り
本
洞
は
北
三
十
九
度
東
に

の
洞
穴
に
於
て
始
め
て
其
の
妥
当
な
る
こ
と
を
知
り
得
た
り
。

洞
向
ひ
殆
ん
ど

真
直
に
平
均
十
度
の
傾
斜
を
以
て
進
む
こ
と
百
四
十

内
に
水
の
無
き
こ
と
も
亦
其
の
一
特
徴
に
し
て
随
て
氷
を
見
ざ
る

間
三
尺
な
り
。

な
り
而
て
洞
底
は
天
井
崩
潰
に
基
づ
く
大
小
の
熔
岩
塊
堆
積
し
て

入
口
よ
り
五
十
間
乃
至
百
間
の
間
に
三
個
処
洞
底
二
十
度
内
外

歩
行
を
困
難
な
ら
し
む
。

の
急
傾
斜
を
な
す
所
あ
り
、

是
天
井
の
陥
落
最
も
甚
だ
し
き
部
分

洞
外
に
於
て
洞
穴
の
上
端
に
接
続
せ
る
部
分
を
検
す
る
に
、

低
に
し
て
、

底
が
高
き
と
共
に
天
井
も
高
く
洞
内
凡
て
直
立
の
侭
出

き
溝
状
を
呈
し
二
三

町
は
追
跡
す
べ
く
、

而
て
両
側
面
は
高
く
し

入
、
得
べ
し
と
雖
も
熔
岩
塊
磊
々
た
る

為
、

足
許
は
頗
る
不
安
な

て
為
に
地
形
は
谷
の
如
く
延
亘
せ
り
、

是
れ
即
ち
熔
岩
隧
道
の
天

り
と

す
。

井
陥
落
せ
る
も
の
に
し
て
所
謂
熔
岩
溝
に
外
な
ら
ざ
る
べ
し
。

洞
内
側
壁
に
は
数
段
と
な
く
熔
岩
棚
著
る
し
、
(
写
真
参
照
)

然
ら
ば
神
座
風
穴
は
実
に
数
町
に
亘
る
一
大
溶
岩
隧
道
な
り
し

ま
た
天
井
の
崩
潰
せ
ざ
る
部
分
に
は
熔
岩
鐘
乳
顕
著
に
し
て
普
通

と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず

。
黝
色
を
な
す
。

神
座
風
穴
の
末
端
近
く
に
在
る
メ
ガ
ネ
穴
の
西
端
に
開
く
堅
孔

洞
内
の
末
端
は
天
井
及
洞
底
と
も
原
始
の
状
態
を
存
し

完
全
な

は
陥
落
孔
に
非
ず
し
て
噴
気
孔
な
る
べ
し
是
亦
大
に
注
意
す
べ
き

り
、

即
ち
天
井
に
は
無
数
の
小
鐘
乳
懸
垂
し
洞
底
は
波
形
流
状
を

事
実
に
し
て
章
末
に
於
て
詳
説
す
べ
し
。

呈
す
、

即
ち
縄
状
熔
岩
の
特
色
を
な
す
所
な
り
。

プ
ラ
ン

神
座
風
穴
の
入
口
は
直
径
十
八
尺
の
や
4
円
き
堅
孔
に

洞
内
の
気
温
は
外
気
と
大
差
な
く
昭
和
二
年
九
月
二
十
三
日
測

1

し
て
深
さ
四
十
尺
、
其
の
底
部
に
多
量
の
崩
壊
物
を
堆
積
す
る
こ

定
す
る
所
に
よ
れ
ば
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二
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外
華
氏
五
十
九
度

蒲
鉾
穴

此
の
洞
穴
は
神
座
風
穴
の
昇
降
口
の
表
層
部
に
始
ま

入
同

同
り
、
最
初
は
天
井
陥
落
の
熔
岩
溝
と
し
て
北
六
十
二
度
東
に
走
る

入
口
よ
り

五
十
間
奥

同
五
十
五
度

こ
と
十
八
間
四
尺
五
寸
、

幅
平
均
十
五
尺
な
り
、

次
に
方
向
を
北

最
奥

同
四
十
九
度

規
模

)
!測

番
号

前の
の 測距
点離
と

入り
口の ( の延

よ長
最 洞

高 内
天
井

洞
底

部
考

間
間

尺
尺

一
七
・
三

一
六
・
九

「
あ 測
り 点
は
堅
孔
を
降
り
て

横
洞
に
入
ら
ん
と

す
る
所
に

一
〇
・
四

一
1
〇
・
四

此
の

測
点
は
横
洞
の

反
対
の
側
に
延
長
す

一
二
・
〇

一
二
・
〇

二
七
・
〇 O

二
1

1二
1
1・

A〇 O

二
五
・
〇

三
七
・
〇

二
〇
・
〇

二
六
・
五

二
五
・
〇

六
二
・
〇

一
五
・
〇

一
四
・
〇

「しあ 本
り 測
点
前
後
の
洞
穴
急
峻
に
し
て
二
十
四
五
度
の
処

二
三
・
〇

八
五
・
〇

二
〇
・
〇

二
二
・
〇

二
五
・
〇

一
一
〇
・
〇

一
三
・
〇

二 1
1二
1
1・
〇

「
洞
は
二

段
に
分
れ
二

階
は
奥
行
十
七
尺
に
し
て
閉
止

二
六
・
〇

一
三

六
・
〇

一
五
・
〇

六
・
一

階
下

は
四

間
三

尺
造
這
ひ
込
み
得
、

而
て
其
の

先
は

不
明

四
、
五

一
四
〇
・
五

1

*〇 O
二
・
五

末
端
を
除
き
洞
内
天
井
は
最
低
十
三
尺
六
寸
、

最
高
二
十
七

四
十
五
度
東
に
転
ず
る
と
共
に
ト
ン
ネ
ル
状
を
呈
し
、
天
井
は
屋

尺
、
幅
十
四
尺
乃
至
二
十
六
尺
五
寸
に
し
て
総
延
長
百
五
十
間
五

根
棟
形
を
な
し
、
洞
底
は
平
坦
な
り
、
此
の
延
長
十
九
間
一
尺
、

尺
四
寸
な
り
、
外
に
数
百
間
に
亘
る
熔
岩
溝
あ
り
、

( 写の
入 真
口 は
を 此
の示
部す
分
)
幅
は
中
央
部
に
於
て
最
小
に
し
て
七
尺
に
達
す
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れ
ど
も
西
端
は
や
と
広
く
平
均
十
八
尺
位
に
り
、
而
て
再
び
方
向

西
に
偏
す
る
と
共
に
天
井
陥
落
し
て
溝
と
な
り
て

延
長
二
十
間
、

次
に
北
に
転
向
し
て
洞
穴
と
な
り
七
間
五
尺
の
延
長
を
有
す
、

総

延
長
は
六
十
五
間
四
尺
五
寸
に
及
ぶ
、

大
体
の

方
向
は

神
座
風
穴

に
似
た
る
も
、
弓
な
り
に
彎
面
す
る
こ
と
平
面
図
に
示
す
如
し
。

此
の
洞
穴
は
熔
岩
流
の
表
面
部
に
在
り
て
其
の
ト
ン

ネ
ル
状
を

呈
す
る
部
分
の
屋
根
の
厚
さ
は
二
、
三

尺
に
過
ぎ
ず
、

而
て
風
雨

の
際
避
難
し
又
は
夜
営
等
を
な
す
に
適
す
。

神
座
風
穴
と
接
近
す
る
も
両
者
の
間
に
関
係
な
き
別

種
の
洞
穴

な
り
。

メ
ガ
ネ
穴

蒲
鉾
穴
と
共
に
今
回
発
見
し
た
る
洞
穴
に
し
て
、

其

の
位
置
は
神
座
風
穴
入
口
の
東
北
約
百
五
十
間
を
隔
つ
る
下
方
に

在
り
、

実
測
の
結
果
神
座
風
穴
末
端
部
の
正
北
二
十
間
の
処
に
し

て
両
者
の
間
に
直
接
の
関
係
な
き
も
の

如
し
。

此
の
洞
穴
は
小
規
模
な
れ
ど
も
構
造
著
る
し
き
特
色
を
有
す
る

も
の
に
し
て
注
目
に
価
す
。

此
の
洞
穴
に
於
て
最
も
顕
著
な
る
は
東
北 ‒ー

西
南
の
方
向
に
約

十
五
間
を
隔
て
ゝ
相
対
立
す
る
堅
洞
の
上
端
部
小
丘
の
如
く
高
ま

り
て
火
口
の
如
き
状
を
呈
す
る
こ
と
に
し
て
、

其
の
小
丘
の

如
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く
小
高
き
は
熔
岩
堆
積
す
る
が
為
に
し
て
堅
孔
の
底
部
に
は
反
っ

て
堆
積
物
少
な
し
、

而
て
其
の
小
丘
状
の
熔
岩
は
堅
孔
内
よ
り
噴

出
し
た
る
に
非
れ
ば
他
よ
り
来
た
る
べ
き
筈
な
く
、
此
の
顕
象
は

自
本
栖
洞
穴
の
堅
穴
に
も
之
を
見
る
が
富
士
、

神
座
等
の
風
穴
に
於

け
る
堅
孔
と
趣
を
異
に
す
る
も
の
な
り
。

此
の
堅
孔
は
略
ぼ
円
形

を
な
し
東
北
の
も
の
は
口
径
十
尺
、
深
さ
二
十
七
尺
、
西
南
の
も

の
は
口
径
二
十
五
尺
、
深
さ
十
五
尺
な
り
。
西
南
孔
は
底
部
に
於

て
相
通
ず
る
横
洞
に
よ
り
連
絡
し
、

更
に
此
の
堅
孔
に
開
口
す
る

小
横
洞
あ
り
、

就
中
東
北
孔
に
著
る
し
。

大
室
洞
穴

所
在
地

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
字
神
座
八
千
五
百
三
十
六
番
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地
恩
賜
県
有
林
内
に
在
り
て
、

其
の
地
点
は
側
火
山
、

大
室
山
の

口
稍
々
困
難
な
る
こ
と
に
よ
り
従
来
入
洞
者
殆
ん
ど
絶
無
な
り
し

北
麓
な
り
。

な
り
、
た
だ
入
口
の
付
近
は
原
形
を
よ
く
保
存
し
熔
岩
鐘
乳
の
著

交
通

神
座
風
穴
よ
り
大
室
山
の
東
及
北
を
廻
り
て
富
士
風
穴

し
き
こ
と
他
の
洞
穴
に
於
て
未
だ
見
ざ
る
所
な
り
、
写
真
は
此
の

に
至
る
樵
径

(
馮 調
を
通)

に
沿
ひ
前
者
よ
り
約
六
町
、
後
者
よ
り
約

洞
内
の
天
井
よ
り
か
き
取
り
た
る
各
種
の
鐘
乳
を
示
す
、

其
の
最

十
町
を
距
つ
る
地
点
に
於
て
森
林
内
へ
凡
五
十
間
分
け
入
り
た
る

も
長
き
も
の
は
七
、
八
寸
に
達
す
る
も
の
さ
へ
あ
る
な
り
。

処
に
在
り
、

此
の
付
近
は
青
木
原
熔
岩
流
が
上
方
よ
り
流
れ
来
り

洞
入
口
の
堅
孔
は
長
径
十
二

間
、
短
径
八
間
半
の

楕
円
形
の
窪

大
室
山
を
包
み
て
東
西
に
分
れ
、

其
の
東
支
が
北
及
西
に

向
ひ
流

坎
を
な
す
、
恐
く
は
陥
落
区
域
な
る
べ
し
、
其
の
長
径
は
洞
の
方

下
す
る
処
に
し
て
、
本
洞
の
方
向
は
大
体
東
南
よ
り
西
北
に
向
ふ

向
に
向
ふ
、

而
て
此
の
陥
落
区
内
に
洞
口
に
連
続
す
る
溝
状
の
窪

此
の
洞
穴
は
従
来
世
上
に
知
ら
れ
ざ
り
し
も
の
に
し
て
、
洞
奥
ま

地
あ
り
、

謂
ふ
ま
で
も
な
く
熔
岩
溝
に
し
て

横
洞
の
天
井
陥
落
せ

で
の
探
検
は
今
回
を
以
て

嚆
矢
と
な
す
。

し
部
分
な
る
べ
し

。

プ
ラ
ン

最
も
簡
単
な
る
熔
岩
隧
道
な
り
、
其
方
向
は
北
二
十
六

此
の
熔
岩
溝
よ
り
約
一
丈
を
下
り
て
洞
底
に
初
め
て

足
を
印
す

度
西
、
平
均
傾
斜
約
十
度
、
延
長
三
百
十
三
尺
四
寸
(
五
十
二
間

る
こ
と
と
な
る

。

四
寸
)
高
さ
十
八
尺
乃
至
三
尺
五
寸
、
平
均
十
二
尺
、
幅
二
十
九

入
口
よ
り
百
三
十
二
尺
八
寸
を
進
み
た
る
所
に
於
て
天
井
に
穹

尺
乃
至
十
六
尺
、

平
均
十
七
尺
四
寸
な
り
、
故
に
入
口
の
外
は
自

窿
状
の
窪
み
あ
り
、

多
数
の
キ
ク
ガ
シ
ラ
蝙
蝠
倒
懸

す
、

而
て
此

由
に
出
入
し
得
べ
し
。
然
れ
ど
も
天
井
は
殆
ん
ど
崩
壊
し
て
洞
底

の
窪
み
は
更
に
洞
の
方
向
に
十
二
尺
の
延
長
を
有
す
る
二
階
状
の

に
岩
塊
を
堆

積
し
、
運
歩
頗
る
困
難
な
り
、

洞
底
に
は
此
の
崩
壊

支
洞
と

な
る
。

物
の
外
累
々
と
し
て
鉱
滓
状
の
小
熔
岩
塊
が
上
方
よ
り
流
れ
下
り

洞
の
奥
部
に
累
積
せ
る
鉱
滓
状
熔
岩
の
斜
面
を
下
り
て
完
全
な

た
る
状
を
呈
す
、
此
の
種
の
岩
塊
は
入
口
の
下
部
と
最
奥
部
と
に

る
原
形
の
天
井
及
洞
底
を
有
す
る
処
と
な
り
て
二

支
に
分
る
、
東

著
る
し
く
目
撃
せ
ら
る
。
洞
内
は
か
く
破
壊
せ
ら
れ
た
る
と
、
入

北
支
は
二
十
一
尺
六
寸
に
し
て
尽
く

。
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規
模測

点
番

号
距 入

入口
よ
り
の

左
右
の

幅
洞井

底迄

よの
り最
天
高

備
考

尺
尺

一
五
・
九

三
・
五

二
二
・
二

一
1〇
・
八

一
三
・
五

六
一
・
二

一 八
・
八

九
・

es〇
一
回広
と部
3 )な
とり
の
間
は
幅
二
九
尺
の
処
あ
り
洞
内
最

一
・
二

八
O

七
四
・
二

二
1二
1
1・

-
五 1

一
八
・
〇

一
〇
四
・
〇

一
九
・
五

1
・

報〇 O

「天
井
に
支
洞
あ
り
二
階
の
状
を
な
す
延
長
十
二

一
三
二
・
八

一 六
・
五

一
五
・
〇

一尺
蝙
蝠
棲
む

二
一
九
・
八

一
八
・
〇

1
0
・
〇 O

二
九
一
・
八

一
八
・
〇

1
〇 0
・
〇 O

[し れわ 洞
来 底
れ に
る ゴ
も ロ
の ゴ
尽 ロ
しき
二 た

支 る
と 熔
な 岩
る 塊

上
方
よ
り
流

東
北
支
末
端

三
〇
六
・
八

西
北
支
末
端

三
一
三
・
四
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の
県
道
の
南
五
町
の
密
林
中
に
在
り

。

プ
ラ
ン

洞
穴
入
口
へ
昇
降
す
る
竪
孔
あ
り
、
方
形
に
し
て
東
西

四
十
尺
、
深
さ
二
十
六
尺
な
り
。
此
の
堅
孔
を
降
り
孔
底
の
入
口

を
潜
り
て
左
に
下
降
し
右
折
し
、
更
に
左
に
曲
り
て
大
広
間
に
達

す
。

此
の
広
間
は
多
量
に
氷
を
蔵
し
、
昭
和
二
年
九
月
二
十
日
巡

検
の
際
の
如
き
は
洞
底
一
面
に
氷
床
を
見
た
り
。

此
の
大
広
間
の

中
央
部
に
北
へ
進
入
す
る
細
長
き
支
洞
あ
り
、
洞
底
平
坦
な
り
。

延
長
五
間
に
し
て
再
び
奥
の
広
間
に
出
づ
、

是
れ
最
奥
部
な
れ
ど

も
氷
は
反
っ
て
中
央
の
大
広
間
よ
り
少
な
し
。

此
の
奥
の
広
間
の

鳴
沢

氷
穴

右
上
部
に
て
梯
子
を
登
る
と
き
は
完
全
な
る
横
洞
あ
り
、

約
八
間

所
在
地

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
字
軽
水
第
八
千
五
百
三
十
三

上
り
て
二

支
と
な
り
、
下
る
こ
と
二
間
余
に
し
て
、
中
央
大
広
間

番
地
恩
賜
県
有
財
産
山
内
に
在
り
て

青
木
原
熔
岩
流
の
域
内
に
属

の
前
面
に
出
づ
、
此
の
横
洞
は
大
広
間
の
上
方
に
あ
り
相
合
し
て

す。
環
状
を
な
す

も
の

な
り

交
通

鳴
沢
村
よ
り
青
木
原
を
斜
め
に
横
切
り
て
大
正
道

総
延
長
(
入
口
よ
り
)

二
十
九
間
一
尺

精
進
湖
を
連

絡
す
る
県
道
、 )
に
会
す
る
県
道
あ
り
、

此
の
通
路
に
よ
り
て
吉
田
船

高
さ

三
尺
五
寸
よ
り
九
尺

津
よ
り
精
進
ま
で
自
動
車
を
通
ず
る
こ
と
と
な
り
丘
麓
の
交
通
に

幅
b
r
o
w

五
尺
乃
至
三
十
七
尺

新
紀
元
を
画
す
る
に
至
れ
り
、
然
れ
ど
も
開
通
は
大
正
十
四
年
の

洞
内
気
温

中
央
広
間
華
氏
三
十
八
度
、

洞
奥
広
間
四
十
四

こ
と
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
陸
地
測
量
部
の
地
図
に
も
無
く
人
多
く

度
(
昭
和
二
年
九
月
二
十
日
測
)

之
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
所
在
地
は
鳴
沢
村
の
西
約
二
十
五
町
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(8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (
1
)

尺 さ

尺

()

6 処此(5) (3)
間にのは (4)
にて広洞 備
多のの

な(2)測
りの る
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規
模

り
の

測
点

高
幅

E R

考
距
離

尺
間

四
・
○

六
・
〇

一
【斜 1

し は
、 竪堅
広 れ 孔
をる狭
不 下
定 り
ての
孔 横
洞 洞洞 綱
に に
し 入
て る
に 口1
もを
と越
ゆ
る よ
大 り
2 )広 1

間 ま
でに
出 は
曲づ
折
し
、
傾

六
・
五

一
二
1
1・
〇 O

七
・
五

九
・
〇

三
二
・
〇

一 1三
1

1・
二
1

一

3袤

はに

大影

広響

間す

の
中
に
あ
り
、
洞
内
結
氷
最
も
多
く
其
の
消
長
は
洞
内
の
広

)
五
・
〇

一八
・
二

3 )
の
間
は
平
坦
な
る
横
洞

(一
日
は
洞
奥
の
広
間
内
に
あ
り
、
1 0
よ
り
の
距
離
は
洞シ
ネ 末
の
岩
壁
に
て
測
る

5
五
・
〇

三
七
・
〇

二

|
|

二

|
|

・
三

|
|

|

のに
広て
間此

の

南横

壁洞
のに
下
通 端
ず

にる

入洞
『

口穴

はあ

横り
、 洞
は即

開ち

口横
す洞

、は
二 更
に階

上を

部な
す に
2 )な
のり

に
ら

広
間
に
は
多

量
の

氷
あ
り)

三
・
五

五
・
〇

( )
は
二
階
の
口
元
に
在
り
、 0 2

1
9
間
、
二
階
の
延
長
十
間
な
り

⑥
よ
り
の
距

三
・
五

六
・
一

( 6一離
十
六
尺

( 8 )
六
・
〇

六
・
〇

二
一尺
二 四
寸 十

一
1 [日 洞14)
の 穴
処 は
二に
開 つ
に口
す 分
れ
、
一
は
十
四
尺
四
寸
、
一
は
十
九
尺
八
寸
に
し
て

1
3
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鳴
澤

蝙
蝠

穴

位
置
と
交
通

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
字
チ
ラ
コ
ン
ノ
第
八
千

五
百
三
十
二
番
地
、

鳴
沢
部
落
の
西
約
八
町
、

県
道
吉
田
精
進
線

の
南
約
三
町
九
尾
(
青
木
原
熔
岩
流
)
の
中
に
在
り
。

規
模
と
プ
ラ
ン

入
ロ
は
蒲
鉾
形
に
し
て
幅
二
十
九

尺、
底
面
平

坦
、
奥
行
百
二
十
三
尺

(
二
十
間
半
)

洞
の
方
向
は
西
南 ‒―

東

北
、
奥
部
は
天
井
の
落
下
物
堆
積
の

為
、

両
側
稍
々
狭
め
ら
れ
る

が
如
く
感
ぜ
う
る
と

も
、
大
体
入
口
と
余
り
変
ら
ず
、

洞
外
に
天

井
陥
落
部
あ
り
其
の
先
は
再
び
洞
穴
と
な
り
て
二
、
三
十
間
に
亘

る
、

天
井
は
概
し
て
薄
く
、

処
に
よ
り
て
は
洞
内
の
声
を
地
表
に

於
て
聞
き
と
り

得
。

キ
ク
ガ
シ
ラ

種
の
蝙
蝠
棲
息
し
、

洞
底
に

蝙
蝠
糞
堆
積
す
、

西

湖
の

蝙黒
蝠

か穴
に
比
す
れ
ば
凡
て
小
規
模
な
れ
ど
も
交
通
の
便
利
な

る
に
よ
り
立
ち
寄
り
見
学
す
る

も
の
勘
か
ら
ず
。

熔
岩
隧
道
の
成
因

旧
来
の

成
因
説
に
対
す
る

反
論

熔
岩
隧
道
の
成
因
に
関
し
吾
人
が
有
し
た
る
知
識
は
一
般
に
頗

る
簡
単
な
る
も
の
な
り
き
、

横
山
(
又
治
郎
)

理
学
博
士
『
熔
岩

の
流
れ
方
は
溶
融
玻
璃
と
同
じ
で
、

其
の
速
力
は
そ
の
濃
薄
、

地
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面
の
勾
配
の
緩

急
、

後
か
ら

押
し
出
す
分
量
の
多
寡
に
依
る
。
し

此
の
部
分
の
地
表
付
近
に
於
て
も
特
に
熔
岩
堆
積
し
て
脱
出
し

て
岩
面
に
は
勿
論
そ
の

下
、

並
両
側
面
に
は
速
に
固
皮
を
生
ず
る

た
り
と
思
は
る
ゝ
何
等
の
物
質
を
有
せ
ず
、

反
っ
て
試
験
管
製

か
ら
、
さ
う
な
れ
ば
内
部
の
も
の
の
み
流
れ
て
跡
に
固
結
熔
岩
の

造
の
場
合
の
如
く
空
洞
の
成
生
は
少
く
と
も
熔
岩
の
冷
却
に
寧

空
道
が
残
る
こ
と
に
な
る
、
之
を
熔
岩
隧
道
と
称
へ
て
富
士
山
麓

ろ
先
立
ち
て
出
来
た
る
も
の

如
し
。

の
人
穴
、

風
穴
等
称
へ
る
も
の
は
即
ち
是
で
あ
る
。
』
地大
質正
学九
概年
要版

二
、
隧
道
の
側
壁
に
は
上
部
よ
り
底
面
に
熔
岩
が
滴
下
若
く
は
垂

六
ニ
と
い
は
る
」
其
の
外
本
邦
の
地
質
学
者
の
書
れ
た
る
書
物
、

れ
下
り
た
る
形
跡
は
往
々
之
を
認
む
る
も
隧
道
の
方
向
に
上
端

例
へ
ば
高
橋
(
純
一
)

博
士
の
地
文
学
集
成
、

故
佐
藤
教
授
の
岩

の
方
よ
り
下
端
に
流
れ
た
る
痕
の
如
き
も
の
は
絶
対
に
之
を
認

石
地
質
学
提
要
、

森
下
正
信
氏
の
地
質
学
通
論
等
何
れ
も
大
同
小

め
ず
、

但
し
洞
底
に
は
往
々
波
形
の
紋
様
あ
り
、
波
頭
は
下
端

異
の
説
に
し
て
、

余
輩
も
勿
論
同
様
の
考
を
有
し
た
り
き
。
恐
く

に
向
ふ
を
常
と
し
、
其
の
流
れ
下
り
た
る
状
を
明
か
に
示
す
も

ra
は
是
れ
欧
羅
巴
伝
来
の
説
に
し
て
一
般
の

与
論
な
り
し
な
ら
ん
。

の
あ
り
、

是
れ
は a g gJ

r
博
士
に
依
れ
ば
縄
状
熔
岩
の
特
色
な

J
然
れ
ど
も
此
の
説
を
胸
中
に
蔵
し
、
富
士
地
方
の
熔
岩
隧
道
に
臨

り
、
但
し
其
の
流
れ
は
僅
か
に
数
尺
に
過
ぎ
ず
、
直
ち
に
冷
固

ま
ん
か
決
し
て
か
い
る
簡
単
な
る
説
明
に
よ
り
て
理
解
し
能
は
ざ

し
た
る
も
の
に
し
て
洞
奥
の
末
端
ま
で
も
水
の
流
れ
の
如
く
続

る
も
の
あ
る
な
り
。
左
に
其
の
要
点
を
挙
げ
ん
。

き
た
る
も
の
に
非
ず
。

一、
熔
岩
隧
道
の
末
端
を
調
査
す
る
に
洞
内
に
於
て
も
亦
洞
外
の

三
、
熔
岩
隧
道
の
洞
底
は
概
し
て
末
端
に
向
ひ
て
下
向
す
と

雖

地
表
に
於
い
て
も
熔
岩
の
抜
け
出
で
た
る
形
跡
は
毫
も
之
を
認

も
、

部
分
的
に
は
傾
斜
無
き
区
域
も
あ
り
、
場
合
に
よ
り
て
は

む
る
能
は
ず
、

隧
道
内
の
末
端
は
一
般
に
狭
小
と
な
り
、
天
井

斜
め
に
上
向
と
な
る
4
区
域
も
あ
り
、
甚
だ
し
き
は
垂
直
に
上

両
側
及
洞
底
何
れ
の
部
分
も
同
様
緻
密
堅
固
の
等
質
の
閉

管
と

方
へ
向
く
洞
管
さ
へ
あ
る
な
り
。

な
り
恰
も
試
験
管
の
底
の
如
き
状
態
に
終
る
を
常
と
し
、

洞
内

本
栖
風
穴
及
眼
鏡
穴
神近
座に
風在
穴り
付
の
縦
穴
の
如
き
其
の
著
し

の
熔
岩
が
此
処
よ
り
脱
出
し
た
る
が
如
き
何
等
の
形
跡
な
く
、

き
も
の
な
り
、

是
等
は
単
に
重
力
関
係
の
み
に
て
は
説

明
不
可
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能
な
り

。
裂
隙
を
目
撃
す
る
こ
と
あ
る
べ
し
、
此
の
裂
隙
は
多
く
熔
岩
冷
固

四
、

熔
岩
隧
道
は
普
通
数
十
尺
乃
至
数
百
尺
の
延
長
を
有
す
る
大

後
其
の
表
面
部
に
生
じ
た
る
も
の
な
ら
ん
。
同
様
に
冷
固
未
だ
完

1

規
模
の

洞
穴
を
指
す
も
の
な
る
が
、

熔
岩
地
帯
の

切
り
割

地
、

か
ら
ざ
る
際
に
其
の
下
層
部
に
於
い
て
も
裂
罅
は
生
じ
得
べ
し

。

例
へ
ば
精
進
赤
池
よ
り
本
栖
に
向
ふ
新
開
の

路
傍
等
に
於
て
は

こ
の
下
層
部
に
於
て
熔
岩
冷
固
不
充
分
の
際
に
表
層
部
は
既
に
冷

僅
か
数
尺
の
一
岩
塊
中
に
熔
岩
隧
道
と
異
な
る
こ
と
な
き
小
洞

固
を
了
し
た
る
折
に
其
の
下
層
部
に
何
か
の
原
因
に
よ
り
て
生
じ

穴
を
認
む
る
こ
と
あ
り
、

是
等
の
標
本
的
小
隧
道
の
中
に
は
先

た
る
裂
罅
こ
そ
熔
岩
隧
道
の
本
源
な
ら
ん
か
、

而
て
此
の
裂
け
は

端
閉
鎖
し
一
項
に
示
せ
る
事
項
を
頗
る
明
瞭
に
示
せ
る
も
の
あ

冷
却
の
進
む
に
つ
れ
て
空
隙
を
拡
大
し
、

其
の
天
井
部
よ
り
は
両

り
、

即
ち
洞
穴
の
末
端
よ
り
熔
岩
が
脱
出
せ
り
と
思
惟
す
る
何

側
を
伝
は
り
或
は
直
接
に
滴
下
し
て
洞
底
に
潴
留
し
、

為
に
天
井

等
の
形
跡
無
し
。

は
穹
状
或
は
蒲
鉾
状
を
呈
す
る
に
反
し
洞
底
は
平
坦
と
な
り
、
天

五
、

熔
岩
流
の
表
面
冷
固
せ
る
に
も
関
ら
ず
其
の
下
部
が
尚
ほ
溶

井
に
は
鐘
乳
懸
垂
し
、
洞
底
に
は
石
筍
を
生
ず
る
を
常
と
す
。
此

解
状
態
に
在
る
為
に
其
の
下
部
の
熔
岩
が
流
れ
出
で

隧
道
を

の
場
合
に
あ
り
て
熔
岩
中
に
含
有
せ
ら
れ
た
る
瓦
斯
体
は
此
の
空

形
成
す
る
に
至
り
た
り
と

せ
ば
何
故
に
下
層
全
部
脱
出
せ
ず
し

隙
中
に
充
満
す
べ
く
、
其
の
強
烈
な
る
場
合
に
は
火
山
の
火
口
に

て
隧
道
式
に
局
部
的
に
脱
出
が
限
ら

れ
し
や
、

隧
道
の
両
側
が

於
け
る
破
裂
と
同
様
現
象
を
呈
し
、

甚
だ
し
き
に
於
て
は
同
時
に

何
故
に
隧
道
の
部
分
に
先
だ
ち
て
冷
固
成
形
せ
し
や
説
明
に
苦

下
部
の
熔
岩
さ
へ
噴
出
す
る
こ
と
も
あ
り
得
べ
き
こ
と
な
り
。
想

し
む
所
な
り
。

ふ
に
隧
道
は
此
の
裂
隙
の
跡
に
し
て
本
栖
風
穴
神
座
風
穴
等
に
於

上
記
の
理
由
に
よ
り
て

隧
道
の
成
因
に
関
す
る
熔
岩
脱
出
説
は

け
る
隧
道
の
洞
管
は
噴
気
の
跡
な
ら
ん
か
、

即
ち
是
等
の
竪
の
洞

w
e
t o

少
な
く
と
も
富
士
山
地
方
に
は
充
て
は
ま
ら
ざ
る
な
り

。
管
こ
そ l oB
o l
h

若
く
は o r m iH

と
称
せ
ら
る
ゝ
も
の
な
ら

H
熔
岩
隧
道
の
成
因
に
関
す
る
筆
者
の
管
見

ん
か

。

熔
岩
原
を
跋
渉
す
る
と
き
は
往
々
氷
河
の
ク
ラ
ヴ
ァ
ツ
の
如
き

精
進
口
登
山
道
一
合
目
、

天
神
峠
の
上
方
四
、

五
町
の
道
側
に
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氷
穴
と
称
す
る
竪
穴
あ
り
、

是
よ
り
上
方
十
数
町
の

間
に
約
二
十

る
も
の
に
し
て
、
所
謂 l o wB
o l e
h
o re r n i t oh

と
称
す
べ
し
、
即

h
個
の
竪
孔
が
一
直
線
上
に
連
な
る
、

此
の
堅
孔
は
或
は
擂
鉢
の
如

ち
本
栖
風
穴
及
眼
鏡
穴
と
同
一
の
も
の
と
考
へ
ら
る
。

余
は
之
を

く
、

或
は
円

筒
の
如
く
形
状
も
大
小
も
種
々
相
違
な
り
、

相
互
の

噴
気
孔
と
呼
ば
ん
と
欲
す
。

距
離
は
相
接
し
て
中
央
に
立
つ
と
き
は
両
方
を
見
得
る
が
如
き
も

前
期
の
隧
道
の
場
合
も
、
亦
噴
気
孔
列
の
場
合
も
熔
岩
原
中
に

の
あ
り
、

或
は
数
十
間
を
距
つ
る
も
の

も
あ
る
な
り
。

生
じ
た
る
裂
隙
が
根
原
と
な
る
も
の
と
考
へ
ら
る
。

此
の
種
堅
孔
列
は
臼
山
の
東
側
よ
り
弓
射
塚
の
西
南
側
氷
池
に

神
座
風
穴
、
西
湖
蝙
蝠
穴
等
の
上
端
は
顕
著
な
る
裂
隙
に
接
続

連
な
る
も
の
も
あ
り
其
の
数
九
個
あ
り
、

而
て
氷
池
は
二

個
相
竝

す
る
こ
と
は
亦
以
て
余
の
裂
隙
説
を
強
う
す
る
も
の
な
り
。

び
其
北
端
の
も
の
は
直
径
百
三
十
米
、

深
さ
六
十

米
、
其
の
南
接

ハ
ワ
イ
に
は h u r r s t o nT

h
'u b e

t

e
同 延
長地
最 二
長 四
の 九
も 間
、の
を
始
め
と
し
、

T
t

の
も
の
は
直
径
百
五
十
米
、

深
さ
八
十
五
米
に
及
び
朝
顔
形
に
し

我
が
熔
岩
隧
道
と
類
を
同
う
す
る
も
の
あ
り
、

然
れ
ど
も
其
の
上

t
て
宛
と
し
て
噴
火
口
の
如
し
。

端
がP i

と
称
す
る
熔
岩
火
口
に
接
続
し
、
其
の
充
満
す
る
や
此
yl

此
の
二
孔
列
は
青
木
原
熔
岩
流
の
上
方
部
に
属
す
る
も
の
に
し

の
隧
道
内
を
熔
岩
が
流
れ
出
づ
る
も
の
な
り
と
い
ふ
。 n t hM

o
M

て
、

想
ふ
に
是
等
の
竪
孔
は

何
れ
も
下
部
に
於
て
は
横
洞
を
以
て

B
u
l
l
e
t
i
n
o
f
H
a
w
a
i
i
a
n

V
o
l
.
O
b
s
.

v
o
l
.
V
I
I
I
.
M
a
r
e
n
,

1
9
2
0
.

相
通
じ
、

其
共
通
の

横
洞
の
空
隙
は
極
め
て
不
完
全
な
る
を
以

か
い
る
現
象
は
我
国
に
は
見
る
能
は
ざ
る
も
、
裂
罅
に
隧
道
を

て
、

主
と
し
て

瓦
斯
を
上
方
に
噴
起
し
た
る
も
の
に
し
て
、
此
の

生
じ
又
は
裂
線
上
に
竪
洞
を
併
列
せ
し
む
る
等
は
彼
我
相
同
じ
と

際
横
洞
の
空

隙
が
完
全
な
り
な
ら
ん
に
は
隧
道
と
し
て
発
育
し
た

考
へ
ら
る
。

り
し
も
の
な
ら
ん

。
ハ
ワ
イ
に
於
け
る
堅
洞
の
状
況
及
隧
道
の
成
因
等
に
関
し
同
地

大
正
三
年
桜
島
噴
火
の
際
、

西
方
熔
岩
原
中
に
一
線
上
に
列
な

の
火
山
観
測
所
長
ジ
ャ
ツ
ガ
ー
博
士
に
問
ひ
合
せ
た
る
に
、

博
士

る
数
個
の
小
火
口

様
の
も
の
生
じ
た
り
、
前
記
の
竪
穴
は
即
ち
是

は
左
の
如
く

回
示
せ
ら
れ
た
り

。

と
類
を
同
う
す
る
も
の
に
し
て
、

熔
岩
流
中
の
列
隙
上
に
噴
出
せ

I
h
a
v
e

s
e
e
n

t
h
o
s
e

u
p
r
i
g
h
t

t
u
b
e
s

a
l
o
n
g

t
h
e

r
i
f
t
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z
o
n
e
s
o
n

b
o
t
h

s
i
d
e
s
o
f

K
i
l
a
u
e
a

a
n
d
M
a
u
n
a

L
o
a
,
a
n
d

が
冷
却
と
共
に
拡
大
し
た
る
こ
と
前
述
の
ご
と
か
ら
ん
と
考
へ
ら

a
l
s
o

i
n

C
o
n
n
e
c
t
i
o
n

w
i
t
h

t
h
e

l
o
c
a
l
f
l
o
w
s

w
h
i
c
h

w
e
l
l

る
。

但
し
洞
底
に
波
状
の
流
れ
た
る
形
跡
を
残
す
を
見
れ
ば
幾
分

自
u
p

b
o
r
d
e
r
c
r
a
e
k
s
a
r
o
u
n
d

t
h
e
e
d
g
e

o
f
H
a
l
o
m
a
u
m
a
u
,

裂
隙
内
の
熔
融
体
を
流
下
し
た
ら
ん
も
、

是
は
隧
道
を
造
り
出
す

t
h
e
l
a
v
a

p
i
t
o
f
K
i
l
a
u
e
a
,
w
h
e
n

i
t
i
s
f
u
l
l
o
f
a
c
t
i
v
e
l
a
v
a

程
の
動
因
と
な
り
た
る
ほ
ど
の
大
仕
掛
の
も
の
に
非
ざ
る
な
り
。

u
p

t
o
t
h
e

t
o
p
.

溶
岩
樹
型
の
類
別

凡
て
天
然
物
は
確
然
た
る
分
類
を
な
す
こ
と

又
曰
く

は
困
難
な
る
も
の
に
し
て

樹
型
も
亦
然
り
、

而
て
強
て
之
を
類
別

T
h
e
y
(
C
a
v
e
r
n
s

w
i
t
h

v
o
r
t
i
c
a
l
o
p
e
n
i
n
g
s
)
a
r
e

f
o
r
m
e
d

せ
ん
と

欲
す
る
も
能
は
ざ
る
場
合
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。

然
れ
ど

o
f
a

e
r
a
c
k

w
h
e
r
e

i
t
c
a
n

e
s
c
a
p
e
,
s
o

t
h
a
t
a

w
e
l
l
,
o
r

も
叙
述
又
は
研
究
の
便
宜
上
広
く
考
察
し
て

後
、
大
略
之
を
類
別

p
a
r
t
i
a
l

p
i
t
,
i
s
f
o
r
m
e
d
b
y

s
l
o
p
i
n
g
a
n
d

m
e
l
t
i
n
g
w
h
e
n

す
る
は
科
学
的
研
究
上
の
一
肝
要
手
段
た
り
、

此
の

意
味
に
於
て

t
h
e
f
l
o
w
i
n
g

l
a
v
a
f
o
r
m
s
a

g
l
a
z
e
d

s
h
e
l
l
a
r
o
u
n
d

i
t
s
e
l
f
,

先
づ
左
に
其
の
分
類
を
試
み
ん
と
欲
す
。

l
i
k
e
a

s
n
a
k
e

t
r
a
v
e
l
l
i
n
g

u
p
w
a
r
d

i
n
a

c
r
a
c
k
.
T
h
e
n

〔
第
一

種
〕
井
形
樹
型

古
井
戸
の
如
き
状
態
を
な
す
縦
穴
に

a
f
t
e
r
w
a
r
d
s
w
h
e
n

t
h
e

c
r
u
p
t
i
o
n

e
n
d
s
,
t
h
e

l
a
v
a

s
i
n
k
s

し
て
最
も
普
通
な
る
も
の
な
り
、
其
の
口
径
は
最
大
五
、
六

b
a
c
k
d
o
w
n

t
h
e

h
o
l
e
s
,
a
n
d

l
e
a
v
e
s
a

t
u
b
e
,
j
u
s
t
a
s

i
n

尺
に
達
す
る
も
の
あ
れ
ど
も
、
多
く
は
其
の
以
下
に
し
て
小

t
h
e
c
a
s
e
o
f
t
h
e

t
u
b
e
s
m
a
d
e
b
y

s
u
r
f
a
c
e

f
l
o
w
s
.

は
数
寸
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
あ
り
、
其
の
底
部
は
概
し
て
太
く

是
に
よ
り
て
之
を
見
る
に
、

ハ
ワ
イ
に
於
け
る
も
の
は
先
づ

裂
直
径
又
は
大
に
し
て
熔
岩
下
の
礫
中
に
達
す
る
も
の
あ
り
、

ke隙 r aC
が
出
来
熔
岩
火
口
に
充
満
せ
る
熔
岩
が
此
の
裂
隙
を
通

而
て
多
く
は
不
規
則
に
拡
が
り
、

根
帯
部
た
り
し
こ
と
を
想

じ
て
流
れ
出
で
、
堅
洞
又
は
横
洞
を
生
じ
た
る
も
の

如
き
も
、

は
し
む
、
此
の

種
の
樹
型
の
深
さ
は
割
合
に
小
さ
く
二
十
四

我
国
の
場
合
に
は
後
残
の
熔
岩
火
口
よ
り
流
出
と
い
ふ
こ
と
は
無

尺
に
達
す
る
も
の
を
最
大
と
し
て
多
く
は
二
十
尺
以
下
な

き
こ
と
に
し
て
、
熔
岩
流
の
冷
却
す
る
場
合
に
裂
隙
を
生
じ
、
是

り
、

故
大
森
博
士
に
よ
れ
ば
ハ
ワ
イ
に
於
け
る
此
の

種
の
太
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さ
(
口
径
)
に
最
小
ヤ 十
二
セ
ン
チ

(
三
寸
九
分
余
)
よ
り
最

り
し
が
故
な
る
べ
し
、
然
れ
ど
も
直
立
の
低
幾
分
腐
朽
せ
る

大
一
・
八
米
(
五
尺
九
寸

余)
に
し
て
彼
我
相
同
じ
、

而
て

樹
木
あ
る
点
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
前
記
の
如
き
樹
型
と
し
て
積

深
さ
は
五
米

(
十
六
尺
五
寸
)
位
を
最
大
と
し
て
多
く
は
其

極
的
証
明
と
な
る
遺
物
も
あ
り
得
べ
き
理
由
な
る
を
以
て
各

の
以
下
な
る
如
し
、

而
て
我
に
於
て
も
亦
此
の
位
の
も
の
最

地
に
於
て
調
査
中
僅
か
に
一
個
所
神
座
風
穴
付
近
の
非
形
樹

も
多
き
も
、
前
記
の
如
く
二
十
尺
内
外
の
も
の
珍
ら
し
か
ら

型
の
側
壁
に
木
理
の
跡
を
付
着
せ
る
も
の
を
発
見
せ
り
。

此

ず
、

三
十
四
尺
の
も
の
さ
へ
之
を
見
た
り
。

の
樹
型
は
此
の
理
由
に
よ
り
大
に
珍
重
す
べ
き
も
の
な
り
。

之
を
要
す
る
に
、

此
の
種
の
樹
型
の
深
さ
即
ち
長
さ
は
概

〔
第
二
種
〕
不
動
岩
式
樹
型

古
井
戸
の
井
側
の
一
部
が
地
上

し
て
傾
斜
せ
る
も
の
又
は
横
臥
せ
る
も
の
に
比
し
て
口
径
の

高
く
立
て
る
が
如
き
形
状
を
呈
し
比
較
す
べ
き
物
無
く
、

吉

割
合
上
よ
り
見
て
短
か
き
感
あ
り
、
樹
幹
た
り
し
時
代
に
は

田
胎
内
第
五
十
六
号
は
其
の
代
表
的
な
も
の
に
し
て
、
不
動

勿
論
一
層
長
大
な
り
し
に
相
違
な
き
も
、

其
の
か
く
太
く
短

岩
の
名
あ
る
を
以
て
仮
に
不
動
岩
式
と
呼
ぶ
、
船
津
胎
内
第

サ
ガ

き
は
直
立
樹
型
と
し
て
は
或
る
長
さ
以
上
の
成
生
を
許
さ
ざ

十
七
号
(
写
真
参
照
)
其
の
他
本
栖
下
り
山
樹
型
(
写
真
参

る
事
情
あ
り
し
こ
と
を
推
す
る
に
足
る
。

照
)
等
之
に
属
す
、
想
ふ
に
熔
岩
流
下
の
際
樹
幹
に
支
へ
ら

此
の
種
の

樹
型
中
に

は
、
上
部
は
二
本
な
る
も
根
部
に
於

れ
て
少
し
く
高
く
堆
積
し
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

て
相
通
ず
る
も
の
あ
り
、

鳴
沢
樹
型
区
第
九
号
の

如
き
即
ち

[第
三

種
〕
棍
棒
山
式
樹
型

吉
田
雁
穴
樹
型
区
根
棒
山
(
写

是
な
り
。

真
参
照
)

は
其
の

唯
一
の

実
例
な
り
。

此
の
根
棒
山
は
熔
岩

此
の
直
立
樹
型
中
に
は
木
理
の
型
を
残
せ
る
も
の
、

若
く

堆
積
し
て

擂
鉢
を
伏
せ
た
形
状
を
な
し
頂
上
に
開
口
す
る
縦

は
楼
閣
状
を
呈
せ
る
も
の
を
抱
有
す
る
こ
と

横
臥
樹
型
の
例

孔
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
平
林
氏
は
之
を
乳
房
山
と
な

に
し
て
殆
ん
ど
絶
無
と
い
ふ
可
な
り
、
是
れ
か

ゝ
る
も
の
は

し
、

筆
者
も
亦
類
似
の
考
を
似
て
ホ
ル
ニ
ト
ー
の
類
な
ら
ん

腐
朽
木
幹
に
生
ず
る
も
の
に
し
て
直
立
樹
型
は
多
く
生
木
な

と
思
ひ
し
も
、
広
く
樹
型
を
調
査
す
る
に
及
び
不
動
岩
式
樹
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型
の
完
全
に
周
壁
を
存
す
る
も
の
と
断
定
す
る
に
至
れ
り

同
様
、
其
の
一
端
は
他
端
よ
り
太
く
且
つ
其
の
末
端
部
は
不

下 詳
に 細
述 は
ぶ 其
章
前
記
二

種
は
大

森
博
士
の
所
謂
ハ
ワ
イ
の
石
柱

則
に
膨
大
し
て
其
根
帯
部
た
り
し
こ
と
を
証
す
る
を
常
と

状
樹
型
と
同
巧
異
曲
の
も
の
と
考
へ
ら
る
。

雁
の
穴
根
棒
山

す
、

而
て
口
径
は
縦
は
横
よ
り
小
な
る
を
普
通
と
す
、

是
一

は
成
因
の
如
何
に
論
な
く
、

他
に
未
だ
例
を
見
ざ
る
珍
奇
な

般
に
天
井
よ
り
落
下
し
た
る
熔
岩
が
底
部
に
堆
積
す
る
か
、

る
天
然
記
念
物
な
り
。

或
は
土
砂
が
底
部
に
は
得
て
堆
積
し
易
き
を
以
て
な
り
。

[
第
四
種
〕

横
臥
樹
型

樹
幹
が
熔
岩
流
の
為
に
倒
さ

れ
、

若
し

丙
丁
種
等
の
中
に
は
木
理
を
研
究
し
て
樹
種
を
定
め
得
べ

く
は
熔
岩
流
下
以
前
に
倒
れ
た
る
も
の
を
熔
岩
が
包
み
て
残

き
見
込
み
の
も
の
あ
り
、
又
炭
粉
を
木
理
の
間
隙
に
残
し
指

し
た
る
型
に
し
て
、

更
に
四
種
類
に
分
つ
べ
し
。

頭
を
以
て
撫
づ
る
と
き
は
付
着
す
る
も
の
さ
へ
あ
り
。
本
種

〔
甲
〕

単
独
な
る
も
の

樹
型
は
第
一
種
井
形
樹
型
と
異
な
り
て

長
さ
頗
る
大
な
る
も

[乙
〕
大
小
複
雑
交
叉
し
て
樹
型
群
を
な
す
も
の
、
此
の

の
あ
り
、
六
十
尺
以
上
の
延
長
を
有
す
る
も
の
も
勘
な
か
ら

中
に
は
第
一
種
に
属
す
る
も
の
及
第
五
種
に
属
す
る
も

ず
、

稀
に
船
津
胎
内
第
十
六
号
穴
の
如
く
百
尺
を
超
ゆ
る
も

の
等
と
混
在
す
る
も
の
あ
り
。

の
さ
へ
あ
る
な
り
。

是
れ
其
の
特
色
の
一
に
し
て
、
船
津
胎

[
丙
〕

側
壁
に
木
理
の
型
を
抑
す
る
空

洞
。

内
本
穴
は
第
四
種
乙
の
代
表
的
の
も
の
に
し
て
、
父
の
胎
内

〔 [丁
〕
洞
心
に
楼
閣
状
の
樹
型
2 (
船て
所 津
村謂
付胎
近内
に石
)
を
蔵
す

と
称
す
る
樹
型
は
一
本
に
し
て
五
十
八
尺
に
達
す
、
母
の
胎

る
も
の

内
は
延
長
七
十
四
尺
に
達
す
る
が
二

本
相
接
着
す
る
も
の
ゝ

前
記
丙
種
は
樹
幹
の
表
層
部
腐
朽
し
た
る
も
の
、

丁
種
は

如
し
。
吉
田
胎
内
本
穴
は
横
臥
、
井
形
両
種
を
併
せ
た
る
も

心
部
ま
で
腐
し
て
楼
閣
状
を
呈
し
た
る
も
の
が
熔
岩
に
包
ま

の
な
り
、
天
井
に
熔
岩
鐘
乳
石
洞派

は 底
に
石
筍
を
有
す
る
は
此

れ
て
出
来
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
其
の
最
も
標
式
的
の
も
の

の
第
四
種
の

樹
型
に
限
る
。

は
中
野
村
山
中
に
在
り
、
(
図
版
参
照
)
本
種
は
第
一
種
と

[
第
五
種
〕

傾
斜
樹
型

井
形
及
横
臥
の
中
間
に
属
す
る
斜
洞
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に
し
て
凡
て
の
点
に
於
て
其
の
中
間
の
性
質
を
帯
ぶ
、

但
し

神
座
樹
型
は
大
室
山
と

神
座
山
と
の

間
を
青
木
原
丸
尾
が
流
れ
下

両
者
に
比
し
て
其
の
数
勘

な
し
。

り
神
座
山
側
に
接
す
る
処
に
成
生
し
た
る
も
の
な
り
、
又
雁
の
穴

以
上
五
種
類
の
樹
型
は
、

或
は
単
獨
に
、

或
は
相
混
じ
て
樹
型

丸
尾
は
一
般
に
極
め
て
浅
く
、

且
つ
小
さ
き
熔
岩
流
な
る
を
以
て

群
を
な
し
て

存
在
す
。

樹
木
さ
へ
存
在
し
た
ら
ん
に
は
何
処
に
て
も
樹
型
は
成
生
し
得
る

樹
型
と
熔
岩
流
と
の
関
係

広
く
は
樹
型
を
通
観
す
る

に
、

其
の

も
の
な
り
。

存
在
は
殆
ど
丸
尾
と
称
す
る
新
期
熔
岩
流
に
限
れ
る
も
の
」
如

古
き
熔
岩
中
に
稀
有
の
猿
橋
熔
岩
流
の
樹
型
も
亦
禾
生
村
に
於

く
、
古
き
熔
岩
流
中
に
は
彼
の
猿
橋
熔
岩
流
中
に
僅
か
に
一
個
を

て
其
の
崖
端
に
露
は
る
と
な
り
。

見
た
る
に
過
ぎ
ず
、

古
き
熔
岩
流
の

中
に
も
曾
て
成
生
し
存
在
せ

熔
岩
流
大
局
の

方
向
と

横
臥
及
傾
斜
樹
型
の

方
向
と
の
間
に
は

ざ
る
理
由
は
無
か
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
る

」
が
、
其
稀
有
な
る

明
確
な
る
関
係
を
認
め
ず
。
想
ふ
に
熔
岩
流
は
大
体
に
於
て
は
流

恐
く
は
長
日
月
の
間
に
崩
壊
滅
亡
せ
し
も
の
と
さ
せ
ら
る
。

新
期

向
は
一
定
せ
る
に
相
違
な
き
も
、

西
湖
の
西
岸
青
木
原
丸
尾
の
裸

熔
岩
流
の
少
な
き
南
側
に
樹
型
勘
な
く
、
北
麓
に
多
き
も
亦
是
に

出
せ
る
熔
岩
原
等
に
於
て
其
の
詳
細
な
る
流
状
を
察
知
し
得
る
が

基
づ
く
も
の
な
ら
ん
。

如
く
縦
横
無
尽
に
転
向
し
、
し
か
も
大
局
に
於
て
低
き
に
つ
く
に

熔
岩
の
流
域
中
に
於
て
樹
型
の
存
す
る
は
其
の
末
端
、

若
く
は

過
ぎ
ず
、
決
し
て
水
流
の
如
く
整
然
と
し
て
流
下
す
る
に
非
ず
、

縁
辺
又
は
熔
岩
の
大
に
浅
き
部
分
に
限
る
、
是
れ
熔
岩
流
の
中
央

而
て
樹
幹
の
倒
る
」
は
、
も
と
よ
り
熔
岩
流
の
為
な
る
も
、
其
局

部
の
如
き
厚
き
部
分
に
あ
り
て
は
、
樹
幹
の
如
き
深
く
熔
岩
下
に

部
的
流
向
に
司
配
せ
ら
る
と
も
の
な
る
を
以
て
横
臥
又
は
傾
斜
の

埋
没
し
、
大
熱
の
為
に
焼
尽
さ
る

故
に
成
生
し
得
ざ
る
べ
く

、
方
向
は
必
ず
し
も
熔
岩
流
大
局
の
方
向
と
は
一
致
せ
ざ
る
な
り
。

も
し
成
生
し
て
存
在
す
と
雖
も
之
を
発
見
し
得
ざ
る
が
故
な
り
。

然
れ
ど
も
船
津
及
吉
田
樹
型
分
布
図
に
表
は
さ
る
と
が
如
く
其
の

吉
田
、
船
津
両
胎
内
樹
型
区
は
剣
丸
尾
熔
岩
流
の
両
縁
辺
に
存

分
布
は
概
ね
熔
岩
流
の
方
向
を
一
致
す
。

し
、

鳴
沢
樹
型
区
は
青
木
原
丸
尾
の
支
流
の
末
端
に
在
り
、

而
て

樹
型
の
成
生
は
熔
岩
流
と

時
期
を
同
う
す
、

而
て
富
士
の
熔
岩
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流
中
に
は
青
木
原
丸
尾
が
貞
観
六
年
の

側
噴
出
に
か
へ
る
こ
と
の

鳴
沢
樹
型
区

c
o

外
、

他
の
熔
岩
流
の
記
録
は
更
に
無
し
。
大
森
博
士
が
胎
内
樹
型

位
置

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
字
前
丸
尾
字
西
原
道
下
。

を
蔵
す
る
剣
丸
尾
を
貞
観
年
間
の
噴
出
の
如
く
記
す
る
は
誤
り
な

交
通

鳴
沢
部
落
の
西
端
に
在
り
て
県
道
吉
田
精
進
線
に
沿
ふ
最

I

り
。

詳
細
は
石
原
初
太
郎
著
『
富
士
の
地
理
と
地
質』

を
参
照
せ

便
利
の
地
点
な
り
、

富
士
岳
麓
を
自
動
車
又
は
徒
歩
に
よ
り
て
巡

ら
れ
ん
こ
と

を
望
む
。

遊
す
る
者
は
其
の
傍
を
通
過
す
る
を
以
て
便
利
の

点
に
於
て
岳
麓

鳴
沢

樹
型

位
置

図
字 山引
梨前
丸 県
尾 南
及 都
西 留
郡原
道 鳴
沢下
村

の
樹
型
群
中
第
一
な
り
、

而
て
大
正
十
五
年

)
●

小
型( ● ●

九
月
汎
太
平
洋
会
議
列
席
の
学
者
一
行
来
遊

樹
型
( ●

形
)

1
の
節
、
ハ
ワ
イ
の
ジ
ャ
ツ
ガ
ー
、
カ
ナ
ダ
の

00
( 7 )

四
一
家
屋

ア
ダ
ム
ス
等
の
専
門
大
家
連
が
本
邦
の
学
者

6 0
5

ご
参
道

と
共
に
此
処
に
駕
を
停
め
大
に
興
味
を
そ
へ

り
、
其
の
後
貴
顕
紳
士
学
生
等
が
往
々
荒
涼

●●5 )
番
号

(
z

至
県
道

た
る
此
の
僻
地
に
不
時
に
自
動
車
を
停
め
て

0 .
此
の
自
然
顕
象
を
見
学
す
る
も
の
多
き
も

、
3

.)YY(
)( 1 2

畢
竟
交
通
の
至
便
な
る
に
職
由
す
。

地
形
及
地
質

北
は
足
和
田
山
脈
東
西
に
連

亘
し
て
屏
風
を
立
つ
る
が
如
く
、
南
に
は
眩

漠
た
る
裾
野
を
擁
し
て
富
士
の
霊
峰
屹
立

至
吉

田

#

エ
ロ

魔
王
神
社

す
。

此
の
足
和
田
山
は
所
謂
御
坂
層
よ
り
成

至
進
精

り
、
其
の
北
側
は
薬
研
状
の
深
き
西
湖
々
盆
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を
距
て
へ
御
坂
山
脈
に
接
続
す
、
恐
く
は
足
和
田
山
は
地
学

鳴
沢

熔
岩

樹
型

縦
断

面
図

上
に
所
謂
地
塁
に
し
て
西
湖
々
盆
は
、

東
は
河
口
湖
、

西
は

縮
尺
四
百
分
之
壱

精
進
本
栖
の
湖
盆
と
相
連
な
り
て
一
の
地
溝
帯
を
な
す
も
の

0 Q
1

0
0

O
な
る
べ
し
。

*
-0
0
8
* -
*

-
-

5
.

1
1

-

足
和
田
山
の
西
南
端
に
接
し
て
古
き
火
山
岩
層
よ
り
成
る

ヒ
バ
リ
ガ
ッ
カ

0
0

丘
陵
地
あ
り
雲
雀
岡
と
い
ふ
鳴
沢
村
の

萱
場
な
り
、

彼
の
青

2
Q
.
.
.
.
.

T
O

- A
-

n O

-
1 6

2.
.

6

*
-
9

.

6
*

.**
木
原
熔
岩
流
は
貞
観
六
年
富
士
山
の
北
中
腹
小
御
嶽
の
西
約

一
里
、
所
謂
御
中
道
付
近
に
於
て
側
噴
出
を
な
し
西
北
に
向

0

3
ひ
て
末
広
が
り
に
流
下
せ
る
も
の
に
し
て
、

其
の

東
北
端
に

於
て
は
此
の
雲
雀
岡
を
包
み
て
東
方
に
分
流
を
出
す
、

而
て

此
の
分
流
は
足
和
田
山
に
衝
突
し
其
の
東
端
は
鳴
沢
本
村
に

及
び
、

此
処
に
於
て
は
足
和
田
山
側
に
及
ぶ
こ
と
な
く
、

岩

g
o

o
g

層
よ
り
成
る
平
野
に
接
続
し
て
徐
々
に
薄
く
な
り
遂
に
其
の

姿
を
失
ふ
、

此
の
分
流
の
中
に
は
所
々
散
布
的
に
樹
型
の
存

1

o
0

0
4

.
0

在
を
見
る
、

是
此
の
付
近
は
熔
岩
流
の
厚
さ
が
丁
度
樹
型
を

*
-
*

S

5'

.

I

1I

1-
-
-
-
-
*

残
す
に
適
す
る
程
度
に
薄
く
な
れ
る
を
以
て
な
り
、
就
中
鳴

沢
本
村
字
前
丸
尾
及
西
原
道
下
に
於
て
は
面
積
一
町
七
反
八

3:
6

.
7

敵
十
一
歩
の
区
域
内
に
九
個
の
井
形
樹
型
と
、
其
他
に
水
平

の
も
の
、

傾
斜
せ
る
も
の
、
及
砲
身
形
の
口
径
僅
か
に
四
寸
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の
も
の
各
一
個
合
計
十
二

個
の
樹
型
を
存
す
。

鉱
滓
状
の
部
分
も
あ
れ
ど
も
、

亦
縄
状
の
部
分
も
勘
か
ら

ず
、

彼

前
記
汎
太
平
洋
会
議
列
席
学
者
一
行
此
熔
岩
原
に
第
一
歩
を
印

の
西
湖
の
西
岸
の
如
き
、
富
兵
風
穴
の
内
部
の
如
き
、
全
然
後
者

(a a
し
た
る
刹
那
、
ハ
ワ
イ
の
ジ
ャ
ッ
ガ
ー
博
士
は
A a v

I
鉱
滓

に
属
す
、

而
て
熔
岩
流
全
体
と
し
て
は
ジ
ャ
ッ
ガ
ー
氏
は
半
鉱
滓

a
yp

a
o

状
熔
岩
)
と
叫
ば
れ
た
り
、
然
り
其
の
表
面
跋
渉
に
困
難
な
る
も

状 m i -S
e

或
は
半
縄
状 i - rS

e
m

y
と
称
す
べ
し
と
い
へ

S
の
多
く
は
鉱
滓
状
な
り
、
而
て
ま
た
処
々
波
形
或
は
同
心

輪
状
等

り
。

e
(

を
呈
す
るP a h o e h o
l a v a
I

縄
状
熔
岩 ) (

図
版
参
照
)
を
雑
ゆ
。

鳴
沢
樹
型
の
形
状
大
さ
等

青
木
原
熔
岩
流
の
鳴
沢
村
に
向
へ
る

由
来
ハ
ワ
イ
に
於
け
る
此
の
二

種
の
熔
岩
に
対
す
る
世
間
一
般
の

分
流
の
末
端
に
は
前
記
の
如
く
処
々
に
散
布
的
に
樹
型
を
存
す
れ

概
念
は
本
邦
に
於
て
屢
々
其
の
説
明
を
聞
き
、

明
か
に
其
の
観
念

ど
も
、

就
中
字
前
丸
尾
及
び
西
坂
下
の
も
の
最
も
著
る
し
、
左
に

を
把
握
し
得
た
る
は
幸
福
な
り
き
。
要
す
る
に
青
木
原
熔
岩
流
は

表
を
以
て
其
の
形
状
大
さ
其
他
に
関
し
之
を
示
さ
む
。

鳴
沢
熔
岩
樹
型
表

「
左 番
号廻
はり

西に
端巡

の覧

も順
のに

よ
定

りむ
、

番
号

形
状

口
深

4
0

底
部
直
径

備
考

尺

1
井

形
二
・
五

八
・
〇 O

二
・
五

一 「現 底

象 部

な は

り 不
規
則
に

拡
が
り

根
箒
の

状
を

有
す
る
こ
と

普
通
の

同
1

n

1

:
y

九
・
六

三二

l

・

:

〇五

g

「
六
度
の
傾
斜
を
れ な

、 し
北
十
度
西
に

向
ふ

口
外

表
面
墜
落

斜
洞

二
・
六

二
四
・
五

〇
・
九

{
部
十
尺
合
計
三
十
四
尺
五
寸
の
長
洞
何
な
り
、

底
部
は
岩
屑
充

損 填
し
て

狭
し

井
形

四
・
五

一
一
・
九

五
・
五

完
全
な
る
円

筒
な
り

1
同

三
1
1・ •
〇 O

一
五
・
〇

四
・
二

同
前
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6 0
砲
身
状

〇
・
四

三
・
一

「
熔
岩
塊
の
崖
端
に
あ
り
半

破
壊
さ
れ
た
る
を
以
て
山
梨
県
庁

一
に
持
ち
来
る
保

存
せ
り

井
型

二
1・
二
1

1
一
一
・
五

二
1・

.
四 B

I
土
部
少
し
く
狭
き
円
筒
な
り

I
D
-
I
N

-
P
A

T
T
)

ta
r
p
p
r
e
t
t

8
同

一
・

*三
1
1
1

一
二
・
六

一
・
八

同
前

e
l
u

a
S

0
9

双
生
井
型

1
: &

6 2 :
1

州
:
!

「 一二な
る 個
の
円

筒
状
の

幹
よ
り
成
り
底
部
に
於
て

相
合
し
て
一
と

【『
此
五
十
五
度
西
に

向
ふ

横
穴
な
り
延
長
十
九
尺
の

中
七
尺

横
洞

h t Se Emas N
OIe Cht A

aht N

s Ii Ne

Eit

Ms A
"

二
・
六

一
九
・
〇

一ば 表

る 面

小 部
7崩樹

型 壊
あ せ

り り

、 !

本 入
口洞
の に

上 は
別部
天 に
井 西
に 七
は 十
不 度
完 に
全 向

な ひ

が て
ら 横

木
理
の
跡
を
残
す

包
井

形
六
・
〇

一
五
・
五

四
・
.
二
1

1

「一 底壊
よせ
り
四
尺
は
完
全
な
る
井
側
の
如
き
も
、
其
の
上
方
は
崩

同
五
・
〇

一
五
・
〇

三
・
七

中
央
部
以
上
は
崩
壊
し
、
以
下
は
完
全
な
る
円
筒
な
り

此
の
樹
形
群
の
西
県
道
に
沿
ひ
て
約
三

町
を
距
て
た
る
路
傍
に

第
三

口
径
二
尺
五
寸
深
さ
十
二

尺
五
寸
の

完
全
円
筒
状
な

尚
ほ
四
個
の
樹
型
を
見
る
、
其
の
二
個
は
斜
洞
に
し
て
二
個
は
井

形
の
縦
洞
な
り
、
左
に
之
を
詳
述
せ
ん
。

第
四

北
三
十
度
西
に
向
ひ
て
急
斜
す
、
口
径
一
尺
五
寸
深
さ

第
一

北
八
十
度
東
に
向
ひ
三

十
二
度
の

傾
斜
を
な
し
、

口
径

六
尺
な
り
。

二
尺
深
さ
十
二
尺
に
し
て
縦
洞
と
な
る
円
筒
状
な
り

概
説

前
記
の
十
二
洞
穴
が
樹
型
即
ち
樹
幹
が
熔
岩
流
に
包
ま

第
二

口
径
二
尺
四
寸
深
さ
十
一
尺
の

完
全
円
筒
状
な
り
。

れ
、
木
質
部
焼
尽
し
て
幹
型
を
熔
岩
冷
却
後
ま
で
残
せ
る
も
の
な
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る
こ
と

は
広
く
樹
型
を
観
察
し
た
る
者
に
は
一
目
瞭
然
に
し
て
、

穴
に
し
て
側
壁
に
ま
た
類
似
の
木
目
を
存
す
る
も
の
と

あ
り
。

元

其
の
成
因
に
関
し
て
更
に
疑
を
存
せ
ざ
る
べ
し
と
雖
も
、
初
め
て

来
木
目
或
は
蜂
巣
状
の
木
質
内
部
の
木
理
の
跡
を
存
す
る
は
腐
朽

此
の
鳴
沢
に
於
け
る
も
の
の
み
目
撃
し
た
る
人
は
、

或
は
疑
惑
の

せ
る
樹
幹
に
基
因
す
る
も
の
に
し
て
、

腐
朽
樹
幹
は
倒
仆
し
て
横

感
起
ら
ざ
る
を
保
し
難
し
。
か
と
る
人
士
に
は
宜
し
く
後
章
、

各
臥
せ
る
を
常
と
す
る
故
に
殆
ど
横
臥
樹
型
に
限
れ
る
が
如
き
観
あ

地
に
散
在
せ
る
樹
型
、

其
他
吉
田
、

船
津
胎
内
樹
型
区
を
併
読
せ

る
が
、

直
立
の
侭
腐
朽
せ
る
も
の
も
あ
り
得
る
こ
と
に
し
て
、

其

ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
是
れ
樹
型
と
し
て

の
存
在
は
多
く
の
井
型
樹
型
の
積
極
的
証
明
と
な
る
べ
き
を
信

此
処
に
存
す
る
も
の
の
み
に
て
は
積
極
的
証
左
を
充
分
に
提
供
し

じ
、

各
地
に
於
て
久
し
く
之
を
探
索
せ
し
に
、
漸
く
に
し
て
此
処

得
ざ
る
を
以
て
な
り
。
但
し
其
の
洞
穴
は
何
れ
も
樹
幹
状
を
な
す

に
之
を
発
見
し
得
た
る
な
り
、

此
の
理
由
に
し
て
こ
の
樹
型
は
時

こ
と
、

其
の
下
部
は
多
く
砂
礫
層
に
達
し
直
径
は
入
口
よ
り
大

に
貴
重
な
る
天
然
記
念
物
と
な
り
と
す
。

に
、
底
部
は
更
に
不
規
則
に
拡
大
し
て
其
の
根
帯
部
た
り
し
こ
と

鉄
砲
小
屋
横
臥
樹
型

精
進
口
登
山
道
一
合
目
天
神
峠
よ
り
大
田

(
る
)
カ

を
想
像
せ
し
む
る
こ
と
等
の
外
、

第
十
号
横
臥
洞
穴
の
天
井
に
不

和
に
向
ひ
て

約
三

町
を
下
り
た
る
路
傍
に
在
り
、

北
四
十
五
度
西

完
全
な
が
ら
木
理
の
跡
を
存
す
る
こ
と
な
ど
は
幾
分
証
拠
と
し
て

に
向
ひ
僅
か
に
傾
斜
し
て
横
臥
す
。
入
口
の
直
径
三
尺
五
寸
、
延

挙
げ
得
ざ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し

。
長
約
九
間
、

其
の
先
端
は
細
く
な
り
て

直
径
一
尺
五
寸
と
な
り
、

各
地
に
散
在
せ
る
樹
型

中
央
部
は
円
筒
状
を
な
す
も
、
入
口
は
洞
の
天
井
稍
々
三
角
状
を

神
座
風
穴
付
近
の

樹
型

富
士
の
西
北
麓
に
大
室
山
と
称
す
る
最

な
す
、

洞
底
は
平
坦
な
り
。

大
の
側
火
山
あ
り
、
其
の
東
側
に
神
座
風
穴
と
い
ふ
熔
岩
隧
道
あ

大
平
山
麓
の
樹
型

精
進
口
三
合
目
休
泊
所
の
三

町
許
上
方
に
於

り
、

其
の
傍
ら
に
数
個
の
樹
型
あ
り
、
就
中
最
も
特
色
を
有
す
る

て
奥
庭
に
向
ふ
小
径
あ
り
、

側
火
山
、
大
平
山
の
麓
付
近
の
路
傍

は
図
に
示
す
如
く

横
臥
せ
る
も
の
ム
側
壁
に
明
瞭
な
る
木
目
を
存

に
直
径
五
、
六
寸
の
砲
口
状
の
穴
あ
り
、
深
さ
は
四
、
五
尺
に
過

1

し
、
恰
も
化
石
の
如
き
状
を
呈
す
る
も
の
と
、
其
外
に
井
形
の
縦

ぎ
ず
、
数
本
あ
り
始
め
て
之
を
目
撃
せ
る
人
は
如
何
な
る
穴
か
不



自 然 編

埋没し、行方不明になっていた第11号溶岩樹型

堀り出して、確認した旧第12号溶岩樹型
1070

思
議
に
思
ふ
も
の
あ
れ
ど
も
、
是
亦
小
さ
き
樹
型
な
る
事
は
広
く

溶
岩
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
(
溶
岩
水
蒸
気
噴
気
口
)
で
あ
る
。

之
を
見
た
る
目
に
は
直
ち
に
諾
か
る

ゝ
な
り
。

「
第
十
二

号
」
の
、
下
方
は
ガ
ス
溜
り
部
中
央
か
ら
上
部
に
向

然自

I
I

か
っ
て
溶
岩
樹
型
で
あ
り
、
最
上
部
は
、
一
部
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
部

2
「
特
別
天
然
記
念
物
「
鳴
沢
溶
岩
樹
型
」〕

田
中

収
が
認
め
ら
れ
る
。

平
成
六
年
(
一
九
九
四
)

第
十
一
号
(
溶
岩
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
)
の
大
き
さ
は
、
頂
部
が
二

〔
解
説
〕

一
九
二
九
年
(
昭
和
四
)、

石
原
初
太
郎
の
研
究
に
よ
り
明
ら

一
〇
×
一
三
〇
形
が
、
中
部
が
一
六
〇
×
一
〇
〇
形
が
、
底

部
が

か
に
さ

れ
、
一
九
五
二
年
(
昭
和
二
七
)、

特
別
天
然
記
念
物
と
し
て
国
指

五
〇
×
五
〇
形
が
、
深
さ
四
四
〇
秒
さ
で
あ
る
。

定
さ
れ
た
「
鳴
沢
溶
岩
樹
型
」
の
、
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
の
溶
岩
樹
型

第
十
二
号
溶
岩
樹
型
の
大
き
さ
は
、
頂
部
一
一
〇
×
七
五
秒
が

、

中
、「
第
十
一
号
」
と
「
第
十
二
号
」
が
長
い
年
月
消
失
し
、
不
明
で
あ
る
と

中
・
底
部
一
九
〇
×
一
〇
〇
形
が
、
深
さ
六
二
〇
秒
が
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
た
。
今
回
こ
の
二
つ
を
含
む
地
域
を
調
査
し

発
見
確
認
す
る
こ
と
が
き
た
の
で
、
改
め
て
紹
介
す
る
。

不
明
の
「
第
十
一
号
溶
岩
樹
型
」
・
「
第
十
二

号
溶
岩
樹
型
」
の

確
認

。

「
第
十
一
号
」
と
「
第
十
二

号
」
の

「
井
戸
型

溶
岩
樹
型
」
と
さ
れ
て
い
凹
地
は
、
す
べ
て
土
砂

・
木
の
葉
な
ど
に
よ
り
埋
ま
っ
て
お
り
、
今
回
す

べ
て
土
砂
を
取
り
の
ぞ
き
復
元
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
「
第
十
一
号
」
は
、
石
原
が
研
究
し
報
告
し
た

溶
岩
樹
型
で
は
な
く
、
下
部
に
一
部
「
溶
岩

樹

「型
」
的
な
部
分
も
認
め
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
、
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3
「
青
木
ケ
原
樹
海
鳴
沢
の
熔
岩
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
)

田
中

収
見
え
、
熔
岩
流
に
対
し
て
垂
直
に
発
達
し
て
い
る
。

本
研
究
で
明

平
成
四
年

ら
か
に
な
っ
た
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
は
、
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ

位
置

山
梨

県
南
都

留
郡
鳴
沢
村
ジ
ラ
ゴ
ン
ノ

(
図
参

照
)

て
い
る
。
熔
岩
流
最
下
部
の
一
段
部
に
、
加
え
込
ん
だ
水
分
を
蒸

地
球
科
学
的
内
容

富
士
山
麓
青
木
ヶ
原
鳴
沢
熔
岩
流
(
西
暦
八

気
化
し
た
「
ガ
ス
溜
り
部
」
が
あ
る
。
ガ
ス
溜
り
部
は
、
ド
ー
ム

六
四
年
の
流
出
熔
岩
)

末
端
部
(
標
高
九
九
ニ
メ
ー
ト
ル
)
に
鳴

型
(
お
椀
形
)
を
し
た
空
洞
の

周
囲
に
葡
萄
状
熔
岩
(
新
称
)
が

沢
村
営
運
動
場
が
あ
り
、
こ
こ
に
、
こ
の
工
事
に
伴
っ
て
露
出
し

び
っ
し
り
つ
ま
っ
て
い
る
。
一
部
の
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
の
ガ
ス
溜
り

た
長
さ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
見
事
な
熔
岩
崖
が
あ
る
。
一

部
に
は
、
下
位
層
の
火
山
灰
質
粘
土
を
葡
萄
状
熔
岩
に
吹
き
つ
け

九
八
七
年
の
工
事
直
後
に
熔
岩
崖
の
断
面
露
頭
に
完
全
な
形
態
を

て
い
る
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。

熔
岩
流
中
部
の
中
段
部
に
は
、
葉

elcなす i r a
s
p

e
群
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ス
パ
イ
ラ
ク
ル
と

片
状
熔
岩

(
新
称
)
や
、
ガ
ス
圧
に
よ
っ
て
移
動
し
た
時
に
形
成

sは
、

高
温
な
熔
岩
流
が
湿
っ
た
土
壌
や
、

湿
地
帯
等
に
流
れ
下

さ
れ
た
と

推
定
さ
れ
る
ギ
ザ
ギ
ザ
の
表
面
の
鱗
状
熔
岩
(
新

称
)

り
、

水
分
を
熔
岩
流
の
底
部
に
加
え
込
み
、

蒸
気
化
し
、

底
部
に

等
が
、

ほ
ぼ
水
平
に
葉
っ
ぱ
を
つ
み
重
ね
た
如
く
見
え
る
「
ガ
ス

ガ
ス
溜
り
を
形
成
、
ガ
ス
圧
が
高
ま
り
、
一
気
に
噴
き
上
げ
、
熔

通
過
部
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
熔
岩
最
上
部
の
上
段
部
に
は
、

ガ
ス

岩
中
を
通
過
し
、

熔
岩
流
上
部
で
爆
発
し
、

爆
発
孔
を
作
っ
て
い

の
爆
発
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
漏
斗
状
の
「
ガ
ス
爆

る
よ
う
な
空
洞
を
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
世
界
的
に
報
告
例

発
孔
部
」
が
認
め
ら
れ
る
。
半
固
結
状
態
で
摩
擦
し
合
っ
て
形
成

が
極
め
て
少
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア

河
、

カ
ス
ケ
ー
ド

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
鱗
状
熔
岩
の
存
在
や
ガ
ス
孔
が
全
体
を
通

山
脈
等
で
若
干
知
ら
れ
て
お
り
、
日
本
で

も
南
の
火
山
島
に
少
し

し
て
垂
直
で
あ
る
事
実
等
か
ら
、
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
形
成
時
期
は
熔

認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

和
名
が
な
い
の
で
、
熔
岩
蒸
気
噴
気

岩
流
が
止
ま
り
か
け
て
い
る
状
態
で
、

且
つ
、
半
固
結
状
態
で
の

孔
と

命
名
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
全
体
的
に
は
、
一

見、
熔
岩

形
成
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
地
域
は
、
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
巨
群

流
の
中
に
枝
を
四
方
に
広
げ
た
樹
木
が
多
数
直
立
し
た
林
の
如
く

と
呼
ん
で
よ
い
よ
う
に
二
〇
メ
ー
ト
ル
間
隔
ぐ
ら
い
で
ス
パ
イ
ラ
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ク
ル
が
林
立
し
て
お
り
、

断
面
が
完
全
な
形
で
認
め
ら
れ
る
ス
パ

形
成
さ
れ
て
い
な
い
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
。

e
イ
ラ
ク
ル
だ
け
で
も
一
五
カ
所
以
上
あ
る
。
ま
た
、
周
囲
の
地
表

三
、

ガ
ス
溜
り

型
(
ド
ー

ム
型
)

ス
パ
イ

ラ
ク

ル
。 D o m(

面
の
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
孔
と
推
定
さ
れ
る
孔
の
数
、
熔
岩
流
末
端
部

t
y
p
e

s
p
i
r
a
c
l
e
)

の
面
積
か
ら

推
定
す
る
と
、
数
百
以
上
の
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
が
存
在

下
部
の
ガ
ス
溜
り
だ
け
認
め
ら

れ
る

ス
パ

イ
ラ
ク

ル
。

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
等
多
数
の
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
群
を

ま
た
、

ガ
ス
溜
り

部
、

及
び
ガ
ス
溜
り
部
下
部
に
熔
岩
樹
型
が

a
e

v
ま
と
め
て
富
士
青
木
ヶ
原
熔
岩
ス
パ
イ
ラ
ル
ク
群
と
命
名
す
る
こ

認
め
ら
れ
る
熔
岩
樹
型
混
合
型
ス
パ
イ
ラ
ク

ル L a
r e
t

(
)

d
x
ec

と
に
す
る
。
ま
た
完
全
な
断
面
が
認
め
ら
れ
る
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
に
o u lm
im
y p
tp i r a

s
l
も
認
め
ら
れ
、
熔
岩
樹
型
と
ス
パ
イ

m
s

は
、

様
々
な
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
り
、
大
き
く
分
類
す
る
と
三
つ

ラ
ク
ル
が
重
複
し
て
い
る
タ
イ
プ
の
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
も
あ
る

。

に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

ま
た
、

熔
岩
崖
に
は
、

ス
パ
イ
ラ
ク
ル
の
他
に
、

熔
岩
洞
穴

l
)

n
)

一
、

吹
き
抜
け
型
(
漏
斗
型
)
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
。 u n n e

(
T

l

a v a(
L
n n e l
t
u

、
シ
ョ
ー
レ
ン
ド
ー
ム c h o l l e

(
S
o m ed

、
(
t

(
d

el
)

c
e

t
y
p
e

s
p
i
r
a
c
l
e
)

上
部
基
底
部
等
の
気
泡
帯 v e s i

(
c

l o nz
、

気
泡
の
密
な
集
合

(e)
l
r
c
e

下
段
部
に
お
椀
状
の
ガ
ス
溜
り
部
が
あ
り
、
中
段
部
に
葉
片
状

体
で
あ
る
筒
状
気
泡 e s i

(
v
i n d
c
y
l

e
、
管
状
ま
た
は
紡
錘
形

(
c)
e
e

の
ガ
ス
通
過
部
、

上
段
部
に
漏
斗
状
の
ガ
ス
爆
発
孔
部
と

完
全
に

の
気
泡
で
あ
る
管
状
気
泡 p i p

ee s i c lv
等
も
認
め
ら
れ
る
。

(
v)a etv i

吹
き
抜
け
て
い
る
タ
イ
プ
の
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
で

あ
る
。

大
型
気
泡
の
中
に
は
熔
岩
鍾
乳
石 l a

( a l a c t
s

)、
熔
岩
石

ts
)

e
at e

二
、

停
止
型
(
円
鍾
型
)
ス
パ

イ
ラ
ク
ル
。 o n(

C
p e
t
y

旬 a v
(
l l a g m i

s
t

e
)
等
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
く
に
は

、
a

(
( sa

r )
e

v
e

u r
s
p
i
r
a
c
l
e
)

ブ
リ
ス
タ
ー l a

(
l i s t
b

)、
プ
レ
ッ
シ

F

ャ
ー
リ
ッ
ジ r e s s

(
p

b
(

)
下
段
部
の
お
椀
状
ガ
ス
溜
り
部
、
そ
の
上
の
葉
片
状
熔
岩
片
で
i d g en

等
も
数
多
く
認
め
ら
れ
る
地
域
も
あ
る
。

n
形
成
さ
れ
る
中
段
部
ま
で
で
停
止
し
て
い
る
ス
パ
イ
ラ
ル
ク
で
あ

以
上
の
よ
う
に
、
ス
パ
イ
ラ
ル
ク
(
熔
岩
蒸
気
噴
気
孔
)

が
完

c
o

る
。
上
部
は
、

細
く
な
り
閉
じ
、

上
段
部
の
漏
斗
状
爆
発
孔
部
が

全
な
形
態
の
断
面
を
数
多
く
示
し
て
く
れ
る
露
頭
は
極
め
て
少
な
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く
、
ま
た
様
々
な
タ
イ
プ
の
熔
岩
の
産
状
が
こ
の
よ
う
に
数
多
く

ク
巨
群
と
し
て
世
界
的
に
も
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
特
に

認
め
ら
れ
る
地
域
は
世
界
で
も
極
め
て
稀
で
あ
る
。
ス
パ
イ
ラ
ル

優
れ
た
地
球
科
学
的
自
然
と
い
え
る
。

足
和
田
村

N

河
口
湖
上
九
一
色
線

河
口

湖

西
湖

青
木

ヶ
原

河
口
湖
線一

紅
葉
台

鳴
沢

村
国
道
1
3
9
号
線

0
2
k
m

ジ
ラ
ゴ
ン

ノ
富
士
青
木
ヶ
原
熔
岩
ス
パ
イ
ラ
ク
ル

群

富
士

裾
野

富
士
青
木
ヶ
原
熔
岩
ス
パ
イ
ラ
ク
ル
群
位
置
図
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4
「
富
士
山
麓
青
木
ケ
原
の
植
物
〕

篠
原

博
は
、

富
士
山
の
北
西
山
麓
に
あ
り
て
、

北
方
は
本
栖
湖
・

精
進

編
c

昭
和
四
十
七
年

(
一
九
七
二
)

湖
・
西
湖
・
足
和
田
山
等
に
囲
ま
れ
、

南
方
は
側
火
山
の
大
室

1

緒
言

富
士
山
麓
で
森
林
美
の
双
壁
と

称
え
ら
れ
た
、

大
宮
口

山
・
長
尾
山
の
山
麓
に
続
い
て
い
る
。
東
部
と
西
部
は
、

青
木
ヶ

1
1

欠
巣
畑
は
近
年
伐
採
さ
れ
た
の
で
、
残
る
は
青
木
ヶ
原
樹
海
だ
け

原
丸
尾
溶
岩
と
、
富
士
山
本
体
の
火
山
岩
屑
地
帯
と
を
も
っ
て
境

で
あ
る
。

針
、
潤
混
合
の
原
生
林
で
森
林
植
物
の
よ
く
発
達
し
た

界
線
と
す
る
。

林
相
美
の

最
た
る
も
の
で
あ
る
。
遠
望
も
す
ば
ら
し
い

が
、
昼
尚
暗

地
形
― ‒
青
木
ヶ
原
は
、

殆
ど
平
坦
地
で
あ
る
が
、

南
に
高
く
北

き
樹
林
内
は
、
時
折
囀
る
小
鳥
の
声
の
み
で
幽
寂
の
霊
場
で
あ
る
。

に
低
い
緩
傾
斜
地
で
、

海
抜
一
、
〇 ○
〇
〇 ○
メ
ー
ト
ル
辺
の
等
高
線

然
し
林
内
を
逍
遥
し
よ
う
と
す
る
と
、

累
々
た
る
大
岩
窟
は
コ

が
略
中
央
を
北
西
か
ら
南
東
に
走
っ
て
い
る
。

現
在
の
バ
ス
道
路

ケ
に
被
わ
れ
陥
穽
ば
か
り
で
歩
行
を
許
さ
ず
、
従
っ
て
人
跡
未
踏

も
稍
低
海
抜
の
所
を
之
に
添
っ
て
走
っ
て
い
る
。
青
木
ヶ
原
溶
岩

の
地
で
自
然
研
究
の
面
か
ら
も
秘
め
ら
れ
た
宝
庫
と
さ
れ
て
お
っ

は
噴
火
口
を
長
尾
山
に
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
此
所
を
頂

た
。
堅
い
扉
は
叩
い
て
も
見
た
い
は
人
情
で
、
私
も
待
望
し
て

点
と
し
て
扇
状
に
北
方
に
広
が
っ
た
地
形
で
あ
る
。

居
っ
た
が
、
幸
いA ・ D

一
九
六
〇
年
に
山
梨
県
立
富
士
国
立
公

広
さ
‒―
青
木
ヶ
原
は
周
囲
の
山

岳
の
為
に
扇
形
と
い
う
よ
り
も

園
博
物
館
よ
り
植
物
研
究
の
助
成
金
を
賜
わ
れ
た
の
で
之
を
機
会

周
辺
に
彎
曲
の
多
い
方
形
地
で
、
昔
か
ら
東
西
二
里

(
八
キ
ロ

)
、

に
、

青
木
ヶ
原
の

植
物
を
調
査
し
聊
か
ま
と
ま
っ
た
の
で
之
を
発

南
北
二
里
(
八
キ
ロ
)
と
言
わ
れ
、
図
上
測
量
で
も
略
之
に
近
い

表
す
る
次
第
で
あ
る
。

此
の

調
査
に
つ
い
て
上
記
の

県
立
博
物

の
で
、

従
っ
て
面
積
は
約
六
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
平
野
で

館
、
田
中
隆
吉
館
長
、

浅
川
栄
館

長、
高
部
浩
館
長
、
山
本
寿
々

あ
る

。

雄
学
芸
主
事
、
並
に
指
導
助
言
を
賜
わ
ら
れ
た
国
立
科
学
博
物
館

二
、

地
質

基
盤‒

青
木
ヶ
原
の
基
盤
は
本
体
の

富
士
山
同

の
奥
山
春
季
先
生
に
厚
く
感
謝
す
る
。

一
で
、

北
方
地
続
き
の
足
和
田
山
・
十
二
ヶ
岳
・
鬼
ヶ
岳
・
王

一、
青
木
ケ
原
の
位
置
・
地
形
・
広
さ

位
置
‒̶
青
木
ヶ

原
岳
・
烏
帽
子
山
な
ど
を
構
成
す
る
新
世
代
第
三
紀
中
新
統
(
約
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二、
三
〇
〇
万
年

前
)
時
代
海
底
火
山
の
堆
積
に
よ
り
凝
灰
岩
質

あ
る
。

岩
石
は
玄
武
岩
で
、
之
を
含
有
鉱
物
名
で
い
う
と
含
複
輝

の
頁
岩
質
・
砂
岩
・
礫
岩
よ
り
成
り
、

所
謂
御
坂
層
が
基
盤
を
成

石
橄
欖
石
玄
武
岩
で
あ
る
。

し
て
い
る
。

縄
状
溶
岩
̶
青
木
ヶ
原
の
溶
岩
は
其
の
状
態
か
ら
ハ
ワ
イ
の

.
). r

富
士
火
山
‒
青
木
ヶ
原
は
御
坂
層
の
上
に
誕
生
し
た
富
士
火
山

ジ
ャ
ッ
ガ
ー
博
士 T

(
A g g aJ

)
は
溶
岩
全
体
は
半
鉱
滓
状

aJ
a
)

a
, y

-
p

を
本
体
と
す
る
の
で
・
略
述
す
る
と
、
八
面
玲
瑾
の
コ
ニ
ー
デ
型

或
は
半
縄
状 e m i

(
S

r
o - R o

s
e
m

)
で
あ
る
と

言
わ
れ
た

(
s

富
士
も
、
津
谷
弘
達
博
士
に
よ
る
と
約
一
〇
〇
万
年
前
に
五
合
目

と
の
こ
と
で
あ
る
。
バ
ス
道
路
か
ら
富
岳
風
穴
へ
行
く
道
や
西
湖

a
e
e )a

の
小
御
岳
火
山
(
含
橄
欖
石
複
輝
石
安
山
岩
)
の

噴
火
が
あ
り
、

の
南
岸
に
は
模
式
的
な
縄
状
溶
岩( P

ah o
h oL a vL

が
あ

a
a )

次
に
現
在
の
宝
永
山
火
口
辺
に
中
心
を

持
つ
古

富
士
火
山
(
集
塊

る
。

樹
海
内
は
鉱
滓
状
溶
岩 ( A
L a r

)
が
多
い
。

岩
質
凝
炭
岩
)

噴
火
あ
り
、

数
十
万
年
後
、

約
三
〇
万
年
前
に
二

樹
型
̶
青
木
ヶ
原
の
中
に
は
、

溶
岩
が
流
下
す
る
時
森
林
の
樹

つ
の
火
山
の
間
に
現
在
の
新
富
士
山
の
噴
火
が
あ
り
、

溶
岩
(
玄

木
を
取
り
囲
み
材
質
を
焼
き
尽
し
た
溶
岩
が
堅
穴
又
は
横
穴
の
様

武
岩
)
と
砂
礫
と
を
交
互
に
噴
出
し
、
三
、
七
七
六
メ
ー
ト
ル
と

に
な
っ
た
空
洞
を
樹
型
と
い
い
世
界
で
も
珍
し
い
も
の
で
あ
る
が

い
う
日
本
最
高
峰
を
築
き
上
げ
た
。
最
初
の
溶
岩
流
は
、
河
口
湖

所
々
に
あ
る
。

鳴
沢
村
部
落
西
端
に
は
文
部
省
の
天
然
記
念
物
指

畔
や
猿
橋
溶
岩
流
、
三
島
溶
岩
流
な
ど
と
な
っ
て
遠
方
に
及
ん
で

定
と
な
っ
た
の
が
あ
る
。

い
る

。
溶
岩
隧
道
‒
青
木
ヶ
原
の
中
に
は
、

溶
岩
が
流
下
し
冷
却
の
際

青
木
ヶ
原
丸
尾
―
青
木
ヶ
原
は
全
部
累
々
た
る
多
孔
質
の
溶
岩

に
停
滞
し
表
面
の
み
冷
却
固
結
し
、

内
部
は
溶
融
体
で
あ
る
時
そ

塊
よ
り
成
り
、
之
を
マ
ル
ビ
と
い
う
。

此
の
溶
岩
の

噴
出
口
に
つ

の
圧
力
の

為
下
方
に
穴
を
あ
け
、
内
部
の
溶
融
体
が
流
出
し
大
空

い
て
は
、

富
士
山
頂
と

か
、
お
中
道
と
か
、

奥
庭
と
か
言
わ
れ
て

洞
を
作
っ
た
も
の
が
あ
る
。
此
の
溶
岩
隧
道
の
内
部
構
造
は
様
々

い
た
が
、

最
近
津
谷
弘
達
博
士
の
岩
石
学
研
究
に
よ
り
、

南
方
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
命
名
し
て
鳴
沢
風
穴
・
富
岳
風
穴
・
神
座
風
穴

長
尾
山

(
一
、

四
二
四
メ
ー
ト
ル
)

側
火
山
で
あ
る
と
の
こ
と
で

と
か
、
又
竜
宮
・
コ
ウ
モ
リ
穴
等
各
所
に
散
在
し
観
光
・
産
業
学
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術
等
の
面
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
之
も
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

国
界
に
属
す
。

8

長
尾
山
の
噴
火
― ‒
青
木
ヶ
原
を
造
成
し
た
溶
岩
は
長
尾
山
の
噴

貞
観
六
年
は
一
、
〇
一
〇
年
の
出
来
事
で
、
今
の
精
進
湖
と
西

火
に
依
る
事
は
前
記
し
た
が
、

其
の
当
時
の

様
子
が
三
代

湖
は
連
続
し
て
い
て
類
(
セ
)
の
海
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
溶
岩

m

(
実
)
欠
カ

録
に
載
せ
ら
れ
て
あ
る
の
で
漢
文
を
国
訳
し
て
次
に
記
す
。

で
中
央
を
遮
断
さ
れ
て
二
湖
と
な
っ
た
が
湖
底
は
相
通
じ
て
居
る

D
貞
観
六
年 A ・

(
八
六
四
年
)
秋
七
月
、
甲
斐
国
言
、
駿
河

も
の
と

思
わ
れ
る
。

富
士
山
忽
に
暴
火
有
り
、
崗
巒
を
焼
砕
く
、

草
木
焦
げ
、

熱
土
、

鳴
沢
村
大
田
和
ボ
ー
リ
ン

グ
考
察

鳴
沢
村
魔
王
神
社
西
方
に

鑠
石
、
流
れ
て
八
代
郡
本
栖
並
に
剤
の
両
水
海
を
埋
め
、

火
熱
湯

も
ボ
ー
リ
ン
グ
が

あ
る
が
、

中
止
し
て
不
明
で
惜
し
い
が
、

大
田

の
如
く
、

魚
亀
皆
死
す
、
百
姓
の
居
宅
海
と
共
に
埋
ま
る
、

或
は

和
に
あ
る
の
は
完
全
標
本
が
あ
る
の
で
、
之
に
依
り
青
木
ヶ
原
の

宅
有
り
て
人
無
く
、

其
の
数
記
し
難
し
、

而
し
て
両
海
以
東
に
も

基
盤
と
其
の
後
の
変
遷
を
考
察
す
る
。

亦
水
海
有
り
、

名
づ
け
て
河
口
の
海
と
曰
う
、

火
焰
河
口
の
海
に

基
盤
は
東
方
に
あ
る
足
和
田
山
・
十
二
ヶ
岳
・
竜
ヶ
岳
等
の
所

向
う
、
本
栖
剗
等
の
海
焼
埋
ま
る
前
に
、

地
大
に
震
動
し
、

電
雷

謂
御
坂
層
で
あ
る
事
は
確
か
で
あ
る
が
、

此
の
地
は
富
士
の
噴
火

暴
雨
、

雲
霧
晦
冥
、
山
野
も
辨
ま
い
難
く
、
然
る
後
此
の
災
異
有

前
後
の
時
代
に
陥
没
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

其
の
証
拠
は
地
塁

り
焉
。
又

曰
く

と
し
て
取
り
残
さ
れ
た
河
口
湖
の
弁
天
島
、
足
和
田
山
等
で
あ

貞
観
六
年
五
月
駿
河
国
言

す、
正
三
位
浅
間
大
神
大
山
火
、

其
。る

勢
甚
だ
熾
ん
な
り
、
山
を
焼
く
こ
と
方
十
二
里
許
、
光
炎
の
高
さ

河
口
湖
・
西
湖
・
精
進
湖
・
本
栖
湖
等
は
陥
没
に
よ
る
湖
水

二
十
丈
許
、
雷
あ
り
地
震
三

度
、
十
日
余
日
を
歴
る
も
火
猶
滅
び

で
、

足
和
田
山
も
島
で
今
の
青
木
ヶ
原
と

接
す
る
所
は
湖
水
で

ず
、
巌
を
焦
き
嶺
を
崩
し
、

沙
石
は
雨
の
如
し
、

煙
雲
欝
蒸
、
人

あ
っ
た
と

考
え
ら

れ
る
。

近
ず
く
を
得
ず
、
大
山
の
西
に
本
栖
海
あ
り
、
焼
巌
石
流
海
中
を

そ
れ
は
大
田
和
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
辺
か

埋
む
る
所
、
遠
く
三
〇
里
許
、
高
さ
二
～
三
丈
、
火
炎
遂
に
甲
斐

ら
以
下
を
見
る
と
砂
と
砂
礫
と
の
互
層
で
あ
る
。
こ
れ
は
湖
底
へ
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富
士
山
噴
火
の
砂
・
礫
や
御
坂
層
の
分
解
し
た
土
砂
が
流
入
し
た

の
暴
風
が
二
四
時
間
も
吹
き
通
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

之
に

も
の
で
、
洪
水
の
時
は
礫
を
伴
い
平
穏
の
時
は
砂
を
運
び
之
が
堆

依
っ
て
青
木
ヶ
原
の
樹
木
も
倒
れ
被
害
が
大
き
か
っ
た
。

積
し
互
層
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
其
の
後
富
士
山
活
動
が

雨
量
‒̶
雨
量
は
年
間
船
津
で
は
一
、
七
〇
〇
ミ
リ
、
精
進
で
は

激
し
く
な
り
砂
礫
を
噴
出
し
た
り
溶
岩
を
流
し
湖
は
完
全
に
陸
と

二
、
〇
〇
〇
ミ
リ
で
多
雨
の
地
で
あ
る

。

な
り
、

今
日
迄
六
回
の
溶
岩
を
噴
出
流
下
し
て
い
る
。

火
山
力
の

積
雪 ‒―

五
〇
セ
ン
チ
位
が
多
い
方
で
、
寝
雪
も
森
林
内
で
四
月

弱
い
時
は
砂
礫
を
噴
出
し
た
の
で
之
は
陸
に
堆
積
し
互
層
を
な
し

上
旬
頃
迄
、

原
野
に
寝
雪
は
な
い
。

て
い
る
。

要
す
る
に
気
候
は
冬
季
節
風
強
く
、

寒
冷
・
多
雨
の

地
で

あ

青
木
ヶ
原
は
、
大
田
和
の
上
層
へ
青
木
ヶ
原
丸
尾
溶
岩
を
被
覆

る
。

D
し
て
い
る
。
鳴
沢
の
石
切
場
で
見
て
も
耕
土
と
思
わ
れ
る
分
解
土

次
に
舟
津
測
候
所
のA ・

一
九
三
三
年
～
一
九
五
五
年
迄
三

の
上
に
溶
岩

(
上
面
の
み
多
孔
質
で
下
部
は
緻
密
)
が
の
っ
て
い

二
年
間
の
平
均
に
つ
い
て
、

気
温
・
風
速
・
雨
量
等
の
表
を
掲
げ

る

e。
る
と
次
の
よ
う
で

あ
る
。

三
、

青
木
ケ
原
の
気
象

気
温
―
気
象
に
つ
い
て
は
、
東
部
に
船

津
測
候
所
が
あ
り
、
西
部
に
精
進
観
測
所
が
あ
る
の
で
こ
れ
に
依

(
マ
イ
ナ
ス
)

る
と
、
気
温
は
年
平
均
約
一
〇
・
五
度
C
、

最
低
は
一
二
一
度
C

の
こ
と

あ
り
、

最
高
三
五
度
C
の
こ
と

あ
り
。

風
速
‒―
冬
季
は
特
に
風
強
く
秒
速
一
〇
～
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
季

節
風
あ
り
、

所
謂
富
士
風
に
さ
ら
さ
れ
る
。
又
昭
和
三

六
年
九
月

の
台
風
は
船
津
測
候
所
に
於
け
る
最
大
の
も
の
で
、

瞬
間
風
速
四

〇
・
九
メ
ー
ト
ル
そ
れ
に
引
き
続
い
て
秒
速
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
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舟
津
測
候
所
3
2
年
の
平
均

記
事

月
1

2
4

5
6

7
8

1
0

1
1

1
2

全 4
年

最
低

気
温

8
.
3

1
7
.
4
-

M
I
M

I
M

3
.
0

1
.
9

7
.
1

1
2
.
1
|

1
6
.
7

1
7
.
0

1
3
.
5

7
.
0

0
.
9

-
w

w
w

4
.
7

5
.
0 平

均

平
均

気
温

-
2
.
0
-

1
.
6

2
.
3

7
.
6

1
2
.
6

1
6
.
5

2
0
.
7

2
1
.
0

1
7
.
4

1
1
.
4

6
.
2

1
.
1

1
0
.
4
平

均

最
高

極
気

温
1
6
.
7

1
9
.
2

2
0
.
7

2
8
.
7

2
8
.
8

3
1
.
1

3
5
.
3

3
4
.
5

3
1
.
3

2
7
.
0

2
1
.
9
|

1
8
.
8

3
5
.
3
最
高
極

最
低

極
気

温
-
2
2
.
1

-
2
0
.
5

-
1
7
.
6

9
.
1

-
AN

H
T
P
AN

3
.
0

3
.
5

8
.
7

9
.
3

3
.
0

3
.
8

-
w
w
w

8
.
5

-
1
5
.
4
|

-
2
2
.
1
最
低

極
=

風
速
1
0
m
/
S

1
5
.
2

1
3
.
9

1
8
.
1

1
5
.
7

8
.
3

3
.
6

1
.
4

0
.
8

2
.
0

3
.
0

5
.
9

1
2
.
0
|

(
月
別
回
数
)

〃
1
5
m
/

S
2
1
.
1

1
6
.
7

1
8
.
4
|

1
2
.
3

6
.
3

0
.
9

1
1

6
.
2

2
.
6

4
.
4

1
2
.
1

〃
2
0
m
/
S

3
0
.
0

3
0
.
0

1
0
.
0

1
1

.
0

2
0
.
0

1 1
1
0
.

雨
量

4
8
.
6
|

6
6
.
4

9
8
.
6

1
2
3
.
5

1
1
3
.
1

1
7
7
.
5

1
7
0
.
8

2
4
8
.
2

2
6
7
.
6

2
2
3
.
7
|

9
0
.
2

5
2
.
7
|

1
6
8
.
9

月
別

気
象

日
数

表

節
冬

1
6
7
.
7

春
3
3
5
.
2

夏
5
9
6
.
5

秋
5
8
1
.
5

1
2月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
9
月

1
0
月

1
1
月

積
雪
最

高
c
m

4
5
.
3

6
8
.
0

5
1
.
0

2
8
.
8

1
1

2
4
.
5

4
5
.
9

1
9

5
.

1
9

0
1
9

4

A
.
D
.
年
.
月

1
9
3
3
.
6
1

4
5
2
3

1
9
4
6
.
3

1
9
3
7
.
9

5
,
2

3
4
,2
9

快
晴
〇

平
均
%

4
2

3
0

2
0

1
5

9
3

4
7

4
1
0

2
2

4
0

‒
‒

晴
①

3
6

3
7

3
0

3
0

2
9

2
2

2
6

2
9

2
3

2
9

3
4

3
5

曇
1
2

2
0

2
2

3
4

3
5

3
2

1
9

3
2

2
7

1
9

1
0

小
雨
●

3
5

1
1

1
7

1
5

2
3

1
9

1
8

2
1

1
6

1
4

雨
●

3
3

1
1

1
2

1
5 .

1
2

1
4

1
7

1
7

雪
8

8
1
3

1
0

3
1

1
2

雷
雨
〇
)

0
1

1
1

7
1
2

2
0

0
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四
、

青
木
ケ
原
樹
海
の
森
林
美
相
観

樹
海
を
飾
る
も
の
は
高
木

ヤ
マ
ウ
ル
シ
・
ウ
ツ
ギ
・
ヤ
マ
ハ
ギ
・
ニ
シ
キ
ギ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ

類
で
あ
る
。

常
緑
の
針
葉
樹
に
は
、

ツ
ガ
が
優
勢
で
、

之
に
次
ぐ

等
で

あ
る
。

も
の
は
ヒ
ノ
キ
・
ハ
リ
モ
ミ
・
ト
ウ
ヒ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
・
ヒ
メ

第
三

層
は
樹
高
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の

矮
性
低
木
で
ツ
ル
シ
キ

(
モ
)
カ

コ
マ
ツ
・
ア
カ
マ
ツ
等
で
あ
る
。
こ
れ
に
混
在
し
て
い
る
、
広
葉

ミ
・
サ
ワ
ダ
ツ
・
コ
ケ
モ
セ
等
で
あ
る
。

夏
緑
樹
に
は
優
勢
な
の
が
カ
エ
デ
類
で
次
ぐ
も
の
に
タ
カ
ノ
ツ

第
四
層
は
最
下
層
で
草
丈
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
前
後
の
も
の
で
、

メ
・
カ
ン
バ
類
等
で
あ
る
。
あ
げ
て
み
る
と
ヒ
ト
ツ
バ
カ
エ
デ
・

ツ
ル
ア
リ
ド
オ
シ
イ
ワ
セ
ン
ト
ウ
ソ
ウ
・
ジ
ン
ョ
ウ
イ
チ
ヤ
ク
ソ

ウ
リ
カ
エ
デ
・
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
・
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
・
ハ
ウ
チ
ワ
カ

ウ
・
ミ
ヤ
マ
モ
ジ
ズ
リ
・
ヤ
マ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
・
ツ
ル
ギ
キ
ョ
ウ
・

エ
デ
・
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
・
タ
カ
ノ
ツ
メ
・
コ
シ
ア
ブ
ラ
・
ミ

ヒ
ト
ツ
ボ
ク
ロ
・
マ
イ
ゾ
ル
ソ
ウ
・
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
・
シ
シ
ガ
シ

ズ
メ
・
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・

4

ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
・

*

シ
ラ
カ
ン
バ

・
ミ
ズ
ナ

ラ
・
ミ

ヤ
マ
ク
マ
ワ

ラ
ビ
・
イ
ワ

イ
タ
チ
シ

ダ
・

ク
モ
ノ

ス
シ

ラ
・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
・
ミ
ズ
キ
・
ナ
ナ
カ
マ
ド
・
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク

ダ
・
コ
ケ
シ
ノ
ブ
等
の
シ
ダ
類
や
イ
ワ
ダ
レ
ゴ
ケ
・
シ
ッ
ポ
ゴ

ラ
・
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
ノ
キ
・
ア
ズ
キ
ナ
シ
等
で
針
・

ケ
・
ヒ
ノ

キ
ゴ
ケ
・
ホ
ソ

バ
バ
チ
ョ
ウ
チ
ン
ゴ

ケ
等
の

蘚
類
や
オ
ニ

潤
混
合
林
で
あ
る
。
ツ
ガ
・
カ
エ
デ
・
カ
ン
バ

基
群
集
と

も
言
え

ハ
ナ
ゴ
ケ
・
ハ
ナ
ゴ

ケ
・
ヤ
グ
ラ
ゴ
ケ
等
の

地
衣
類
で
苔
類
で
は

る
。

ジ
ャ
ゴ

ケ
な
ど
で

あ
る

。

)
-

mr
U

o
尚
群
落
の
形
成
に
つ
い
て
は
垂
直
層
を
み
る
と
、

上
記
の

高
木

生
活
型 e - f

(
L

i
デ
ン

マ
ー
ク
の
ラ
ウ
ン

キ
エ
ー A

f
R

(
(

RE
)

が
最
上
層
で
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
樹
冠
は
十
分
な
日
光
を
受
K I AN

R 9 0 7
1

の
生
活
型
に
よ
り
(
環
境
条
件
の
内
特
に
気
候

け
て
い
る
。
此
の
下
に
は
陰
地
性
の
も
の
で
あ
る
が
、

樹
高
八

を
と
り
あ
げ
た
も
の
)、

青
木
ヶ
原
全
体
の

植
物
の
越
冬
情
況
を

メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
高
木
が
第
二
層
を
な
す
、

即
ち
ア
セ
ビ
・
ソ

表
示
す
る
と
次
の
よ
う
で

あ
る

。

ヨ
ゴゴ
・
ウ
シ
カ
バ
・
ベ
ニ
ド
ウ
ダ
ン
・
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

等
、
粗
林

上
の
表
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
大
型
の
も
の
程
冬
季
の
寒
季

の
所
で
は
ザ
イ
フ
リ
ボ
ク
・
フ
ジ
ザ
ク
ラ
・
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
・

に
接
触
す
る
部
分
が
多
い
の
で
、

此
の
種
の
多
い
事
は
比
較
的
恵
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較表(RAUNKIAERによる区分)

大型小型|矮形

表

物

符号S EMM M N Ch H G HHTh

世 界 標 準 1000種 2 3 8 1815 9 26 4 2 13の%

デン マ ー ク % 0.1 1 3 50 11 11

(海抜900～1000)|500種 12 8 1 44 1青 木 ヶ 原 の%
(海抜900～100

山
0) 2

の
40
%
種 1 24 11 15 3 37 1金 峯

(
八
海抜11

ヶ
00～140

岳
0)|1

の
41
%
種 214 2|0.7 44 29 2

56

$

1082

生
一
年
植
物

5
5

6
ま
れ
た
、

植
物
気
候
と
言
え
る
。

地
表
植
物
・
半
地
中
植
物
・
地
2

夏
80

沢
生

1 1

e
z

na
r e

u f

2
中
植
物
と
順
次
耐
寒
性
を
増
し
寒
地
で
も
越
冬
し
易
く
な
る
。

尚

水
水

植
物

地
中
植
物

G
1

4
2 9

一
年
生
植
物
は
最
悪
の
気
候
で
も
種
子
越
冬
で
あ
る
か
ら
生
存
を

0
4

3
続
け
る
事
が
出
来
る

。

半
地
表
植
物

H
2

5
4

地
表
植

3
4

0
0

此
の
見
方
か
ら
、
上
表
を
見
る
と
大
ざ
っ
ぱ
に
考
え
て
い
た
事

挺
空
植
物

Z
1

5
が
裏
付
け
さ
れ
る
様
な
気
が
す
る
。

0
0

8
4

要
す
る
に
、

青
木
ヶ
原
樹
海
は
、

青
木
ヶ
原
丸

尾
と
し
て

富
士

挺
空
植
物

挺
空
植
物

8
1

2
2

山
本
体
か
ら
側
噴
出
し
、

其
の
上
に
現
在
の

高
木
林
が
芽
生
え
て
-i

3
1
r
os

en
a
n
d
1

か
ら
約
三
〇
〇
年
の
年
月
を
経
た
原
生
林
で
、
今
や
極
相 C l

(

着
生

植
物

)
2

a x
を
示
し
て
い
る
。

多
肉

植
物

m
生

活
型

四
季
の
青
木
ケ
原
(
開
花
の
季
節
)

春
の
青
木
ヶ
原

春
の
青

木
ヶ
原
は
、

樹
海
の
周
辺
部
よ
り
訪
れ
る
。
三
月
下
旬
よ
り
、
早

調
査
種
数
と
%

%
1

6
'

6
春
の
花
と
し
て

黄
色
の
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
・
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
・
キ
ブ

シ
・
続
い
て
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
・
ク
サ
ボ
ケ
・
バ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
・
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
・
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
・
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
・
ズ
ミ
等
や
迎
春

地
域

花
オ
キ
ナ
グ
サ
・
フ
デ
リ
ン
ド
ウ
・
キ
ジ
ム
シ

ロ
・
セ
ン
ボ
ン
ヤ

リ
・
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
・
ス
ミ
レ
類
・
シ
ュ
ン
ラ
ン
・
ナ
ズ

ナ
・
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
・
ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ
・
ジ
シ
バ
リ
・
ニ
ガ
ナ
・

調
査

者

一
キ
ン
ラ
ン
・
ギ
ン
ラ
ン
な
ど
続
い
て
野
山
を
飾
る
。
樹
海
の
中
に
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は
残
雪
が
消
え
る
と
、

前
年
か
ら

持
ち

続
け
た
紅
玉
の
ツ
ル
ア
リ

此
の
花
よ
り

も
、

中
秋
か
ら
の
紅
葉
は
、

気
温
の

関
係
や

環
境

ド
ウ
シ
や
ツ
ル
シ
キ
ミ
の
実
が
見
ら
れ
、
ハ
ン
ノ
キ
類
の
雄
花
も

か
ら
か
格
別
の
美
観
で
あ
る
。
先
駆
者
は
ヌ
ル
デ
・
ヤ
マ
ウ
ル

紐
状
を
な
し
春
風
に
黄
色
の
花
粉
を
と
飛
散
す
る
。

五
月
初
旬
ま
で

シ
・
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
で
、

続
い
て

モ
ミ
ジ
類
・
サ
ク
ラ
類
。
カ

に
は
、
目
立
た
な
い
花
ま
で
あ
げ
る
と
一
〇
〇
種
に
の
ぼ
る

。
ラ
マ
ツ
や
ブ
ナ
類
や
カ
バ
ノ
キ
類
は
黄
色
の
明
る
い
感
じ
を
出

夏
の
青
木
ヶ
原

春
に
遅
く
夏
に
早
い
青
木
ケ
原
も
初
夏
か
ら

し
、
フ
ジ
イ
バ
ラ
や
ヨ
モ
ギ
ま
で
紅
葉
す
る
。
此
の
中
に
ナ
ナ
カ

急
速
に
蕾
は
綻
び
若
葉
と
共
に
開
花
す
る
。
ツ
ツ
ジ
類
・
ザ
イ
フ

マ
ド
・
ソ
ヨ
ゴ
・
ウ
シ
カ
バ
・
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
・
ガ
マ
ズ
ミ
・
バ

リ
ボ
ク
・
コ
バ

ノ
ト
ネ
リ
コ
・
ソ
ヨ
ゴ
・
ウ
シ
カ
バ
・
コ
ゴ
メ
ウ

ラ
類
の
赤
実
が

高
く
低
く
浮
ん
で
い
る
。
十
月
か
ら
十
一
月
初
旬

ツ
ギ
・
バ

イ
カ
ウ
ツ
ギ
・
ビ
ロ
ウ
ド
ウ
ツ

キ
・
ウ
ツ
キ
・
フ
ジ
イ

に
か
け
て
、
秋
晴
の
一
日
逍
遥
す
る
こ
と

は
、

味
わ
っ
た
者
の
み

バ
ラ
・
コ
ケ
モ
モ
・
マ
イ
ジ
ル
ソ
ウ
・
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
・
ヤ
マ
イ

知
る
楽
し
さ
で
筆
舌
に
は
尽
せ
な
い
。

ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
四
〇
〇

種
に
の
ぼ
る
。
黒
森
も
緑
葉
を
交
え
生
気

冬
の
青
木
ヶ
原

晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
青
木
ヶ
原
は
、

幽

が
溢
れ
る
。

邃
で
静
寂
と
清
楚
を
好
む
者
の
季
節
で
、

夏
緑
樹
は
落
葉
し

針
葉

秋
の
青
木
ヶ
原

晩
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
は
、
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ

樹
や
地
面
一
帯
白
雪
に
お
お
わ
れ
広
い
舗
装
道
路
に
轍
ち
だ
け
あ

キ
・
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
・
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
・
ノ
コ
ン
ギ
ク
・
キ
オ

る
の
も
又
趣
き
が
あ
る
。

ン
・
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
キ
グ
・
ヨ
モ
ギ
・
ア
メ
リ

カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
・

五
、

青
木
ケ
原
の
主
要
植
物

青
木
ヶ
原
の
植
物
は
、

種
子
植

オ
ケ
ラ
・
フ
ジ
ア
ザ
ミ
・
ヤ
マ
ア
ザ
ミ
・
ヒ
メ
ヒ
ゴ
タ
イ
・
ツ
リ

物
・
シ
ダ
植
物
・
蘚
苔
植
物
ま
で
数
え
る
と
一
、
〇
〇○
○ 〇

種
を
超

ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
・
キ
キ
ョ
ウ
・
オ
ミ
ナ
エ
シ
・
ヒ
キ
ヨ
モ
ギ
・
タ

え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

此
の
内
目
に
つ
き
易
い
も
の
又
は
植

チ
コ
ゴ
メ
グ
サ
・
コ
シ
オ
ガ
マ
・
セ
キ
ヤ
ノ
ア
キ
チ
ョ
ウ
ジ
・
リ

物
群
落
構
成
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

略
記
す
る

。

ン
ド
ウ
・
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
・
タ
ラ
ノ
キ
・
ヌ
ル
デ
・
ハ
ギ
類
ヤ
マ

1
A ア
R カM

マ
ツ

P
i
m
u
s

d
e
n
s
i
f
l
o
r
a

S
i
e
b
,
e
t
Z
u
c
c
.

ト
リ
カ
ブ
ト
な
ど
一
〇
〇

余
種
の

花
が
咲
く
。

一
名
メ
マ
ツ
と
い
わ
れ
、
ク
ロ
マ
ツ

(
一
名
オ
マ
ツ
)

よ
り
は
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樹
皮
が
赤
く
、

葉
も
手
ざ
わ
り
が
軟
か
で
、

新
芽
は
ク
ロ
マ
ッ
の

Z
u
c
c
.

編
よ
う
に
白
く
な
い
。
又
葉
の
横
断
面
を
顕
鏡
し
て
も
樹
脂
導
の
位

シ
ラ
ビ
ソ
に
似
て
い
る
が
幼
葉
は
濃
黄
色
光
沢
あ
り
無
毛
な

然自
置
が
異
る
。
温
帯
山
地
性
で
乾
燥
や
酸
性
土
に
よ
く
耐
え
る
が
ツ

り
、
モ
ミ
よ
り
寒
地
性
で
垂
直
的
に
は
モ
ミ
の
上
位
で
三
ッ
峠
で

ガ
と
の
競
争
で
は
弱
く
滅
亡
す
る
も
の
が
多
い
。

は
頂
上
付
近
に
あ
る
。

温
帯
林
上
部
か
ら
亜
寒
帯
ま
で

続
く
。

ウ
ツ
ク
シ
ノ
マ
ツ
は
ア
カ
マ
ツ
の
変

種
で
稀
で
あ
る
が
山
梨
県

5
O
ツA

" ガR
T
s
u
g
a

s
i
e
b
o
l
d
i
i

C
a
r
r
.

と
し
て
は
よ
く
見
か
け
る
。
樹
幹
の
途
中
か
ら
数
本
枝
別
れ
し
、

樹
海
の
優
勢
種
で
あ
る
。

コ
メ
ツ
ガ
に
類
似
す
る
が
初
年
枝
無

三
ツ
峠
登
山
口
の
途
中
に
あ
っ
て
夫
婦
松
と
い
わ
れ
て
い
る

。
毛
、

先
端
の
毬
果
は
枝
と

同
じ
方
向
に
向
く
の
に
、
ツ
ガ
は

枝
と

2
ヒU
メX

コN
マ
ツ

P
.
P
e
n
t
a
p
h
y
l
l
a
M
a
y
r
,

V
a
r
.
H
i
m
e
k
o
m
-

逆
向
し
鈎
状
に
つ
く
毬
果
は
大
き
く
葉
も
少
し
長
い
。

sas i
,
,

en
r

a
t
s
u
M
a
k
i
n
o

6
ト
ウ
ヒ

(
ト
ラ
ノ
オ
モ
ミ
) cP

i o e
J

s
s r

a
r

z
a

eP
C
V

南
ア
ル
プ
ス
や
奥
秩
父
に
も
あ
り
、

葉
は
五
葉
で
あ
る
が
チ
ョ

h
o
n
d
o
e
n
s
i
s
R
e
h
d
.

ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
よ
り
短
か
い
の
で
ヒ
メ
コ
マ
ツ
と
い
わ
れ
て
い
る

多
葉
の

高
木
、

樹
皮
は
赤
暗
灰
褐
色
、

小
形
鱗
片
と
な
り
剝落

が
、

樹
幹
は
男
性
的
で
大
木
と
な
り
樹
皮
も
荒
々
し
く
、

毬
果
も

す
る
、
葉
は
多
少
下
方
に
彎
曲
し
裏
面
白
色
で
あ
る
が
捩
れ
て
上

大
形
で
、

寒
地
性
で
あ
り
、
垂
直
分
布
で
は
こ
の
上
が
チ
ョ
ウ
セ

面
に
向
き
枝
に
螺
旋
状
に
つ
く
a. t
.

ン
ゴ
ヨ
ウ
に
な
り
、
下
位
が
ア
カ
マ
ツ
に
な
る
。

7
ハ
リ
モ
ミ

(
バ
ラ
モ
ミ
)
Pp o l i

p
C a r

3
モ
. ミ

A
b
i
e
s
f
i
r
m
a

S
i
e
b
.
e
t

Z
u
c
c
.

高
木
で
丸
尾
溶
岩
上
に
よ
く
生
育
し
、

葉
は
菱
四
角
形
先
端
鋭

大
木
に
な
り
樹
皮
は
灰
黒
汚
色
で
粗
荒
、
葉
は
密
に
互
生
し
二

く
針
の
よ
う
で
あ
る
。

又
葉
の

着
い
て
い
た
葉
枕
が
枝
に
残
る
の

列
に
並
び
枝
に
着
く
、

若
い
葉
は
先
が
二
つ
に
分
れ
る
。
温
帯
性

で
枝
だ
け
で
も
知
れ
る
。

で
あ
る
。

毬
果
は
直
立
し
円
筒
形
で
あ
る
。

O 8
ヒ
ノ
キ

C
h
a
m
a
e
c
y
p
a
r
i
s

o
b
t
u
s
a

E
n
d
l
.

.p i s
b .

t
4
ダ
ケ
モ
ミ

(
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ A

) o l e
h
m

s e
S

i
e

o 9
f ヤ
M マ
p モ
" ミ
" ジ

A
c
e
r
p
a
l
m
a
t
u
m

T
h
u
n
d
,
V
a
r
.
M
a
t
s
u
-

h o
S
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m
u
r
a
e

M
a
k
i
n
o

美
観
を
呈
す
る
。
葉
が
フ
ジ
の
葉
の
よ
う
に
複
葉
で
、

又
は
裏
面

前
記
の
針
葉
樹
の
よ
う
な
大
高
木
に
は
な
ら
ぬ
、
一
〇
メ
ー
ト

に
細
毛
が

あ
る

。

ル
前
後
で
密
林
の
周
辺
部
に
多
い
、

葉
は
長
柄
で
掌
状
葉
は
七
～

13A
オK
K オ
ヤ+
P マ
E ザN

クI
ラ

P
r
n
u
s

d
o
n
a
r
u
m

S
i
e
b
.
e
t

Z
u
c
c
.

九
に
尖
裂
し
裂
片
が
広
い
葉
底
は
心
臓
形
、
翅
果
は
鈍
角
、
紅
葉

V
a
r
.
S
a
c
h
a
l
i
n
e

n
s
i
s
M
a
k
i
n
o
.

は
真
紅
で

美
し
い
、

変
種
が
多
い
。

学
名
に
あ
る
よ
う
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
変
種
で
又
樺
太
に
あ
る
サ

S 01
コK
ミR ネ

カI
エ
デ

A
.
m
i
c
r
a
n
t
h
u
m

S
i
e
b
,
e
t
Z
u
c
c
.

ク
ラ
と
さ
れ
中
部
以
北
に
多
い
。
葉
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
比
し
広
く

ミ
ネ
カ
エ
デ
に
似
て
い
る
が
、

垂
直
的
で
は
下
位
で
あ
り
、
五

先
端
急
に
短
尾
を
な
し
、
花
芽
鱗
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
よ
り
短
く
反
曲

尖
裂
し
て
い
る
裂
片
の
重
鋸
歯
が
小
さ
く
又
幅
も
狭
い
、

花
の

す
る
こ
と
も
少
く
、

花
は
大
形
紅
色
強
く
う
る
わ
し
い
。

i. z i
.
i c

r
夢
・
花
弁
も
小
さ
い
。
翅
果
も
一
直
線
で
小
さ
く
穂
状
に
た
く
さ

14
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

P m o wM
a
x
pR

n
iaM

R
ん
着
く
点
な
ど

異
り
、

樹
海
で
は
ミ

ネ
カ
エ
デ
は
見
当
ら
な
か
っ

他
の
サ
ク
ラ
類
と
異
り
花
軸
は
長
く
大
き
な
葉
状
苞
を
つ
け
総

た
。

状
花
序
を
な
す
。

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
共
に
富
岳
風
穴
付
近
に
多

1
ヒ
ト
ツ
バ

カ
エ
デ
.A t y u m

d
i
s
e b ,S

i

te c c .Z
u

く
見
ら
れ
る
。

d
S
Z

a
.

樹
海
で
は
道
路
の
両
側
に
多
く
見
ら
れ
る
、

葉
の
対
生
す
る
所

1 5
マ
メ
ザ
ク
ラ

(
フ
ジ
ザ
ク
ラ
) P .i n c i s

i
aT h n b

u
.

は
モ
ミ
ジ
属
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
が
先
裂
せ
ず
、
大
き
な
楕
円

富
士
・
箱
根
を
中
心
に
近
傍
に
分
布
し
、
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下

形
の
一
枚
葉
で
ヒ
ト
ツ
バ

カ
エ
デ
と

も
い
わ
れ
る
。

秋
は
黄
葉

の
小
高
木
で
葉
は
菱
状
倒
卵
形
鋭
尖
頭
葉
縁
に
は
整
形
の
重
鋸
歯

し
、
翅
果
は
鋭
角
で

あ
る
。

欠
刻
あ
り
、

蜜
線
も
葉
縁
の
下
脈
に
つ
き
葉
柄
及
葉
の
両
面
に
短

s
2

t i
a

フ
ジ
キ

(
ヤ
マ
エ
ン
ジ
ュ
) a s

C
l

d a r p
l

t
y
c

毛
あ
り
、
花
は
基
部
に
芽
鱗
あ
り
一
～
三
を
繳
房
花
序
に
つ
く
。

r
1

al
al

C
p

M
a
k
i
n
o
.

変
種
に
緑
萼
ザ
ク
ラ
あ
り
。

山
梨
県
の
郷
土
の

花
。

1

晩
夏
青
木
ヶ
原
道
路
を
歩
く
と
、

高
木
に
白
花
の

房
で
垂
下
し

16
ナ
A ナ
R カ

マ
ド

S
o
r
b
u
s
c
o
m
m
i
x
t
a

H
e
d
l
u
n
d
.
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高
木
で
葉
は
奇
数
羽
状
を
な
し
、
花
は
白
色
小
形
、

梨
果
は
球

に
は
二
葉
を
つ
く
、
ア
ズ
サ
と
よ
く
似
て
お
り
往
昔
弓
を
作
る
時

形
赤
熱
し
秋
紅
葉
と
共
に
美
観
、
大
き
な
托
葉
を
も
つ
ナ
ン
キ
ン

も
両
品
種
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
る
。

ナ
ナ
カ
マ
ド
も
あ
り
。

其
他
カ
バ
ノ
キ
科
で
シ
ラ
カ
ン
バ
・
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
ヤ
マ
ハ
ン

自
ai

.
7
ア
ズ
キ
ナ
シ
(
ハ
カ
リ
ノ
メ
)
S .l n i f o l

a
aK .o c hK

ノ
キ
等
あ
り
。

a
0

i a
t a
m ,
,

こ
れ
と

混
同
し
て
ウ
ラ
ジ
ロ
ノ
キ
が
あ
る
が
こ
れ
は
葉
の
裏
に

2
ト
ウ
ゴ
ク
ヒ
メ
シ
ャ
ラ t e w a r tS
r r aS

e
a x iM
a r

S
S
M
V

白
綿
毛
が
あ
り
区
別
で
き
る
。
ア
ズ
キ
ナ
シ
は
果
実
小
豆
状
で
あ

S
e
r
i
c
e
a
N
a
k
a
i

り
紫
黒
色
の
枝
に
は
白
色
の
皮
目
が
散
点
し
秤
の
目
の
状
を
呈

ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
に
似
て
い
る
が
、

葉
の
下
面
特
に
中
肋

す
。

に
も
あ
る
も
の
で
、
比
較
的
少
い
。
大
き
な
高
木
に
な
る
。

s
a
.

1 8
ハ
ハ
ソ

(
コ
ナ
ラ
) u e r c uQ
e r r a tS
h u n bT

.
六
、
青
木
ヶ
原
の
植
物
分
布

青
木
ヶ
原
に
於
て
採
集
し
た
、
シ

Q
S
T

樹
海
内
に
は
見
ら
れ
な
い
が
周
辺
部
や
路
傍
に
点
在
す
る
、

稚
ダ
以
上
の
高
等
植
物
の
種
類
は
亜
種
・
変
種
等
も
併
せ
て
五
七
五

樹
は
紅
葉
す
る
が
成
木
は
秋
季
黄
葉
し
混
在
す
る
ミ
ズ
ナ
ラ
と
共

種
で
あ
る
が
、
此
の
う
ち
五
一
〇
種
に
つ
い
て
、

日
本
国
内
四
区

に
秋
景
を
引
立
て
る

。
と
外
国
諸
地
方
へ
の
分
布
を
数
量
的
に
見
る
と
次
表
の
通
り
で
あ

1 9
ミ

ズ
メ

(
ア
ズ

サ
)B e t u l a
g r o s s a
S i e d ,

e tZ u c c .
る
0
0

。

樹
海
の
周
縁
部
に
あ
る
高
木
で
枝
の
内
皮
に
香
気
あ
り
、

短
枝

植
物

1

分
布

(
本
州
を

1
0
0
と
し
)

地
名
道 北
海
本
州
四
国
九
州
琉
球
台
湾
ヒラ 与
マヤ
朝
鮮
中
国
満
州
: シリ
ベ
、
欧
州
北
米
濠

洲
千

島
樺

太
カャ
ムッ
チカ
シ ア
ャ リ
ン ウ
フッ
ピ ィ
ン リ
印

度

. 4

ア!
ム
ー

ウ
ス
リ
シ マ
ャ レ
ー

種
数

3
0
9

5
1
0

4
2
4

4
2
6

5
6

6
2

8
2
3
5

1
8
6

8
8
|

3
3

4
4

4
8

5
8

7
2
|

5
1
1

1
3

1
7

6

%
|
6
1

1
0
0

8
3

8
3

1
1

1
2

2
4
6

3
6

1
7

6
|

1
1

1
9

1
1

2
0
.
5

1
2

2
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此
の
表
に
よ
る
と
数
の
多
少
は
あ
る
が
、

北
半
球
の
大
部
分
に

(欧
州

)、
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

(
北
米
)
、
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ

分
布
し
、

僅
か
で
は
あ
る
が
南
半
球
に
亘
る
も
の
も
あ
る
。

最
も

(北
米
)
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

(
欧
州

)、
ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ
(
欧

多
く
分
布
す
る
の
は
四
国
区
と
九
州
区
で
、

北
海
道
に
は
少
い
。

州
)
、

カ
モ
ガ
ヤ
(
北
米
)、

オ
オ
ア
ワ
ガ

エ
リ
(
北
米
)、

オ
オ
イ

温
帯
性
植
物
の
多
い
事
が
知
ら
れ
る
。
又
日
本
列
島
で
あ
る
琉

ヌ
ノ
フ
グ
リ

(
欧
州
)

等
。

括
弧
内
は
原
産
地

球
・
台
湾
・
千
島
之
に
樺
太
も
含
め
て
見
て
も
両
端
は
一
〇
%

前
結

び

後
と
い
う
少
さ
で
、
日
本
海
を
隔
て
た
朝
鮮
・
中
国
は
四
〇
%
内

一、
固
有
種
は
見
当
ら
な
か
っ
た

青
木
ヶ
原
の
植
物
区
係

)a
外
の

濃
厚
分
布
で
あ
る
。
こ
れ
も
気
候
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
l o r

(F
に
つ
い
て
は
従
来
よ
り
神
秘
と
さ
れ
て
い
た
が
、

何
れ

(
)c

は
確
か
で
あ
る
が
、

歴
史
的
に
見
て
朝
鮮
半
島
と
近
い
時
代
ま
で

も
普
通
種 m o p o l i t a n )

(
C

s
の
み
で
、
固
有
種 n d e m i

(
E

)
は

o(
(

陸
続
き
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
然
し
尚
詳
細
に
今
後
の
調
査
を
要
す
る
問
題

植
物
の
う
ち
に
は

適
応
性
の
広
い

も
の

が
あ
る
。

即
ち
ノ
ゲ

で
あ
る

。

シ
・
オ
ミ
ナ
エ
シ
・
オ
オ
バ

コ
・
ハ
ナ
イ
カ
リ
・
キ
ツ
リ
ス
ネ
・

二
、

特
異
な
森
林
構
成

前
記
の
自
然
環
境
よ
り
見
て
特
殊
の

カ
タ
バ
ミ
・
ク
サ
フ
ジ
・
キ
ジ
ム
シ
ロ
・
ナ
ズ
ナ
・
モ
ジ
ズ
リ
・

地
域
で
あ
る
の
で
、

此
所
に
生
育
す
る
植
物
の
組
合
せ
に
も
特
殊

ミ
ツ
デ
ウ
ラ

ボ
シ
・
ト
ラ
ノ
オ
シ
ダ
・
コ
ウ
ヤ
ワ
ラ
ビ
・
ワ
ラ
ビ

性
が
あ
る
。

・
ウ
ツ
ボ
グ
サ
・
ス
ズ
メ
ノ
チ
ャ
ヒ
キ
・
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
等
、
世

先
ず
前
者
に
つ
い
て
は
、
新
熔
岩
(
一
、
一
〇
〇

年
前
噴
出
)

界
の
温
帯
や
、

北
半
球
に
分
布
す
る
も
の
が
あ
る
。

が
広
大
な
面
積
に
亘
っ
て
原
生
林
や
耕
地
・
人
家
を
厚
層
で
埋
め

七
、

帰
化
植
物

青
木
ヶ
原
に
は
外
国
か
ら
帰
化
し
た
植
物
も
多

尽
し
、

全
く
の
裸
地
と
し
た
が
周
囲
に
は
依
然
と
し
て
当

時
の

植

い
。
ブ
タ
ク
サ
(
北
米
)
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

(
北
米
)、

ヒ
メ
ム
カ

物
が
繁
茂
し
絶
え
ず
種
子
を
散
布
し
た
事
は
想
像
出
来
る
。
下
等

シ
ヨ
モ
ギ
(
北
米
)、

ノ
ボ
ロ
ギ
ク
(
欧
州

)
、

ダ
ン

ド
ボ
ロ
ギ
ク

植
物
は
早
く
か
ら
着
生
し
た
だ
ろ
う
が
、
高
等
植
物
も
続
い
て
生

(
北
米
)、

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
(
北
米
)
、
ヘ
ラ
オ
オ
バ
バ
コ

育
し
た
。
宝
永
山
は
噴
火
し
二
五
七
年
で
あ
る
が
、
二
、
五
〇
〇
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メ
ー
ト
ル
と
い
う
高
海
抜
に
あ
っ
て
も
う
オ
ン
ダ
テ
・
ム
ラ
サ
キ

あ
る
、
コ
ケ
モ
モ
や
ミ
ヤ
マ
ハ
ナ
ゴ
ケ
・
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
・
亜
高

モ
メ
ン
ズ
ル
・
イ
ワ
オ
ウ
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
等
が
生
育
し
て
い
る
。

山
植
物
の
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
・
シ
ン
ョ
ウ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
・
バ

イ
カ

然
遠
く
は
浅
間
山
・
三

原
山
・
桜
島
等
の
例
を
見
て
も
知
ら
れ
る
。

オ
ウ
レ
ン
な
ど
が
僅
々
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
低
海
抜
の
此
の
地
に

土
壌
で
あ
る
熔
岩
と
気
候
と
周
辺
の
植
物
と
に
よ
っ
て
各
々
特
色

あ
る
こ
と
は
不
思
議
で
あ
る
。
コ
ケ
モ
モ
は
天
然
記
念
物
に
指
定

を
持
つ
植
物
相
を
作
る
。

青
木
ヶ
原
樹
海
は
極
相
と
し
て
ツ
ガ
・

さ
れ
た
山
中
の
ハ
リ
モ
ミ
の
純
林
付
近
に
も
あ
る
。

従
来
い
ろ
い

カ
エ
デ
・
カ
ン
バ

群
集
と
も
言
え
る
が
、

年
輪
に
よ
り
樹
齢
は
約

ろ
と
解
釈
さ
れ
て
来
た
が
、
私
は
三
〇
万
年
前
に
現
在
の
富
士
山

三
〇
〇
年
で
あ
る
。
下

層
に
ソ
ヨ
ゴ
・
ア
セ
ビ
・
ツ
ル
シ
キ
ミ
基

が
形
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

此
の
火
山
活
動
が
や
や
植

群
集
の
あ
る
こ
と
は
特
色
で
あ
る
と

思
う
。

物
が
発
生
し
た

時、
当
時
の
気
温
は
現
在
よ
り
寒
冷
で
現
在
の
五

)xa
尚
今
日
極
相 l i m

(
c

)
を
作
る
ま
で
に
は
幾
多
の
変
遷
が

合
目
辺
の
気
候
状
態
が
青
木
ヶ
原
に
及
ん
で
い
た
の
で
、

富
士
山

(
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
樹
海
の
周
辺
に
逃
避
し
て
い
る
植

の
現
在
の
高
山
植
物
は
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
の
地
に
発
生
し
た

物
群
を
見
れ
ば
推
測
出
来
る
が
省
略
す
る
。

が
、
其
の
後
漸
次
気
候
が
温
暖
に
な
る
に
従
っ
て
山
を
登
り
現
在

三
、

植
物
の
種
数

植
物
は
気
候
の
制
約
を
受
け
る
事
が
大
で

の
位
置
に
定
着
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
コ
ケ
モ
モ
な
ど
の
適
応

あ
る
。

調
査
し
た
も
の
は
一
〇
一
科
五
七
五
種
で
あ
る
が
、
大
部

性
の
広
い
も
の
は
其
の
場
に
居
残
っ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

途

分
温
帯
性
の
も
の
で
あ
る
。
広
大
な
地
域
に
対
し
て
少
い
よ
う
だ

断
絶
し
て
い
る
の
は
原
生
林
の
発
達
に
よ
り
滅
亡
し
た
も
の
だ
ろ

が
こ
れ
は
標
高
が
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
と
い
う
平
面
的
の
地
形

う
。

青
木
ヶ
原
で
も
コ
ケ
モ
モ
は
樹
海
の
原
生
林
の
中
に
は
な
く

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
然
し
下
等
植
物
の
地
衣
類
は
御
殿
庭
と
い

東
方
鳴
沢
村
寄
り
の
更
新
林
中
に
あ
り
、
山
中
村
で
も
ハ
リ
モ
ミ

う
好
適
地
が
あ
る
の
で
随
分
多
い
こ
と
と
思
う
。
一
昨
年
採
集
し

の
純
林
中
に
は
な
く
二
次
林
と
思
わ
れ
る
樹
下
に
あ
り
、
ツ
マ
ト

た
も
の
で
も
三
五
種
に
も
の
ぼ
っ
た
。

リ
ソ
ウ
も
樹
海
の
中
に
は
な
く
周
辺
部
に
あ
る
。
ミ
ヤ
マ
ハ
ナ
ゴ

四
、

高
山
植
物
の
存
在

富
士
山
五
合
目
に
多
い
高
山
植
物
で

ケ
の
あ
る
御
殿
庭
は
五
合
目
の
御
庭
の
状
況
に
よ
く
似
て
い
る

。
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又
篭
坂
付
近
に
あ
る
イ
ワ
オ
ウ
ギ
な
ど
も
此
の
考
え
を
裏
づ
け
る

て
い
る
と
し
た
ら
、

全
く
み
す
ぼ
ら
し
い
富
士
山
に
な
り
、

今
の

も
の
で

あ
る
。

ハ
リ

モ
ミ
の
純
林
の
様
な
も
の
で
帯
状
に
ぽ
つ
ん
と
残
っ
た
の
で

五
、

青
木
ヶ
原
の
原
生
林
の

価
値
と
保
存

は
海
岸
の
松
原
で
も
眺
め
る
程
度
で
あ
り
、
そ
れ
も
鳥
獣
が
棲
め

1
w

.

富
士
山
唯
一
の
原
生
林

甲
駿
に
跨
る
富
士
山
も
裾
野
に

ぬ
の
で
害
虫
に
襲
わ
れ
た
り
風
害
を
受
け
た
り
し
て
滅
亡
を
早
め

原
生
林
を
持
ち
五
合
目
ま
で
続
い
て
い
る
の
は
、
大
宮
口
登
山
道

る

e。

の
懸
巣
畑
原
生
林
が
伐
採
さ
れ
た
現
在
唯
青
木
ヶ
原
一
カ
所
で
あ

5
観
光
面
か
ら
青
木
ヶ
原
を
紅
葉
台
や
御
庭
か
ら
眺
め
た
光

る
景
は
何
度
見
て
も
素

晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、

富
士
を
背
景
と
す

2
学
術
上

低
海
抜
地
に
あ
る
原
生
林
日
本
と
し
て
も
少
い

る
四
季
の
眺
め
、
又
樹
海
内
の
逍
遥
等
森
林
美
を
満
喫
出
来
る
、

の
で
、
自
然
研
究
に
は
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
地
で
あ
る
。

植
風
穴
く
ぐ
り
も
周
囲
に
森
林
が
あ
る
の
で
神
秘
的
で
あ
る
。

森
林

物
の
面
か
ら
も
鳥
獣
面
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

文
化
の
進
む
と
共

が
な
け
れ
ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
隧
道
を
く
ぐ
る
よ
う
な
も
の
で
あ

に
動
植
物
は
滅
亡
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

る
。

3
精
神
修
養
上

心
身
を
鍛
練
し
人
格
の
向
上
を
め
ざ
す
道

登
山
す
る
者
も
山
の
神
秘
を
味
わ
う
の
に
は
精
進
登
山
道
か
ら

は
多
々
あ
る
が
、
容
易
で
体
験
に
よ
る
修
得
は
原
始
林
の
大
自
然

徒
歩
で
登
る
こ
と
で
、

昔
の
道
者
が
金
剛
杖
で
六
根
清
浄
で
り
ん

に
接
す
る
こ
と
で
あ
る
。

何
の
説
明
も
要
し
な
い
。

を
鳴
ら
し
な
が
ら
登
っ
た
様
子
が
体
験
出
来
る
。

4
富
士
山
の
真
価
を
保
つ
上
に

山
高
き
を
も
っ
て
貴
か
ら

6
現
在
の
樹
海
を
全
部
そ
の
ま

ゝ
保
存

原
生
林
の
見
本
み

ず
・
樹
あ
る
を
以
て
貴
し
と
為
す
。
は
千
古
の
金
言
で
、
富
士
の

た
い
に
一
小
区
を
残
し
た
の
で
は
皆
伐
と
か
わ
ら
な
い
、

広
大
の

裾
野
に
原
始
林
が
広
大
の
面
積
を
占
め
て
い
る
の
で
、
霊
山
の
偉

面
積
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。

今
や
飛
行
場
建
設
や
伐
採
道
路
等

容
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
仮
に
伐
採
し
精
進
登
山
道
両
側
一
〇

で
蚕
食
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
工
場
と
か
学
園
都
市
が
出
来
た

〇
○ メ
ー
ト
ル
だ
け
が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
残
っ

ら
、

自
然
の
美
も
人
の
心
と
共
に
廃

墟
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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此
の
事
は
山
中
湖
沖
新
畑
の
ハ
リ
モ
ミ
の
純
林
が
離
島
の
様
に

ヨ
ウ
ゾ
メ
・
コ
ハ
ウ
チ
カ
エ
デ
・
ヒ
ノ
キ
・
コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
・

取
残
さ
れ
、

為
に
樹
勢
衰
顔
し
て
い
る
こ
と
は
実
証
で
あ
る
。

コ
ナ
ラ
・
シ
ラ
カ
バ
・
ツ
ガ
・
カ
ラ
マ
ツ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
・
レ

八
、

観
光
地
の

植
物
案
内

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
・
ツ
リ
バ
ナ
・
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
・
ニ
シ
キ
ギ
・
コ
シ
ア

◆
鳴
沢
熔
岩
樹
型
・
鳴
沢
蝙
蝠
穴
付
近

此
の
地
は
青
木
ヶ
原

ブ
ラ
な
ど
や
、
樹
下
に
は
ス
ス
キ
・
イ
タ
ド
リ
・
〇
ツ
マ
ト
リ
ソ

丸
尾
の
入
口
で
、
十
年
許
り
前
に
赤
松
林
が
伐
採
さ
れ
た
後
に
再

ウ
・
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
・
マ
マ
コ
ナ
・
フ
ク
ロ
シ
ダ
・
イ
ワ
デ

び
ア
カ
マ
ツ
の
若
木
が
発
生
し
、

此
の
低
木
林
の

所
々
に
ス
ラ
リ

ン
タ
・
キ
リ
ン
ソ
ウ
・
タ
チ
コ
ゴ
メ
グ
サ
・
○
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
・

と
伸
び
た
庭
木
様
な
ア
カ
マ
ツ
の
種
木
が
立
つ
姿
は
、
バ
ス
の
車

ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
・
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク
な
ど
が
あ
り
。

此
の

形
式
は

窓
か
ら
は
珍
ら
し
い
風
景
と
し
て
誰
の
目
に
も
う
つ
る
。

焼
間
ヶ

連
続
し
て
、

蝙
蝠
穴
か
ら

焼
間
ヶ
原
(
雲
雀
丘
)

ま
で
延
々
ニ

キ

原
ま
で
続
く
此
の
広
大
な
原
野
は
飛
行
場
予
定
地
と
さ
れ
て
い

ロ
に
亘
っ
て
い
る

。

る
。
海
抜
一
、
〇
〇
〇
、
鳴
沢
バ
ス
停
留
所
よ
り
自
動
車
道
路
添

こ
の
地
域
で
注
目

す
べ
き
こ
と
は
、

高
山
植
物
の
コ
ケ
モ
モ
と

い
に
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
所
に
天
然
記
念
物
の
熔
岩
樹
型

亜
高
山
植
物
の
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
や
マ
イ
ジ
ル
ソ
ウ
が
、
一
、
〇
〇

が
あ
る
。

直
径
八
〇
セ
ン
チ
千
余
年
前
に
は
大
木
の
大
海
原
が

O
メ
x
ー
ト
ル
内
外
の
低
地
に
多
量
に
生
育
し
て
い
る
こ
と
で
あ

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
今
は
背
の
低
い
ア

カ
マ
ツ
と

る
。
特
に
コ
ケ
モ
モ
は
富
士
の
五
合
目
付
近
に
は
た
く
さ
ん
あ
る

混
っ
て
ヤ
マ
ハ
ギ
・
ナ
ツ
ハ
ゼ
・
ソ
ヨ
ゴ
・
ヤ
マ
ウ
ル
シ
・
ア
セ

が
、
其
の
中
間
地
帯
に
な
く
て
ぽ
っ
か
り
此
の
地
に
現
わ
れ
て
い

ビ
・
ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ
・
マ
メ
ザ
ク
ラ

(
フ
ジ
ザ
ク
ラ

) 、
ネ
ズ
ミ

る
こ
と
で
、
此
の
例
は
忍
野
の
ハ
リ
モ
ミ
林
付
近
に
も
あ
っ
て
コ

サ
シ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
・
ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ
カ
マ
ド
・
モ
ミ
・
ネ
ジ

ケ
モ
モ
が
生
育
し
て
い
る

が
、

低
地
に
あ
る
こ
と
が
不
思
議
で
あ

キ
・
ズ
ミ
・
コ
ツ
ク
バ
ネ
シ
モ
ツ
ケ
・
ウ
リ
カ
エ
デ
・
ミ

ヤ
マ
ザ

る
。

土
地
と

し
て

は
熔
岩
上
で
コ
ケ
モ
モ
に
は
最
適
で
、

気
温
も

ク
ラ
・
ハ
カ
リ
ノ
メ
・
ザ
イ
フ
リ
ボ
ク
・
〇
コ
ケ
モ
モ
・
ヤ
マ
ツ

順
応
範
囲
で
あ
る
。

尚
此
所
で
針
葉
樹
が
伐
採
さ
れ
潤
葉
樹
に
交

ツ
ジ
・
リ
ョ
ウ
ブ
・
ヤ
マ
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
・
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
・
オ
ト
コ

代
す
る
事
実
が
見
ら
れ
る
。
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又
樹
型
の
近
く
に
北
米
原
産
の

帰
化
植
物
ア
メ
リ

カ
フ
ロ
ウ

デ
・
ミ

ツ
バ

カ
エ
デ
・
ア

カ
シ
デ
・
イ
ヌ
シ
デ
・
ケ
ヤ
キ
・
ホ
ウ

m
es

u
e

i
n

r a nG
e
o l i
C

a
r

の
あ
る
こ
と
は
郡
内
で
は
始
め
て
の
も

ノ
キ
・
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
・
ヤ
マ
ウ
ル
シ
・
ザ
イ
フ
リ
ボ
ク
・
コ
ゴ

G
C

の
で
あ
る
。

混
生
し
て
ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
も
あ
る
。

メ
ウ
ツ
ギ

・
シ
モ
ツ
ケ
・
カ
マ
ツ
カ
・
ウ
ツ
ギ
・
ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ

白
魔
王
神
社
付
近

鳴
沢
の
北
方
に
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

カ
マ
ド

・
ア

セ
ビ
・
ソ

ョ
ゴ

・
ウ
リ
ノ
キ
・
ツ
ル
ネ
コ
ノ

メ
ソ

し
て
知
ら
れ
て
い
る
、
足
和
田
山
(
一
、
三
五
五
メ
ー
ト
ル
)
が

ウ
・
バ

ラ
イ
チ
ゴ
・
タ
ニ
ソ
バ

・
ウ
マ
ノ
ミ
ツ
バ

・
ダ
ン
コ
ウ
バ
バ

西
湖
と
河
口
湖
を
連
結
す
る
様
に
東
西
六
キ
ロ
に
亘
っ
て
伸
び
て

イ
・
オ
オ
バ

ヤ
エ
ム
グ
ラ
・
ジ
ュ
ウ
モ
ン
ジ
シ
ダ
・
ウ
バ

ユ
リ
・

い
る
。
此
の
山
嶺
か
ら

南
に
支
脈
を
出
し
て
小

高
い
丘
を
つ
く
っ

ミ
ヤ
マ
ク
マ
ワ
ラ
ビ
・
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
・
ア
ズ
キ
ナ
シ
・
ウ
ラ
ジ

ロ

て
い
る
が
、
此
の
丘
の
一
角
に
建
て
ら
れ
て
あ
る
の
が
魔
王
神
社

モ
ミ
・
ウ
ラ
ジ

ロ
ノ
キ
な
ど
で
、
熔
岩
地
帯
と
趣
き
を
異
に
し
て

で
、

鳴
沢
部
落
の
西
端
で
あ
る
。
御
坂
層
で
古
い
歴
史
を
持
っ
て

い
る
。

然
し
熔
岩
地
と
同
種
の
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
や
ソ
ヨ
ゴ
や
ア
カ
マ

い
る
の
で
植
物
も
自
ら
異
っ
て
い
る
。
正
面
か
ら
上
っ
て
東
へ
一

ツ
、
ネ
ズ
ミ
サ
シ
な
ど
あ
る
が
こ
れ
等
は
何
れ
も
此
の
地
か
ら
送

周
す
る
途
筋
の

植
物
を
順
路
に
従
っ
て
あ
げ
る
と
、
コ
ハ
ウ
チ
ワ

り
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

植
林
と
し
て
は
ク
ロ
マ
ツ
、
ス

カ
エ
デ
・
ア

キ
ギ
リ
・
ダ
ケ
ブ

キ
・
キ
ケ
ン
シ

ョ
ウ
マ
・
ニ

ガ
ギ
な
ど
の
稚
樹
が
み
ら
れ
た
。
茲
で
一
つ
不
思
議
の
こ
と
は
、
岩

ナ
・
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
・
ト
ウ
ヒ
・
キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ
・
キ
ン
ミ

ズ
石
地
を
好
み
繁
殖
力
の
強
い
ケ
ヤ
キ
が
何
故
熔
岩
地
に
見
ら
れ
な

ヒ
キ
・
イ
ヌ
ブ
ナ
・
ブ
ナ
・
ヤ
ド
リ
ギ
・
ア
オ
ハ
ダ
・
ヒ
ノ
キ
・

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ケ
ヤ
キ
の
適
地
を
究
明
す
る

ツ
ガ
・
ア
カ
マ
ツ
・
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
・
シ
オ
ガ
マ
ギ
ク
・
ア
マ
ド
コ

一
資
料
と
も
な
る

(
丸
尾
の
中
に
少
し
は
見
ら
れ
る
が
)
。
富
士

ロ
・
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
・
オ
オ
ハ
ギ
ボ
ウ
シ
・
マ
メ

山
一
合
目
位
の
林
相
で
あ
る

。

ブ
シ
・
ミ
ヤ
マ
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
・
メ
ギ
・
ツ
リ

ガ
ネ

ニ
ン
ジ

白三)
焼
間
ヶ
原
(
雲
雀
ヶ
丘
)

焼
間
ヶ
原
は
通
常
ヒ
バ
リ
ガ
丘

ン
・
オ
ケ
ラ
・

モ
ミ
ジ
ガ
サ
・
ル
イ
ヨ
ウ
ボ
タ
ン

・
ハ
ハ
ソ
・
マ

と
い
わ
れ
る
。

足
和
田
山
か
ら
南
に
伸
び
た
小
支
脈
の
末
端
の
地

ツ
ブ
ナ
・
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
・
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
・
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ

続
き
の
地
で
あ
る
。
そ
れ
で
焼
間
ヶ
原
は
青
木
ヶ
原
熔
岩
地
帯
の
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一
角
に
浮
島
の
様
に
取
り
残
さ
れ
た
。

直
径
一
・
五
キ
ロ
の
略
々

バ
ス
道
路
は
、
熔
岩
地
と
御
坂
層
の
接
触
地
を
切
開
い
て
い
る

編
円
形
地
で
あ
る
。
御
坂
層
の
分
解
物
か
古
い
富
士
山
の
噴
出
物
の

が
、
御
坂
層
に
は
地
層
が
現
わ
れ
、
頁
岩
と
砂
岩
の
互
層
で
、

走
W

分
解
し
た
も
の
か
、
不
明
と
い
わ
れ
て
い
る
、
粘
土
交
り
の
土
層

向 2 0N
、
傾
斜
0 4
E
を
示
し
て
い
る
。
秀
麗
な
富
士
を
背
景
に

で
あ
る
。

乾
燥
地
で
あ
る
の
で
茅
の
適
地
で
茅
場
の
原
と
し
て
利

雲
雀
ヶ
丘
と
い
う
の
だ
か
ら
、

春
の
霞
棚
引
く
空
の
遠
近
に
ヒ
バ

用
さ
れ
て
来
た
。

焼
間
ヶ
原
の
名
は
熔
岩
地
帯
の
間
に
在
っ
て
茅

リ
が
さ
え
ず
り
、
地
に
は
迎
春
の
草
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
情
況

が
よ
く
成
育
し
、
之
を
取
っ
て
後
を
毎
年
焼
き
払
う
の
で

名
づ
け

を
、
日
本
画
の
様
な
風
景
を
紅
葉
台
で
、
若
葉
の
香
る
風
に
浴
し

ら
れ
た
。
戦
争
中
食
糧
増
産
で
農
耕
地
が
此
所
ま
で
延
び
て
来
て

な
が
ら
眺
め
る

情
景
は
天
国
も
か
く
や
と
偲
ば
れ
る
こ
と
だ
ろ
う

昔
の
面
影
は
な
い
。

此
の
地
の
植
物
は
、
ア

カ
マ
ツ
・
オ
オ
マ
ツ

(
実
際
に
は
ヒ
バ
リ
の
声
は
?
で
あ
る

)
。

ヨ
イ
グ
サ
・
カ
ワ
ラ
マ
ツ
バ

・
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
・
チ
ダ
ケ
ザ
シ
・

四
紅
葉
台
(
一
、
一
六
ニ
メ
ー
ト
ル)

は
、

足
和
田
山
の
西
端

ク
サ
ボ
ケ
・
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
・
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
・
フ
ク
シ
マ

で
御
坂
層
に
属
し
、

従
っ
て

植
物
も
此
の
地
層
の
も
の
に
類
す

シ
ャ
ジ
ン
・
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
・
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
・
ヨ
モ
ギ
・
ト

る
。
ア
カ
マ
ツ
の
粗
林
が
台
上
に
あ
る
が
、

南
斜
面
は
草
本
が
多

ダ
シ
バ
・
オ
オ
バ
コ
・
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
・
フ
ジ
・
イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ

く
、

北
斜
面
は
三
～
四
メ
ー
ト
ル
の
幼
木
や
老
木
で
あ
る
。

ギ
・
コ
ウ
リ
ン
カ
・
キ
ス
ゲ
・
ク
サ
レ
ダ
マ
・
フ
ュ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ

登
山
道
に
添
っ
て
み
る
と
、

キ
リ
ン
ソ
ウ
・
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ

ビ
・
オ
シ
ダ
・
ム
シ
ヤ
リ
ン
ド
ウ
・
ヒ
キ
ヨ
モ
ギ
・
コ
オ
ニ
ュ

コ
・
ノ
ミ
ノ
ツ
ジ
リ
・
フ
タ
バ
ハ
ギ
・
ミ
ミ
ナ
グ
サ
・
ハ
コ
ベ
・

リ
・

Ⓡ

オ
キ
ナ
グ
サ
・
フ
ジ
イ
バ
ラ
な
ど
、
青
木
ヶ
原
と
は
大
部
異

ウ
シ
ハ
コ
ベ
・
キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
・
タ
チ
イ
ヌ
フ
グ
リ
・
ウ
ラ
ハ
グ

な
っ
た
物
が
多
い
。

尚
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
植
林
あ
り
、

栽
植
農
作

サ
・
ヤ
エ
ム
グ
ラ
・
エ
ゾ
エ
ノ
キ
・
コ
ボ
タ
ン
ズ
ル
・
マ
ユ
ミ
・

物
と
し
て
は
、
ク
ワ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ツ
ケ
ナ
、

ダ
イ
コ
ン
、

ノ
ア
ザ
ミ
・
カ
モ
ガ
ヤ
・
イ
タ
ド
リ
・
ヨ
モ
ギ
・
サ
ル
ト
リ
イ
バ

ア
ズ
キ
、
コ
ム
ギ
、

ダ
イ
ズ
、

ビ
ー
ト
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど

あ
ラ
・
ク
サ
ボ
ケ
・
ニ
ガ
ナ
・
ヤ
ナ
ギ
バ
ヒ
メ
ジ
ョ
ン
・
ア
キ
ノ
キ

。う
リ
ン
ソ

ウ
・
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
・
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
・
ヒ
メ
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シ
ダ

・
ワ

レ
モ
コ

ウ
・
ア

キ
カ
ラ
マ
ツ

・
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
・
シ

ュ
ま
で
お
し
よ
せ
た
り
、
キ
ク
イ
モ
や
ブ
タ
ク
サ
が
此
の

高
台
に
来

ロ
ソ
ウ
・
ア
ヤ
メ
・
ナ
ル
コ

ユ
リ
・
フ
ジ
イ
バ
ラ
・
ヘ
ラ
オ
オ
バ

て
い
る
こ
と
が
注
意
を
引
く
。
又
此
の
地
は
樹
海
や
寄
生
火
山
列

コ
・
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
・
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
・
ク
マ
イ
チ
ゴ
・
フ
ジ
・

の
展
望
に
は
唯
一
の
高
台
で
あ
る
。

ア
カ
ツ
メ
ク
サ
・
チ
ダ
ケ
ザ
シ
・
ア
カ
マ
ツ
・
ク
リ
・
ク
ヌ
ギ
・

国
鳴
沢
氷
穴

鳴
沢
氷
穴
(
一
、
〇
二
〇
メ
ー
ト
ル
)
は
、
紅

ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
・
オ
オ
バ
コ
・
キ
ン
ミ

ズ
ヒ
キ
・
ウ
ツ
ギ
・
ア
カ

葉
台
か
ら
お
り
て
中
腹
か
ら

南
西
に
伸
び
た
尾
根
を
草
原
植
物
を

シ
デ
・
イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
・
ズ
ミ
・
サ
ル
ナ
シ
・
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ

訪
ね
な
が
ら
行
く
と
、
自
動
車
道
路
に
合
す
る
。
こ
れ
か
ら
が
真

ゴ
・
チ
ゴ
ユ
リ
・
ヤ
マ
ウ
ル
シ
・
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
・
サ
ン
カ
ク
ズ

の
青
木
ヶ
原
樹
海
で
苔
む
す
大
木
が
林
立
し
て
天
を
覆
い
、
千
古

ル
・
タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
・
テ
リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ
・
ツ
ガ
・
シ
ラ
ヤ
マ
ギ

斧
鉞
の
入
ら
ぬ
原
生
林
で
、

貴
重
な
学
術
資
料
で
あ
る
。

自
動
車

ク
・
タ
ケ
ニ
グ
サ
・
ス
イ
カ
ズ
ラ
・
タ
チ
ド
コ
ロ
・
フ
キ
・
ウ
マ

道
路
傍
や
、
両
側
の
植
物
を
あ
げ
る
と
、
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ヤ
シ
ャ
ブ

ノ
ア
シ
ガ
タ
・
タ
カ
サ
ゴ
ソ
ウ
等
で
、
西
斜
面
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
・

シ
・
リ
ョ
ウ
ブ
・
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
・
ク
サ
ボ
タ
ン
・
ビ
ロ
ウ
ド
ウ

ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
リ
ョ
ウ
ブ
・
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
・
ク
サ
ボ
タ
ン
・
ビ

ツ
ギ
・
ナ
ナ
カ
マ
ド
・
イ
タ
ヤ
メ
イ
ゲ
ツ
・
バ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
・
コ

ロ
ウ
ド
ウ
ツ
ギ
・
ナ
ナ
カ
マ
ド
・
イ
タ
ヤ
メ
イ
ゲ
ツ
・
バ
ッ
コ
ヤ

バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
・
ア
セ
ビ
・
ク
マ
イ
チ
ゴ
・
オ
ノ
エ
ャ
ナ
ギ
・
シ

ナ
ギ
・
コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
・
ア
セ
ビ
・
ク
マ
イ
チ
ゴ
・
オ
ノ
エ
ヤ

ロ
ツ
メ
ク
サ
・
ミ
ヤ
コ
グ
サ
・
ウ
ラ
ジ

ロ
ノ
キ
・
フ
ジ
カ
ン
ゾ

ナ
ギ
・
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
・
ミ

ヤ
コ
グ
サ
・
ウ
ラ
ジ

ロ
ノ
キ
・
フ
ジ

ウ
・
カ
ラ
マ
ツ
・
コ
ナ
ラ
・
ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
・
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
・

カ
ン
ゾ
ウ
・
カ
ラ
マ
ツ
・
コ
ナ
ラ
・
ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
・
ヤ
マ
ブ

シ
ラ

カバ
・
フ
ジ
ウ
ツ
ギ
・
キ
ズ
タ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
・
ハ
ク
ウ
ン

ド
ウ
・
シ
ラ
カ
バ

・
フ
ジ
ウ
ツ
ギ
・

キ
ワ

ダ
・
ノ
リ

ウ
ツ

ギ
・

ハ
ボ
ク
・
キ
ブ
シ
な
ど
あ
る
。

鳴
沢
氷
穴
入
口
に
ま
も
な
く
着
く

ク
ウ
ン
ボ
ク
・
キ
ブ
シ
・
キ
ク
イ
モ
・
ブ
タ
ク
サ
・
ヘ
ラ
オ
ー

ババ
が
、
バ
ス
停
留
所
で

も
あ
る
。
バ

ス
道
と
分
れ
、

南
に
道
を
と

コ
な
ど
其
の
他
数
多
く
の
植
物
が
地
形
や
向
陽
・
樹
蔭
な
ど

条
件

る
。

切
り
開
い
た
道
の
両
側
に
は
、
ヒ
ロ
ハ
ツ
リ
ビ
ナ
(
多
い) ・

3
3

11
が
異
る
の
で

生
じ
て
い
る
。
又
帰
化
植
物
の
ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
が
麓

ム
シ
カ
リ
(
多
い) ・

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
・
ツ
ガ
(
非
常
に
多
い
)

・
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ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
・
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
・
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
・
タ
カ
ネ

サ
キ
シ
キ
ブ
、
紅
葉
の
先
駆
ヌ
ル
デ
・
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、

幹
の
ね
じ

編
マ
マ
コ
ナ
・
ベ
ニ
ド
ウ
ダ
ン
・
イ
モ
ノ
キ
・
シ
ロ
バ
ナ
ヘ
ビ
イ
チ

れ
た
ネ
ジ
キ
・
バ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
で
、
蔓
性
の
も
の
に
シ
ラ
ク

ゴ
・
シ
シ
ガ
シ
ラ
・
エ
ン
コ
ウ
カ
エ
デ
・
タ
ラ
・
ゼ
ン
マ
イ
・
ア

チ
ズ
ル
・
ツ
タ
ウ
ル
シ
・
樹
下
の
地
表
に
は
、
ト
ダ
シ
バ
・
オ
オ

#

ズ
マ
ツ
リ
ガ
ネ
ツ
ツ
ジ
・
オ
ト
コ
エ
シ
・
ヒ
ト
ツ
バ
カ
エ
デ
・
ス

マ
ツ

ヨ
イ
グ
サ
・
キ
ク
イ
モ
・
イ
タ
ド
リ
・
オ
オ
バ

コ
・
コ
ウ
ゾ

ノ
キ
・
ヤ
マ
ハ
ハ
コ
・
ウ
ド
・
バ
ラ
イ
チ
ゴ
・
コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
・

リ
ナ
・
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
・
ヨ
モ
ギ
・
オ
オ
バ
コ
・
マ
ル
バ
ヤ
ハ

フ
ジ
ア
ザ
ミ
・
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
・
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク
・
ウ
ラ
ジ

ズ
ソ
ウ
な
ど
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

養
蜂
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ロ
イ
チ
ゴ
・
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
・
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
・
ジ
シ
バ
リ
・

こ
れ
か
ら
東
北
に
道
を
と
る
と
、

焼
間
ヶ
原
に
出
る
。

此
の
間

コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
・
ツ
タ
ウ
ル
シ
・
イ
ワ
デ
ン
ダ
・
シ
モ
ツ
ケ
・
ヒ

の
植
物
は
、
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
・
ミ
ヤ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
・
ウ
ラ
ジ
ロ

メ
コ
マ
ツ
・
タ
カ
ノ
ツ
メ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ヒ
ノ
キ

(
多
い
)
・
ウ

ノ
キ
・
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
・
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
ク
リ
・
ツ
ノ
ハ
シ
バ

リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
・
ミ
ズ
キ
・
ネ
ジ
キ
・
ア
ズ
キ
ナ
シ
・
コ
シ
ア
ブ

ミ
・
ミ
ヤ
マ
ニ
ガ
イ
チ
ゴ
・
シ
ロ
バ
ナ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
・
ズ
ミ
・
ダ

ラ
・
モ
ミ
・
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
ケ
ヤ
キ
(
少
い) ・

ア
セ
ビ
(
多

ン
コ
ウ
バ
イ
・
ク
ロ
モ
ジ
・
ソ
ヨ
ゴ
・
ウ
ツ
ギ
・
ウ
ツ
ボ
グ
サ
・

い

5) ・

(

ア
カ
マ
ツ
(
少
い
)
・
エ
ビ
ガ
ラ
イ
チ
ゴ
・
ゴ
ヨ
ウ
イ
チ

ヒ
メ
コ
マ
ツ
・
バ
ラ
モ
ミ
・
モ
ミ

・
ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ
・
ア
ブ
ラ

ゴ
・
ソ
ヨ
ゴ
(
多
い) ・

シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
・
コ
ナ
ラ
・
キ
ブ
シ
・

チ
ャ
ン
な
ど
の
林
を
出
る
と
、
俄
か
に
明
る
い
平
野
に
出
る
が
一

ホ
ウ
ノ
キ
等
。
鳴
沢
氷
穴
に
は
駐
車
場
が
あ
り
車
の
出
入
り
が
多

周
し
て
ヒ
バ
リ
ガ
丘
に
出
た
の
で
あ
る
。

い
。
熔
岩
洞
穴
は
、
大
き
く
二
段
に
な
り
広
場
も
あ
り
、
天
井
に

氷
穴
付
近
の
植
物
相
は
、
大
体
青
木
ヶ
原
樹
海
の
林
相
を
も
の

は
熔
岩
鐘
乳
が
懸
垂
し
、

水
は
年
間
存
在
す
る
。
こ
の
周
囲
に
は

が
た
る
も
の
で
あ
る
。

ヒ
ノ
キ
・
ヒ
メ
コ
マ
ツ
・
ツ
ガ
・
ウ
リ
カ
エ
デ
・
ミ
ヤ
マ
ザ
ク

内
富
岳
風
穴

鳴
沢
風
穴
か
ら
引
返
し
バ
ス
道
路
に
出
て
西
に
歩

ラ
・
ミ
ズ
メ
・
ハ
リ
モ
ミ
・
カ
ラ
マ
ツ
・
ホ
ウ
ノ
キ
・
ナ
ナ
カ
マ

を
進
め
る
。
両
側
に
は
ヒ
メ
コ
マ
ツ
・
ア
オ
ハ
ダ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・

ド
な
ど
の
高
木
が
あ
り
低
木
に
は
、
可
憐
な
紫
玉
を
つ
け
る
ム
ラ

ハ
カ
リ
ノ
メ
な
ど
の
老
木
が
あ
る
。
ミ
ズ
ナ
ラ
の
大
木
に
ツ
ガ
・
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ア
セ
ビ
・
ヒ
ノ
キ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
・
ネ
ジ
キ
・
ヒ
メ
コ
マ
ツ
・
コ

ウ
ス
が
摂
氏
寒
暖
計
を
発
明
し
た
。

仏
学
士
院
で
は
音
の
速
度
測

バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
・
ソ
ョ
ゴ
・
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
寄
木
状
に
着

定
を
な
し
、
日
本
で
は
鎌
倉
由
井
ヶ
浜
で

隔
年
に
大
砲
発
射
演
習

生
し
て
い
る
。
寄
生
で
な
い
、
森
林
中
に
は
い
っ
て
見
る
と
、
イ

を
し
た
が
、

何
よ
り
自
然
科
学
に
一
大
転
機
を
な
し
た
こ
と
は
、

.
n
e )

チ
ヤ
ク
ソ
ウ
・
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
・
ツ
ガ
・
ヒ
ノ
キ
・
ツ
ル
ア
リ
ド

一
七
三

五
年
ス
ェ
ー
デ
ン
の
リ
ン
ネ( C
V o
L i n n

が
動

e
m )
i
u

ウ
シ
・
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
・
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
・
マ
ン
ネ
ン
ス
ギ
・

物
・
植
物
・
鉱
物
の
分
類
学
書 e c

(
S
p

s t a rP
l

n
)
を
著
し

a
(
P

ツ
ル
シ
キ
ミ
・
ミ
ヤ
マ
ニ
ガ
イ
チ
ゴ
・
ソ
ヨ
ゴ
・
ヒ
ト
ツ
バ
カ
エ

斯
道
発
展
の
基
礎
を
造
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

話
が
横
道
に
は
い
っ

デ
・
ハ
リ
モ
ミ
・
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
・
ヒ
メ
コ
マ
ツ
な
ど
が
あ
る
。
ツ

た
が
、
人
の
世
と
自
然
の
世
の
移
り
変
り
を
眺
め
る
こ
と
も
感
慨

ガ
の
切
株
が
あ
っ
た
の
で
数
え
て
み
る
と
約
二
三
〇
の
年
輪
を
算

無
量
な
も
の
が
あ
る
。

し
た
。
火
の
海
が
樹
木
を
着
生
さ
せ
る
ま
で
に
約
八
六
〇
年
を
経

本
道
に
も
ど
り
、

富
岳
風
穴
停
留
所
で
下
車
し
、

風
穴
に
行
く

過
し
て
い
る
。
こ
の
岩
層
は
丸
尾
と
も
い
わ
れ
ア
ト
リ
ュ
ウ
ビ
ゴ

道
に
は
大
岩
盤
が
あ
り
、
こ
れ
は
縄
状
熔
岩
と
称
す
る
。

植
物
は

ケ
な
ど
で
被
わ
れ
、

尚
ガ
ス
噴
出
の

細
孔
が
あ
る
の
で
保
水
が
よ

コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
シ
ラ
ク
チ
ズ
ル
、
ア
カ
シ
デ
、
バ
ッ
コ
ヤ

く
真
夏
で
も
一
歩
此
の
中
に
入
れ
ば
ヒ
ヤ
リ
と
冷
涼
を
感
ず
る
。

ナ
ギ
、

ヤ
マ
ウ
ル
シ
、

タ
ラ
、

ウ
ツ
ギ
、
フ

サ
ザ
ク

ラ
、

リ
ョ
ウ

そ
の
僅
々
二
～
三
百
年
の

間
に
大
森
林
を
築
き
あ
げ
た
の
で
あ
ろ

ブ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
ク
サ
ボ

う
。

其
の
当
時
の
人
の
歴
史
を
展
望
す
る
と
我
が
国
で
は
徳
川
吉

タ
ン
、
ミ
ヤ
マ
イ
ボ
タ
、
ヨ
モ
ギ
、
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
、
ミ
ズ
キ
、

宗
の
享
保
の
治
で
天
下
泰
平
で
洋
書
の
解
禁
。

小
石
川
に
薬
草
園

バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ
、
メ
ナ
モ
ミ
、
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
、
イ
タ
ド
リ
、
ツ

(
現
在
東
大
植
物
園
)
。

甘
薯
か
ら
製
糖
が
あ
り
。

ド
イ
ツ
で

は
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
、
ア
オ
ハ
ダ
、
ヒ
ト
ツ
バ
カ
エ
デ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
、

フ
ァ
ー
レ
ン
ハ
イ
ト
が
世
界
最
初
の
科
学
的
寒
暖
計
(
華
氏
寒
暖

ソ
ヨ
ゴ
、
ミ
ネ
カ
エ
デ
、
ク
マ
イ
チ
ゴ
ヌ
ル
デ
、
オ
ニ
ツ
ル
ウ
メ

計
)
の
発
明
。

英
人
ヘ
ー
ル
ズ
は
血
液
循
環
運
動
の
解
明
。
仏
人

モ
ド
キ
、
ミ
ズ
メ
、
ア
セ
ビ
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

1

デ
・
レ
オ
ミ
ュ
ー
ル
は
列
氏
寒
暖
計
発
明
。
ス
エ
ー
デ
ン
の
セ
ジ

ジ
、
イ
ノ
デ
、
ア
シ
ボ
ソ
、
ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ア
カ
ソ
、
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ツ
ル
ア
リ
ド
オ
シ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
、
ア
ズ
マ
ツ
リ
ガ
ネ
ツ
ツ
ジ
、

道
路
添
の

植
物
は
フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ

デ
、

ッ
編

ヒ
ノ
キ
(
多
い
)、

ツ
タ
ウ
ル
シ
、
イ
ワ
ガ
ラ
ミ
、

ネ
ジ
キ
、
ア
ズ

コ
ヤ
ナ
ギ
、
バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ
、
フ
サ
ザ
ク
ラ
、
ミ
ズ
キ
、
ミ

ズ
然自

キ
ナ
シ
、
シ
ロ
バ
ナ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ

等
種
類
が
多
い
。
こ
の
風
穴
も

メ
、
ク
マ
シ
デ
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ア
オ
ハ
ダ
、
ツ
ガ
、
タ
カ

熔
岩
洞
穴
で
南
北
の
方
向
に
走
り
、
入
口
は
陥
落
孔
で
あ
る
。
此

ノ
ツ

メ
、

ウ
ワ
ミ

ズ
ザ
ク
ラ
、

カ
ツ

ラ
、

ツ
ル
ウ
メ

モ
ド
キ
、

ツ

所
で
は
、
模
式
的
の
縄
状
熔
岩
や
熔
岩
鐘
乳
や
熔
岩
棚
が
見
ら
れ

ノ
ハ
シ
バ
ミ
、
ホ
ウ
ノ
キ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
ク
リ
、
イ

る
。

米
国
の
ジ
ャ
ッ
ガ
ー
博
士
は
ハ
ワ
イ
の
洞
穴
と
全
然
同
一
だ

ボ
タ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ニ
シ
キ
ギ
、
ヒ
ロ
ハ
ツ
リ
バ
ナ
、
ミ
ヤ
マ

と
言
わ
れ
た
と
の
こ
と
。

ガ
マ
ズ
ミ
、
ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
、
オ
ノ

此
の
附
近
の
植
物
相
は
樹
海
の
典
型
的
な
も
の
で

あ
る
。

エ
ヤ
ナ
ギ
、
ア
ズ
キ
ナ
シ
、

コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
、
フ
サ
ザ
ク
ラ
、

( )
竜

宮
洞

窟
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
、
ツ
リ
バ
ナ
、
ア
セ
ビ

(
多
い
)
、

富
岳
風
穴
と
反
対
に
北
へ
行
く
大
き
な
道
路
が
あ
る
。
こ
の

道
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
マ
メ
ブ
シ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
シ

は
西
湖
へ
ぬ
け
る
が
、

途
中
右
に
道
を
と
る
と
紅
葉
台
行
き
で
あ

デ
ザ
ク
ラ
、
ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
メ
ギ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
ハ

る
。
こ
の
道
添
い
の

右
手
に

竜
宮
洞
穴
が
あ
る
。

標
高
九
四
〇

リ
モ
ミ
、
ニ
ワ
ト
コ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
ミ
ネ
カ
エ
デ
、
ア
ワ
ブ
キ
、

m
、
古
く
は
信
者
の
霊
場
で
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、

今
は
訪
れ
る
人

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、

ハ
ナ
イ
カ
ダ
、
ミ
ツ
バ

カ
エ
デ
、

ヒ
ノ
キ
、
ミ
ズ

も
少
い
。

直
径
三

m
余
の
大
穴
が
一
〇

m
の
斜
坑
を
造
っ
て
い

ナ
ラ
、
シ
モ
ツ
ケ
、
ホ
ツ
ツ
ジ
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ズ
ル
、
ヒ

る
。

ト
ツ
バ

カ
エ
デ
、

ウ
リ
カ
エ
デ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
ア
ズ
マ
ツ
リ
ガ

富
岳
風
穴
か
ら
、

此
所
を
過
ぎ
て
紅
葉
台
に
上
る
か
、
逆
の
道

ネ
ツ
ツ
ジ
、

ゼ
ン
マ
イ
、
イ
ワ
セ
ン
ト
ウ
ソ
ウ
、

マ
イ
ズ
ル
ソ

を
と
る
か
す
る
と
、

科
学
道
路
と
し
て
も
よ
い
の
で
、
所
々
の
樹

ウ
、
バ
ラ
イ
チ
ゴ
、
シ
ロ
バ

ナ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
ハ
ウ
チ
ワ

カ
エ

木
に
名
札
が
着
け
ら
れ
て
あ
る
の
は
よ
い
思
い
付
き
で
あ
る
。
た

デ
、
ア
カ
シ
デ
、
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
、
ハ
コ
ネ
ヒ

だ
無
心
の
者
が
札
の
付
代
え
を
す
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る

。
ヨ
ド
リ
、

オ
オ
バ
コ
、

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、
サ
ン

カ
ク
ズ
ル
、
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キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ
、

フ
ジ
ウ
ツ
ギ
等
密
生
し
て
い
る
。

風
穴
の

周
マ
ト
リ
ソ
ウ
、
ス
ノ
キ
、

ヒ
メ
ゴ
ヨ

ウ
、

コ
メ
ツ

ガ
、

ア
オ
ハ

囲
に
は
ヒ
ノ
キ
、
フ
サ
ザ
ク
ラ
、
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
ヒ
メ
コ

ダ
、

ア
カ
シ

デ
、

ヒ
ノ

キ
、

ハ
ナ
ヒ
リ
ノ

キ
、

ヤ
マ
ハ
ン

ノ
キ
、

マ
ツ
、
ツ
ガ
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
老
木
が
繁
っ
て
い
る

。
ヒ
ロ
ハ
ツ
リ
バ
ナ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
や
大
木
の
タ
カ
ノ
ツ
メ
、
ヤ
シ
ャ

こ
の
通
路
に
も
ア
セ
ビ
が
多
い
。
こ

れ
は
一
名
ア
セ
ボ
と

も
い

ブ
シ
等
や
岩
上
に
は
富
士
山
五
合
目
で
見
ら
れ
る
白
色
の
ハ
ナ
ゴ

い
、
箱
根
山
に
も
多
い
。

ケ
、

淡
緑
色
の
キ
ゴ

ケ
、

ヤ
グ
ラ
ゴ
ケ
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目

)八(
御

殿
庭

す
べ
き
こ
と
で

あ
る
。

殿
庭
は
標
高
九
七
〇

m
、
熔
岩
の
築
庭
の

様
で
庭
園
風
の
ア

(
大

正
道

カ
マ
ツ
が
配
置
よ
く

並
び
、

樹
海
で
は
唯
一
つ
の
明
る
い
風
景

御
殿
庭
か
ら

根
場
部
落
に
通
ず
る
道
で
、

右
は
熔
岩
地
、
左
は

で
、
御
殿
庭
の
名
も
生
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
〇
年
前
迄
は
探

御
坂
層
で
境
界
を
切
り
開
い
た
も
の
で
あ
る
。

西
湖
入

ロ
バ
ス
の

勝
者
の
唯
一
の
憩
の
場
所
で
、

賑
わ
い
、
静
に
観
賞
し
た
も
の
で

停
留
所
か
ら
左
右
の

植
物
を
見
る
と
、
ア
マ
カ
ツ
の
大
木
が
多

あ
る
が
、
今
は
徒
歩
の
者
は
極
め
て
稀
で
あ
り
車
の
往
来
で
紅
塵

い
。

次
い
で
マ
ル
バ
カ
エ
デ
も
多
い
。

ネ
ジ

キ
、

ヤ
マ
ウ
ル
シ
、

万
丈
の
巷
と
化
し
愛
ず
る
人
も
な
い
。
茶
屋
も
廃
屋
と
化
し
変
遷

ミ
ズ
ナ
ラ
、
ウ
リ
カ
エ
デ
、
コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
、
ヒ
ロ
ハ
ノ
ツ
リ
バ

の
速
か
な
こ
と
に
驚
く
。

ナ
、
オ
ニ
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
、
ゴ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
ミ

ア
カ
マ
ツ
、
相
生
に
な
る
ウ
ツ
ク
シ
ノ
マ
ツ
、

リ
ョ
ウ
ブ
、

フ
ズ
メ
、
コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
、
マ
マ
コ
ナ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
ツ
ガ

ジ
ザ
ク
ラ
、
ウ
リ
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
、

(非
常
に
多
い
)
、
オ
オ
バ
ガ
マ
ズ
ミ
、
ア
カ
シ
デ
、
ハ
リ
モ
ミ
、

ザ
イ
フ
リ
ボ
ク
、

ビ
ロ
ウ
ド
ウ
ツ
ギ
、

ネ
ジ

キ
、

ノ
リ
ウ
ツ

ギ
、

コ
ア
ジ
サ
イ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
イ
ヌ
ガ
ン
ソ
ク
、
ウ
ラ
ジ

ロ
ノ

コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
、
ア
セ
ビ
、
マ
マ
コ
ナ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
ミ
ズ
メ
、

キ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
イ
ワ
ガ
ラ
ミ
、
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
ウ
ワ
ミ

イ
タ
ド
リ
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
、
キ
リ
ン
ソ
ウ
、

ク
マ
シ
デ
、

ウ
リ
ハ

ズ
ザ
ク
ラ
、
ミ
ズ
キ
、
コ
ナ
ラ
、

キ
ブ
シ
、

ヒ
ナ
ウ
チ
ワ
カ
エ

ダ
カ
エ
デ
、

ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

カ
ラ
マ
ツ
、

ネ
ズ
、
ツ

デ
、
ウ
ツ
ギ
、
ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ミ
ヤ
マ
ク
マ
ワ
ラ
ビ
、
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ハ
ナ
イ
カ
ダ
、

ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
、

タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
ア
ワ
ブ

キ
、

デ
、
ク
マ
イ
チ
ゴ
、
コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、
な
ど
で
あ
る
が
ア
カ
マ
ツ

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
バ

イ
カ
ウ
ツ
ギ
、

サ
ン
カ
ク
ズ
ル
、

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ

が
断
然
優
勢
で
あ
る
。

ク
ラ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
大
木
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
イ
ヌ

湖
畔
沿
の
路
傍
に
は
、
ダ
ン
ド
ボ
ロ
ギ
ク
(
帰
化
植
物
)、

ア
カ

エ
ン
ジ
ュ

(
白
花
が
目
を
引
く
)

樹
海
を
出
ぬ
け
る
所
は
カ
ラ
マ

マ
ツ
、
フ
ジ
イ
バ
ラ
、
ウ
ツ
ギ
、
シ
ラ
カ
バ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、

ツ
や
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植
林
が
し
て
あ
る
が
生
育
が
よ
い
。

リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
マ
ホ
タ
ル
ブ

( )
藤

崎
‒ ‒
西

湖
ク
ロ
、

湖
岸
へ
下
り
た
つ
と
ミ
コ
シ
ガ
ヤ
、
ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ
、

此
の
間
は
海
抜
九
四
〇
～
九
五
〇
m
で
、

青
木
ヶ
原
熔
岩
が
長

ク
サ
ヨ
シ
、

ト
モ
エ
ソ
ウ

(
多
い
)、

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
、

メ
ド
ハ

尾
山
か
ら
押
出
さ
れ
末
端
が
此
の
地
ま
で
の
び
た
所
で
あ
る
。
森

ギ
、
ミ
ヤ
コ
グ
サ
、
ア
メ
リ
カ
タ
ウ
コ
ギ
(
北
米
原
産

)、
イ
ヌ
ゴ

林
か
ら
わ
か
れ
る
と

根
場
部
落
が
現
わ
れ
広
々
と
し
た
平
原
で
、

マ
、
ケ
フ
シ
グ
ロ
、
イ
タ
ド
リ
、
メ
ド
ハ
ギ
、
ヨ
モ
ギ
な
ど
で
あ

c

東
方
に
西
湖
が
鏡
の
よ
う
に
見
え
る
。
南
方
右
手
に
は
青
木
ヶ
原

る

e。

の
森

林、
北
方
左
手
は
伐
採
さ
れ
た
跡
地
の
稚
樹
や
耕
地
で
あ

こ
れ
か
ら
蝙
蝠
穴
に
行
く
道
で
広
い
熔
岩
地
が
あ
る
が
、

野
火

る
。

で
伐
採
跡
の
稚
樹
が
焼
失
し
一
面
の
焼
野
ヶ
原
で
あ
る
。
こ
こ
に

右
手
に
は
モ
ミ
、
ア
カ
マ
ツ
の
大
木
が
あ
る
が
道
は
こ
れ
と
別

立
ち
上
っ
た
の

が
、
ス
ス
キ
、

ウ
ツ
ギ
、

タ
ケ
ニ
グ
サ
、
ダ
ン
ド

れ
て
稚
樹
の
間
を
通
る
。
リ
ョ
ウ
ブ
、
コ
ナ
ラ
、
ツ
ク
バ
ネ
、
ア

ボ
ロ
ギ
ク
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
シ
ラ
カ
バ
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、

セ
ビ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
、
ズ
ミ
、
ウ
リ
カ
エ
デ
、
バ
ッ

ヒ
メ
シ
ダ
、
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
、
イ
タ
ド
リ
な
ど
で
あ
る
。
之
等

コ
ヤ
ナ
ギ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
ク
リ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
ツ
リ
バ
ナ
、

は
何
時
も
裸
地
の
先
駆
者
と
な
る
。

ア
カ
シ
デ
、
ハ
カ
リ
ノ
メ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

( )
西
湖
の
蝙
蝠
穴
‒
富
岳
風
穴

ジ
、
コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
、
ネ
ジ
キ
、
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、

こ
の
焼
原
を
過
ぎ
る
と
、
再
び
樹
海
に
は
い
る
。
ツ
ガ

(
多

シ
モ
ツ
ケ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
ザ
イ
フ
リ
ボ
ク
、
イ
タ
ド
リ
、
ヌ
ル

い
)
、

ト
ネ
リ
コ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
ソ
ョ
ゴ
、
ア
セ
ビ
、

シ
ラ
カ
バ
、
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ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
、

ヒ
ロ
ハ
ウ
リ
バ

ン
、

ナ
ギ
ナ
タ
ガ

ヤ
、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ

サ
、

ヤ
ナ
ギ
バ

ヒ

ナ
、
ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
、
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
オ
オ

メ
ジ

ョ
オ
ン
、

ゲ
ン

ノ
シ
ョ
ウ
コ
、

ヨ
モ
ギ
、
ス
ズ
メ
ノ
チ
ャ
ヒ

バ
ガ
マ
ズ
ミ
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
ク
リ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
な
ど
の
林
を

キ
、
ナ
ン
テ
ン
ハ
ギ
、
メ
ド
ハ
ギ
、
ミ
ヤ

コグ
サ
、
ナ
ワ
シ
ロ
イ

過
ぎ
る
と
、

蝙
蝠
穴
に
つ
く
。
ツ
ガ
、
ヒ
ノ
キ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、

チ
ゴ
、
コ
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
、
ミ
コ
シ
ガ
ヤ
、
ゴ
ウ
ソ
、
ヤ
ノ
ネ

ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
繁
っ
た
中
に
富
士
山
最
大
の
熔
岩
洞
穴
で
、

内
グ
サ
、
ヒ
メ
シ
ダ
、
ハ
ル
ノ
ゲ
シ
、
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
オ
ト
ギ
リ
ソ

部
も
複
雑
で
入
口
で
の
ぞ
く
位
が
安
全
で
あ
る
。
奥
は
キ
ク
ガ
シ

ウ
、
カ
モ
ガ
ヤ
、
ヨ
ツ
バ
ム
グ
ラ
、
ト
モ
エ
ソ
ウ
、

コ
ケ
オ
ト
ギ

ラ
コ
ウ
モ
リ
の
す
み
か
で
あ
る
。
側
ら
に
は
別
の
洞
穴
の
天
井
が

リ
、
サ
ン
カ
ク
ズ
ル
、
ウ
ツ
ギ
(
多
い
)
、
カ
モ
ジ
グ
サ
、
ビ
ロ
ウ

落
ち
て
大
き
な
溝
が
造
ら
れ
て
、
険
阻
で
あ
る
。

低
木
に
は
シ
モ

ド
ウ
ツ
ギ
、
ア
カ
ソ
、
コ
ア
カ
ソ
、
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
、
ア
カ
マ
ツ

ツ
ケ
、

ホ
ツ
ツ
ジ
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
ア

セ
ビ
、
ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ
カ

な
ど
で
、
バ
ス
道
路
沿
い
に
東
へ
進
む
と
、

シ
モ
ツ
ケ
、

ヤ
マ
ハ

マ
ド
、
ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
な
ど
が
あ
る
。

ン
ノ
キ
、
イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
、

ホ
ウ
ノ

キ
、

ヒ
ノ
キ
(
少
い
)
、
コ

こ
れ
か
ら
道
を
南
に
と
る
と
、

竜
宮
入
口
を
経
て
富
岳
風
穴
の

ナ
ラ
、
イ
ヌ
シ
デ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ヌ
ギ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ミ
ズ

バ
ス
道
路
に
出
る
。
竜
宮
入
口
迄
の
植
物
も
同
様
の
も
の
で
、
ヒ

ナ
ラ
な
ど
や
、

植
林
に
は
ヒ
ノ

キ
、

ス
ギ
な
ど
が
あ
る
。

左
手
に

ト
ツ
バ
カ
エ
デ
、
ミ
ヤ
マ
イ
ボ
タ
、
ゴ
ヨ
ウ
イ
チ
ゴ
、
コ
ア
ジ
サ

御
坂
層
の
切
通
し
が
あ
り
輝
緑
玢
岩
の

岩
脈
が
現
わ
れ
て
い
る
。

イ
、
ツ
ガ
(
多
い

)、
ヒ
ノ

キ
、
シ
ラ
カ
バ
(
共
に
少
い
)
等
で
あ

右
下
は
深
い
谷
で
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
(
多
い
)
、
コ

る
。

ナ
ラ
、
ク
リ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
フ
ジ
ウ
ツ
ギ
、
ニ

D
精

進
湖
‒一
御
殿
庭

ワ
ト
コ
、
ク
マ
シ
デ
、
イ
ヌ
ブ
ナ
、
樹
下
に
は
、
ヤ
マ
ア
ジ
サ

精
進
湖
は
五
湖
の
内
で
は
一
番
小
さ
い
が
、
風
景
は
勝
れ
て
お

イ
、
ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
、
イ
ワ
イ
タ
チ
シ
ダ
、
サ
ワ
ダ
ツ
、
ム
ラ
サ

り
、
閑
静
で
よ
い
。
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
の
頃
は
賑
う
。

水
面
標
高
九

キ
シ
キ
ブ
、
サ
ル
ナ
シ
、
イ
ワ
ガ
ラ
ミ
、
ウ
マ
ノ
ミ
ツ
バ
、
フ
タ

〇
二

m
、
赤
池
附
近
の
湖
辺
に
は
、

葉
の
細
い
コ
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ

リ
シ
ズ
カ
、
ミ
ツ
バ
、

フ
ク
ロ
シ
ダ
、

イ
ヌ
ワ
ラ
ビ

な
ど

あ
り
、
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旧
道
の
方
が
植
物
を
見
る
に
は
よ
い
。
ア
セ
ビ
の
大
木
が
多
い
。

ミ
ジ
イ
チ

ゴ
、
ク
ロ
モ
ジ
、
バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
、
ウ

珍
ら
し
い
の
は
、
ミ
ツ
バ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
と
ホ
テ
イ
シ
ダ
で
あ

マ
ノ
ミ
ツ
バ
、
ア
セ
ビ
、
ツ
リ
バ
ナ
、
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
、
イ
タ
チ

然
る

。
シ
ダ
、
ミ
ヤ
マ
ク
マ
ワ
ラ
ビ
、
ツ
ガ
、
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
ハ
リ
ギ

I

博(
本
栖
湖
附
近
‒一
精
進
湖

リ
、

ナ
ン
キ
ン
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、

タ
カ
ノ
ツ
メ
、
ツ

本
栖
湖
は
水
面
標
高
九
〇
二
m
で

精
進
湖
と

同
位
、

西
湖
よ
り

ル
シ
キ
ミ
、
イ
ボ
タ
、
ニ
ワ
ト
コ
、
ハ
リ
モ
ミ
、
ホ
ウ
、
シ
ラ
カ

は
一

m
低
い
が
三
湖
の
連
続
を
、
青
木
ヶ
原
熔
岩
で
押
し
分
け
た

バ
、
コ
ブ
シ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
ナ
ツ
ハ
ゼ
、
ア
オ
ハ
ダ
、
バ
イ
カ
ウ
ツ

事
が
想
像
さ
れ
る
。

此
所
も
幽
邃
の
地
で
混
雑
す
る
の
は
観
光
車

ギ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
ウ
リ
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
ヤ
マ
ツ
ツ

の
休
憩
し
て
い
る
間
だ
け
で
あ
る

。
ジ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ヤ
ク
シ
ソ
ウ
な
ど
で
あ
る
が
、
イ
ヌ
エ
ン

湖
岸
に
は
葉
の
細
い
ホ
ソ
バ
イ
ヌ
タ
デ
、

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
、

ジ
ュ 、

ヤ
シ
ャ
ブ
シ
、
ミ
ズ
メ
、
ネ
ジ
キ
な
ど
加
え
て
精
進
ま
で

ウ
シ
ノ
シ
ッ
ペ
イ
、
オ
オ
バ
コ
、
ニ
ワ
ヤ
ナ
ギ
、
カ
ゼ
ク
サ
、
オ

続
く
。

キ
メ
ヒ
シ
バ
、
カ
ラ
ス
ノ
ゴ
マ
、
ツ
ユ
ク
サ
、

ト
ウ
バ
ナ
、
ア
メ

ア
カ
マ
ツ
、

ヒ
ノ
キ
な
ど

多
く
見
ら
れ
殊
に
ヒ
ノ
キ
は
植
林
も

リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
、
ミ

あ
り
生
育
が
よ
い
。

ゾ
ソ
バ
、
ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
、
ス
ス
キ
な
ど
で
、

西
に
原
始

岡
富
士
山
三
合
目
一
鳴
沢

林
の
小
さ
な
森
が
あ
る
が
バ
ラ
モ
ミ
、
ヒ
ノ
キ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ

三
合
目
の
バ
ス
停
留
所
か
ら
下
っ
た
(
標
高
一
、

八
〇
〇
m )

、

デ
、
ケ
ヤ
キ
等
の
大
木
が
あ
り
、
之
に
ツ
タ
ウ
ル
シ
や
ツ
ル
マ
サ

シ
ラ
ビ
ソ
、
コ
メ
ツ
ガ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
の
安
定
高
木
林
の
下

キ
が
巻
き
つ
い
て
い
る
。
東
方
バ
ス
道
路
に
添
っ
た
原
生
林
の
中

に
は
、
ミ
ヤ
マ
ワ
ラ
ビ
、
コ
バ
ノ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
、
シ
ナ
ノ
キ
、

に
は
い
る
と
モ
ミ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ク
リ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ
ハ
ウ
チ

ク
マ
イ
チ
ゴ
、
若
木
の
シ
ラ
ビ
ソ
、
ミ
ヤ
マ
マ
タ
タ
ビ
、
ヤ
マ
オ

ワ
カ
エ
デ
、
ツ
タ
ウ
ル
シ
、
サ
ン
カ
ク
ズ

ル
、

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
ア

ダ
マ
キ
、
ヨ
モ
ギ
、
ウ
ラ
ハ
グ
サ
、
ウ
ド
、
イ
タ
ド
リ
、
〇
フ
ジ

ズ
キ
ナ
シ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
サ
ワ
ダ
ツ
、

モ
イ
ボ
タ
(
少
い
)、

ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
シ
ラ
ビ
ソ
、
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ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
カ
ニ
コ
ウ
モ
リ
、
ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ク
ル

ク
、
ゴ
ヨ
ウ
イ
チ
ゴ
、
ク
ワ
ガ
タ
ソ
ウ
、
ア
カ
バ
ナ
な
ど
。

マ
バ
ッ
ク
バ
ネ
ソ
ウ
、
ニ
ワ
ト
コ
、
ト
ウ
ヒ
、
ヤ
ク
シ
ソ
ウ
、
バ

噴
気
孔
あ
り
、
ヒ
ノ
キ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ヤ

イ
カ
オ
ウ
レ
ン
、
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
、
オ
オ
カ
メ
ノ

マ
ハ
ン
ノ
キ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ラ
カ
バ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ナ
ナ
カ
マ

キ
、
シ
ロ
バ
ナ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
イ
ワ
ガ
ラ
ミ
、
ミ
ヤ
マ
ノ
キ
シ
ノ

ド
、
ヒ
ロ
ハ
ノ
ツ
リ
バ
ナ
、
ミ

ネ
カ
エ
デ
、
ミ

ヤ
マ
ヤ
エ
ム
グ

ブ
、
バ
ラ
イ
チ
ゴ
、
タ
マ
ブ

キ
、
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
、
フ
ジ
オ
ト
ギ

ラ
、
シ
ロ
バ
ナ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
イ
ボ
タ
ノ
キ
、
ク
マ
ワ
ラ
ビ
、
ヤ

リ
、
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ズ
ル
、
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
、
ハ
ク
サ
ン
オ
ミ

ハ
マ
ン
ノ
キ
、
ツ
ル
デ
ン
ダ
、
ワ
ダ
ソ
ウ
、
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
コ

ナ
エ
シ
、
タ
ケ
シ
マ
ユ
リ
、
ス
ズ
タ
ケ
、
フ
ジ
テ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
、

バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
、
シ
シ
ガ
シ
ラ
、
バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ
、
ノ
リ
ウ
ツ

カ
ツ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
フ
、
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
、
ク
ロ
カ
ン
バ
、

ブ
ギ
、
ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
。
附
近
に
第
二
の
噴
気
孔
や
伐
採
小
屋
あ

ナ
、
シ
モ
ツ
ケ
、
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
、
マ
メ
グ
ミ
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
な
ど

り
、
ミ

ズ
キ
、
ヒ
ノ
キ
、
ツ
ガ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ハ
リ
モ
ミ
、

の
あ
る
森
林
帯
で
あ
る
。

ア
ズ
キ
ナ
シ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
ク
ロ
モ
ジ
等
あ
り
。

県
営
二
合
目
造
林
小
屋
(
標
高
一
、
七
〇
〇
m )

三
ツ
峠
の
頂

一
合
目
(
標
高
一
、
三
四
〇
m )

青
木
ヶ
原
を
造
っ
た
、

長
尾

上
と
略
々
同
高
で
あ
る
。
附
近
は
伐
採
跡
で
原
野
に
な
っ
て
い

山
(
標
高
一
、
四
三
四
m )

の
東
側
で
近
く
天
神
峠
あ
り
て
十
字

る
。
ア
ヤ
メ
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク

路
で
あ
る
。
附
近
に
は
ア
カ
マ
ツ
の
大
木
が
多
い
、

明
る
く
て
展

サ
、
ノ
ア
ザ
ミ
、
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
、
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
オ

望
も
よ
い
。
カ
ラ
マ
ツ
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ

デ
、

オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
、

オ
ニ
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
、
フ
ジ
イ
バ

ラ
、
ニ
ガ

イ
ボ
タ
ノ
キ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
ホ
ウ
ノ
キ
、
ツ
ガ
、
セ
ン
ノ

ナ
、

タ
カ
サ
ゴ
ソ
ウ
、
ク
サ
ボ
ケ
、

少
し
下
る
と

森
林
に
な
る
。

キ
、
シ
ラ
カ
バ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ミ

ズ
キ
、

カ
ツ

ミ
ズ
ナ
ラ
、
ブ
ナ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
ス
ズ
タ
ケ
、
タ
ラ
ノ
キ
、
フ

ラ
な
ど

あ
り
。
こ
れ
か
ら

青
木
ヶ
原
の
熔
岩
地
帯
に
は
い
る
。

タ

ジ
ザ
ク
ラ
、
ク
ジ
ャ
ク
シ
ダ
、
ク
ロ
イ
チ
ゴ
、
ホ
ウ
ノ
キ
、
ヤ
マ

マ
ア
ジ
サ
イ
、
ミ
ヤ
マ
ク
マ
ワ
ラ
ビ
、
ヒ
ノ
キ
の
大
木
、
ミ
ズ

ハ
ン
ノ
キ
、
ウ
ド
、
ダ
ケ
ブ
キ
、
ノ
ブ
キ
、
ミ
ズ
キ
、

サ
ワ
ギ

メ
、
ア
オ
ハ
ダ
、
ウ
シ
コ
ロ
シ
、
ヒ
メ
ゴ
ヨ
ウ
な
ど
の

森
林
で
あ
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岩

102

る
。

再
び

伐
採
地
に
出
る
。
シ
ラ
ビ
ソ
、
ス
ス
キ
、

カ
ワ
ラ
マ
ツ

ら
九
〇
〇

m、
東
西
八
』
、
南
北
六
血
に
広
が
っ
た
地
域
で
あ

2

バ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
マ
ル
バ
カ
エ
デ
、
ク
マ
シ
デ
、
ソ
ヨ
ゴ
、

ツ
る
。

1

ガ
、

ヒ
ノ
キ
、

ヤ
グ
ル
マ
ソ
ウ
、
ア
ケ
ビ
、

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、

エ
ビ
ガ
ラ
イ
チ
ゴ
、

キ
リ
ン
ソ
ウ
、

コ
ウ
ゾ
リ
ナ
、
ツ
リ
ガ
ネ
ニ

-
溶

岩

ン
ジ
ン
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
、
コ
ブ
シ
、
オ
オ
マ
ツ
ョ
イ
グ
サ
な
ど

青
木
ヶ
原
は
、
長
尾
山
か
ら
流
下
し
た
熔
岩
流
が
五
～
二
五

㎝

あ
り
、
開
墾
地
と
な
り
ク
ワ
や
牧
草
の

栽
植
あ
り
。

の
薄
い
厚
み
で
流
れ
、
大
室
山
の
寄
生
火
山
に
衝
突
し
て
左
右
に

こ
の
コ
ー
ス
で
は
イ
ボ
タ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
が
あ
る
こ
と
、
二

分
か
れ
、
そ
の
末
端
は
剣
海
に
落
ち
込
み
、
西
湖
と
精
進
湖
の
二

合
目
近
く
と
一
合
目
下
り
と
に
樹
海
の
林
相
に
稍
似
た
所
が
一
部

湖
に
分
け
た
。

熔
岩
は
鉱
滓
状
溶
岩
が
多
く
、

西
湖
南
岸
に
は
模

に
あ
っ
た
だ
け
で
、

富
士
山
本
体
の
林
相
で
あ
る
こ
と
と
、

伐
採

式
的
な
縄
状
熔
岩
も
み
ら
れ
る

。

に
よ
り
改
変
さ
れ
て
い
る
所
が
多
い
。
長
尾
山
の
南
面
は
熔
岩
の

熔
岩
ト
ン
ネ
ル
は
、

熔
岩
が
流
下
し
冷
却
の
際
に
表
面
か
ら
固

分
解
土
で
被
覆
さ
れ
闊
葉
樹
が
多
い
。

結
し
て
い
き
、
内
部
は
ま
だ
流
動
熔
融
体
で
あ
る
の
で
、
そ
の
自

重
あ
る
い
は
ガ
ス
の
圧
力
で
薄
壁
を
破
り
内
部
の

流
動
熔
融
体
が

5
[
青
木
ヶ
原
の
土
壌
と

森
林
〕

山術

梨セ
ン 県
林タ
ー 業
技
清

藤
城
宏

流
れ
出
し
て
作
ら
れ
た
横

穴、
縦
穴
の
大
空
洞
で
あ
る
。

鳴
沢
氷

平
成
三
年
(
一
九
九
一
)

穴
、
富
岳
風
穴
が
有
名
で
、
地
下
深
く
外
気
の
影
響
を
う
け
な
い

青
木
ヶ
原
は
富
士
山
の
北
西
部
に
位
置
し
、

一
般
に
青
木
ヶ
原

こ
れ
ら
の
熔
岩
ト
ン
ネ
ル
は
、
か
つ
て
は
天
然
の
冷
蔵
庫
と
し
て

樹
海
と
呼
ば
れ
て
い
る

地
域
で
あ
る
。
本
地
域
は
八
六
四
年
に

標
種
子
の
貯
蔵
に
使
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
る
。

高
一
、

四
二
〇
m
の
長
尾
山
よ
り
熔
岩
が
噴
出
し
、

東
経
約
一
三

熔
岩
樹
型
は
熔
岩
が
流
下
す
る
際
、

森
林
を
包
囲
し
、

樹
木
の

八
度
三
六
分
か
ら
一
三
八
度
四
一
分
三
〇
秒
、
北

緯
三
五
度
二
七

木
質
を
焼
き
つ
く
し
て
出
来
た
空
洞
が
熔
岩
樹
型
で
あ
る
。

片
蓋

分
か
ら
三
五
度
三
〇
分
に
至
る
地
域
で
、
標
高
一
、
三
〇
〇
m
か

山
、
弓
射
塚
両
寄
生
火
山
間
の
熔
岩
流
地
帯
に
あ
る
も
の
が
最
も
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c m

L 2cm
.

ーーー S
E

三
F 25cm A0層

次
10 H 2cm

A層
35cm,腐植13.8%
10YR4/6SL

A 未風化小角礫土
大角礫含む

G

45

C層
50cm+, 腐植16.7%
7.5YR4/6SL

C 未風化大角礫上

f
図-1 青木ヶ原の土壌断面

1103

2
土

壌

約
一
、

一
〇
〇
年
経
過
し
て
い

る
が
、
岩
屑
の

風
化
も
進
ま
ず
、

2

土
壌
化
は
微
々
た
る

も
の
で
あ

F
H

A
C

る
。

土
壌
層
の

特
徴
は
、
A
層
が

発
達
し
、

A
層
が
そ
の
下
に
あ

0

り
、

B
層
が
発
達
せ
ず
、
母
岩
の

C
層
に
な
る

点
で
あ
る
。

土
壌
断

面
を
図| 1

に
示
す
。

表
層
の

L

o
f

層
は
一
～
二

㎝
程
度
で
イ
ワ
ダ
レ

ゴ
ケ
で
ほ
と
ん
ど
お
お
わ
れ
、
落

0
5

5
4

葉
落
枝
は
ツ

ガ
、

ヒ
ノ
キ
を

主

多
く
、

顕
著
で
あ
り
、

青
木
ヶ
原
が
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と

に
、
ソ
ヨ
ゴ
、
カ
エ
デ
、
ア
セ
ビ
な
ど
で
あ
る
。
F
層
は
五

㎝
前

を
示
す
。

後
と
厚
く
、
ツ

ガ
、
ヒ
ノ
キ
の
針
葉
樹
の
落
葉
が
堆
積
し
、
未
分

青
木
ヶ
原
樹
海
地
帯
の
一
部
大
室
山
の

北
部
で

は
、

青
木
ヶ
原

解
の
た
め
菌
糸
層
も
見
ら
れ
る
。

H
層
は
一
～
三

㎝
程
度
で
あ

A
熔
岩
流
よ
り
は
る
か
に
古
い
大
室
山
熔
岩
流
、

本
栖
熔
岩
流
が
青

る
。
A
層
はH I

層
と
も
と
れ
る
が
、
分
解
途
上
の
礫
層
を
考

木
ヶ
原
熔
岩
流
に
覆
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

火
山
灰
土
壌
が
露
出
し

え
る
と
四
〇
一
五
〇

㎝
で
、
小
中
角
礫
土
を
主
体
に
、
大
角
礫
土

1

て
い
る

。
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

構
造
と
し
て
は
細
粒
状
構
造
を
な
し
、
透
水
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性
が
大
で
、

樹
木
の
根
が
発
達
し
て
い
る
層
で
あ
る
。
し
か
し
、

ブ
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
ク
ロ
ソ
ヨ
ゴ
、
ハ
イ
シ
キ
ミ
、
ヒ
カ
ゲ
ッ
ツ

編
そ
の
下
は
C
層
の
未
風
化
の
角
礫
土
で
根
の
進
入
す
る
余
地
は
な

ジ
、
ア
オ
ダ
モ
が
多
く
、

草
本
で
は
、
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
、
チ
ゴ
ュ

1

く
、

樹
木
支
持
に
は
、

台
風
な
ど
の
風
害
に
弱
い
基
盤
と
な
っ
て

リ
、
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
、
コ
ケ
類
で
は
イ
ワ
ダ
レ
ゴ
ケ
、
コ
ケ
シ
ノ

I
I

い
る

。
ブ
が
多
い
。

森
林
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
と
、

疎
開
ア
カ
マ
ツ

林、
ア
カ
マ
ツ

3
森

林
林
、

ツ
ガ
ー
ア
カ
マ
ツ
林
、
ツ
ガ
林
、

ヒ
ノ
キ
ー
ツ
ガ

林
、

ヒ
ノ

青
木
ヶ
原
は
山
地
帯
で
、
本
来
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
の
落
葉
広
葉

キ
林
、
落
葉
広
葉
樹
林
の
七
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

疎
開
ア
カ
マ
ツ

樹
林
帯
で
あ
る
が
、

針
葉
樹
主
体
の

森
林
を
形
成
し
て
い
る
。

高
林
は
、

山
火
事
跡
地
の
露
出
熔
岩
地
に
限
っ
て
成
立
し
、
ア
カ
マ

木
層
は
、
ツ
ガ
、
ヒ
ノ
キ
が
多
く
、
ハ
リ
モ
ミ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、

ツ
の
後
継
稚
樹
も
多
い
。
ア
カ
マ
ツ
林
の
タ
イ
プ
で
は
、

前
述
の

ト
ウ
ヒ
、
ア
カ
マ
ツ
、

ネ
ズ
ミ
サ
シ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
が
混
成
し

林
分
と
こ
と
な
り
、

林
冠
が
閉
鎖
し
、
後
継
稚
樹
に
ツ
ガ
が
見
ら

て
い
る
。

樹
齢
は
筆
者
が
調
べ
た
結
果
で
は
最
高
樹
齢
で
ツ
ガ
の

れ
る
の
が
特
徴
的
で

あ
る
。
ツ
ガ
ー
ア
カ
マ
ツ

林
、
ツ
ガ
林
タ
イ

三
五
六
年
、
ヒ
ノ
キ
で
は
二
四
〇
年
で
あ
っ
た
。
平
均
で
は
、
一

プ
は
い
ず
れ
も
ツ
ガ
の

優
先
し
た
林
で

あ
る
。

ヒ
ノ
#キ
ー
ツ
ガ

五
〇
年
前
後
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
広
葉
樹
で
は
ミ
ズ
ナ
ラ
、

林
、
ヒ
ノ
キ
林
は
ヒ
ノ
キ
が
七
〇
%
以
上
を
占
め
る
林
分
で
、
こ

ア
カ
シ
デ
、
ミ
ズ
メ
、
ク
マ
シ
デ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
タ
カ
ノ
ツ

の
地
域
は
本
州
の
太
平
洋
側
に
位
置
す
る
が
、

郡
落
組
成
要
素
か

メ X、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、

カ
ジ
カ
エ
デ
等
が

ら
は
、

日
本
海
型
も
局
所
的
に
出
現
す
る
。

落
葉
広
葉
樹
林
は
熔

よ
く
目
に
つ
く
。
亜
高
木
で
は
、
ソ
ヨ
ゴ
、
ク
ロ
ソ
ヨ
ゴ
、
ア
セ

岩
の
被
覆
を
免
れ
た
土
壌
の
厚
い
地
域
に
み
ら
れ
た
。

ビ
、
ヒ
ロ
ハ
ノ
ツ
リ
バ
ナ
、
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
が
多

青
木
ヶ
原
の
植
生
遷
移
を
考
え
る
と
、
ア
カ
マ
ツ
林
→
ツ
ガ
林

い
。
低
木
層
で
は
ツ
ル
シ
キ
ミ
、
ア
カ
ミ
ノ
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
ソ
ヨ

→
ヒ
ノ
キ
林
→
落
葉
広
葉
樹
林
の
系
列
が
推
測
さ
れ
る

。

ゴ
、
ヒ
ロ
ハ
ノ
ツ
リ
バ
ナ
、
ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
リ
ョ
ウ
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図-2 青木ヶ原における森林タイプの分布
(呉ら1989)
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6
〔
鳴
沢
村
の

土
壌
]

山農
梨業
県試
験 総
合場

秋
山
康
三

平
成
三
年
(
一
九
九
一
)

1
地
域
の

概
況

本
地
域
は
山
梨
県
の

東
南
、

富
士
山
の
北
裾
野

に
位
置
す
る
。

標
高
は
低
い
と
こ
ろ
で
も
約
一
、

〇 ○
〇
〇

m
と
い
う

高
原
地
帯
で
あ
る

。

地
域
内
の
農
耕
地
は
富
士
火
山
灰
に
よ
り
被
覆

さ
れ
、

そ
の
下
層
に
は
火
山
砂
礫
土
を
介
在
す
る

た
め
保
水
力
は
小
さ
い
。

年
平
均
気
温
九
・
五

A
G
A

℃
、

降
水
量
一
、

六
〇
〇

㎜
と
寒
冷
多
雨
地
域
で

あ
る
が
、
保
水
力
が
小
さ
い
た
め
常
習
干
ば
つ
地

帯
と
な
っ
て
い
る
。
農
耕
地
面
積
は
二
四
〇

m
で

あ
り
、
す
べ
て
普
通
畑
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。
一
戸
当
り
の
平
均
耕
地
面
積
は
〇
・
五

k
と

小
規
模
で
且
つ
耕
地
は
分
散
し
て
い
る

が
、

高
冷

地
野
菜
の

産
地
で
あ
り
、

一
次

産
業
就
業
率
が

高

い
地
域
で

あ
る

。

2
土
壌
断
面
形
態
と
土
壌
分
布

鳴
沢
地
域
の
農
耕
地
の
約
二
四
〇

k
の
土
壌
は



自 然 編

2)1)
1 2 3
土船統 日下部統 大 津統

//黒色 黒色
(7.5YR/12) 1褐 色 (7.5YR/)ISL %/ (7.5YR)
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図2 代表断面柱状図
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図
1
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
り
、

す
べ
て
黒
ボ
ク
土
壌
が
分
布
し

編
て

い
る

。

3
土
壌
統
群
を
み
る
と
厚
層
黒
ボ
ク
土
壌
の
大
津
統
・
七
本
桜

I
I

統
、

お
よ
び

粗
粒
黒
ボ
ク
土
壌
の
土
船
統
、
淡
色
黒
ボ
ク
土
壌
の

日
下
部
統
が
含
ま
れ
て
い
る
。
代
表
断
面
の
柱
状
図
は
図
2
の
と

M
a
n
g

D

2

→

4

お
り
で

あ
る
。

4

el
a Se

大
津
統
は
表
層
の
三
〇
～
四
〇

c内
外
は
腐
植
含
量
一
四
～
二

〇
%
程
度
の
多
腐
植
層
で
あ
り
、
下
層
は
八
～
一
〇
%
の
腐
植
含

�

量
の
黒
色
火
山
灰
土
で
あ
る
。
土
性
は
壊
～
植
壌
土
で
あ
る
。
土

)
3 )

色
は
表
土
は
黒 I

(
N
1
、
下
層
は
黒
褐
(
七
・
五 R 2 /Y

)

を
示
す
、

全
層
と
も
礫
含
量
は
少
な
く
孔
隙
が
多
く
、
ち
密
度
は

日
下
部
統
は
表
層

(
五
〇
～

六
〇

㎝ )
は
腐
植
含
量
が
四
～

粗
で
あ
る
。
大
田
和
か
ら
鳴
沢
に
か
け
て
の
平
坦
地
に
分
布
す
る
。

六
%
で
、
土
色
は
黄
褐
色
の
壌
質
土
で
あ
る
。
礫
は
小
礫
を
含

七
本
桜
統
は
表
層
が
多
腐
植
層
か
ら
な
り
厚
さ
五
〇

㎝
内
外
で

む
～富

む
含
有
し
て
い
る
。
下
層
は
小
中
礫
(
火
山
)
の
砂
礫
層

あ
る
。
下
層
は
腐
植
を
欠
き
、
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
土
性
は
粘

で
あ
り
、

有
効
土
層
は
浅
い
。

足
和
田
山
の
南
部
平
坦
地
の
鳴
沢

質
く
強
粘
質
で
あ
る
。
深
さ
五
〇

㎝
内
外
以
下
は
礫
層
で
あ
る
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